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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2015 年度） 

図１のような，糸におもりをつけたふりこを用意し，次の

実験を行った。 

実験１ 糸がたるまないようにしておもりをある高さから

静かにはなし，ふりこの運動をさせた。そのようすを

ストロボ写真に記録したところ，図２のようになって

いた。ただし，Ａはおもりをはなした位置を，Ｂはお

もりの高さが最も低くなる位置を，Ｃはおもりが右端

にある位置をそれぞれ示し，ストロボ写真には，おも

りがＡからＣに移動するときのようすが記録されて

いたものとする。 

図１ 

 

図２ 

 

実験２ 台に固定された水平なレールの上に木片を置いた。次に，図１のふりこを木片の近くに置き，ス

タンドの高さを調節して，図３のように，ふりこのおもりの高さが最も低くなる位置でおもりが木

片に衝突するようにした。糸がたるまないようにしておもりを左側に持ち上げて，静かにはなした

ところ，おもりは木片に衝突してはね返り，木片はレールの上を右側に移動して静止した。このと

きの木片の移動するようすをストロボ写真に記録したところ，図４のようになっていた。なお，図

４のものさしの１目盛りは１mm，ストロボスコープの発光間隔は 0.02秒である。 

ただし，実験１，２において，空気の抵抗は無視できるものとする。 

図３ 
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図４ 

 

問１ 実験１について，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 図５の矢印は，おもりにはたらく重力を表したものである。この重力の，

「糸に平行な分力」と「糸に垂直な分力」を，それぞれ解答欄の図に力の

矢印で書きなさい。 

(2) おもりがＡからＢにふりこの運動をしているときについて，次の文の

①，②の｛   ｝に当てはまるものを，それぞれア，イから選びなさい。 

図２から，Ｂにおいて，おもりの速さは最も①｛ア 速く   

イ 遅く｝なっていることがわかる。また，Ｂにおいて，おもりの進む

方向にはたらく力の大きさは，最も②｛ア 大きく  イ 小さく｝な

っている。 

図５ 

 

(3) おもりがふりこの運動をしているとき，Ａでのおもりの位置エネルギーが，ある位置(Ｐ)での位置エ

ネルギーの４倍であったとすると，Ｐでの運動エネルギーは，Ｐでの位置エネルギーの何倍か，書きなさ

い。 

問２ 実験２について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) おもりを静かにはなした直後のおもりの力学的エネルギーをＥ１，おもりが木片に衝突した直後の木片の

力学的エネルギーをＥ２，木片が静止したときの木片の力学的エネルギーをＥ３とするとき，Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３

の関係を表したものとして，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。 

ア Ｅ１＝Ｅ２，Ｅ２＝Ｅ３ イ Ｅ１＝Ｅ２，Ｅ２＞Ｅ３ 

ウ Ｅ１＞Ｅ２，Ｅ２＝Ｅ３ エ Ｅ１＞Ｅ２，Ｅ２＞Ｅ３ 

(2) 次の文は，木片が位置Ｘから位置Ｙまで移動するときの平均の速さの求め方を説明したものである。 

  ①  ～  ③  に当てはまる数値を，それぞれ書きなさい。 

図４から，位置Ｘと位置Ｙの間の距離は  ①  cm，木片が位置Ｘから位置Ｙまで移動するのにかかっ

た時間は  ②  秒とわかる。よって，木片が位置Ｘから位置Ｙまで移動するときの平均の速さは，  ③  

cm/ｓとなる。 
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問１ 

(1) 

 

(2) 
①  

②  

(3)   倍 

問２ 

(1)  

(2) 

①  

②  

③  

 

問１ 

(1) 

 

(2) 
① ア 

② 

 

イ 

(3) ３ 倍 

問２ 

(1) エ 

(2) 

① ４ 

② 0.08 

③ 50 

 

問１ (1) おもりにはたらく重力を対角線とし，糸に平行な直線と糸に垂直な直線を２辺とする平行四辺形を作図

する。 

 (2) Ｂは最下点にあるので，運動エネルギーが最大となり，おもりの速さは最も速くなる。また，最下点では

水平に移動することから，おもりの進む方向にはたらく力は最も小さくなる。 

 (3) Ｐでのおもりの位置エネルギーはＡでの位置エネルギーの 
１

４
 倍なので，Ｐでの運動エネルギーは， 
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 １－ 
１

４
 ＝ 

３

４
 したがって，Ｐでの運動エネルギーは，Ｐでの位置エネルギーの３倍となる。 

問２ (1) 木片と水平なレールの間には摩擦がはたらくので，エネルギーは失われていく。よって，おもりをはな

した直後の木片の力学的エネルギーＥ1(位置エネルギー)＞木片が衝突した直後の木片の力学的エネルギーＥ2

＞木片が静止したときの木片の力学的エネルギーＥ3となる。 

 (2) 位置Ｘから位置Ｙまでの距離は，4.6〔cm〕－0.6〔cm〕＝4.0〔cm〕 発光間隔が 0.02秒で，位置ＸＹ間

で４回撮影されているので，位置Ｘから位置Ｙに移動するまでにかかった時間は，0.02〔秒〕 

 ×４〔回〕＝0.08〔秒〕 よって，平均の速さは，
4.0〔cm〕

0.08〔ｓ〕
＝50〔cm/ｓ〕  
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【過去問 2】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2015 年度） 

問１ 右の図は，斜面のＡ点から転がる小球の位置を，ストロボスコープ

を使って 0.05 秒ごとに連続して撮影した結果を模式的に表したもの

である。下の表は，Ａ点からＢ～Ｆ点までの距離をそれぞれ示したも

のである。次のア，イに答えなさい。 

 
 小球の位置 Ｂ点 Ｃ点 Ｄ点 Ｅ点 Ｆ点  

Ａ点からの距離(cm) 1.2 4.8 10.8 19.2 30.0  

ア 運動エネルギーが最も大きいのは，小球がどの位置にあるときか。Ａ～Ｆ点の中から一つ選び，その記号

を書きなさい。 

イ 小球がＣ点からＤ点まで移動する間の平均の速さは何 cm/ｓか，求めなさい。 

問２ 化学変化について，次のア，イに答えなさい。 

ア 次の化学反応式を完成させなさい。 

 

イ 次の１～４の中で，単体と化合物が同時にできる化学変化はどれか。適切なものを一つ選び，その番号を

書きなさい。 

１ 空気中で銅粉を加熱した。 

２ 酸化銅の粉末と炭素粉末をよく混ぜて加熱した。 

３ 炭酸水素ナトリウムを加熱した。 

４ 酸化銀を加熱した。 

問３ 物質の性質について，次のア，イに答えなさい。 

ア 次の１～４の中で，物質が燃えたときに二酸化炭素が発生しないものはどれか。適切なものを一つ選び，

その番号を書きなさい。 

１ ロウ ２ 砂糖 ３ 水素 ４ ポリエチレンテレフタラート 
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イ 図１は，試験管Ａに食塩の飽和水溶液と水を，試験管Ｂになたね油とエタノールを，２つの層ができるよ

うに入れ，それぞれ上の層の液体の中に  ，  ，  で示す密度の異なる３種類のプラスチックを入れて，ど

れが浮いてどれが沈むかについて調べた結果を模式的に表したものである。下の表は，試験管に入れた液体

と密度を示したものである。また，図２は，試験管Ｃに水とエタノールを，２つの層ができるように入れた

ようすを模式的に表したものである。 

 試験管Ｃの上の層の液体の中に３種類のプラスチックを入れて，どれが浮いてどれが沈むかを調べると

どのようになるか。図１にならって  ，  ，  の記号をかき入れなさい。 

図１ 図２ 

  

 

問１ 
ア  

イ   cm/ｓ 

問２ 
ア ＣＯ２ ＋       → ２ＭｇＯ ＋ Ｃ 

イ  

問３ 

ア  

イ 
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問１ 
ア Ｆ 

イ 120cm/ｓ 

問２ 
ア ＣＯ２ ＋  ２Ｍｇ  → ２ＭｇＯ ＋ Ｃ 

イ ２ 

問３ 

ア ３ 

イ 

 

 

問１ ア 高さが最も低い点で運動エネルギーが最も大きくなる｡ 

 イ Ｃ点とＤ点の間の距離は，10.8〔cm〕－4.8〔cm〕＝6.0〔cm〕 これを 0.05秒で移動しているので， 

  平均の速さは，
 6.0〔cm〕

 0.05〔ｓ〕
＝120〔cm/ｓ〕 

問２ ア 化学反応式の左辺と右辺で，原子の種類と数は変化しない｡ 

 イ １では酸化銅，２では銅と二酸化炭素，３では炭酸ナトリウムと二酸化炭素と水，４では銀と酸素ができ

る｡このうち，単体であるのは，銅，銀，酸素である。 

問３ ア 水素が燃えると水ができる。 

 イ 試験管Ａより，  と は水に沈み， は水に浮く。また，試験管Ｂより，すべてのプラスチックがエタノー

ルとなたね油に沈むので，試験管Ｃの水の底には と が，水とエタノールの層の間には が存在することに

なる。 
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【過去問 3】 

力の大きさとばねののびの関係，仕事について調べるため，次のような実験を行いました。これについて，あ

との問１～問４に答えなさい。ただし，摩擦や空気抵抗，糸やばねの重さは考えないものとし，また，質量 100ｇ

の物体にはたらく重力の大きさを 1.0Ｎとします。 

（岩手県 2015 年度） 

実験１ 

 図Ⅰのように垂直につるしたばねに，質量 20ｇのおもりを１

個，２個，…と増やしながらつるしていき，ばねののびを測定し，

表にまとめた。 

表 

図Ⅰ 

 

 おもりの数〔個〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ … 10 

 おもりの質量〔ｇ〕 ０ 20 40 60 80 100 … 200 

 ばねののび〔cm〕 ０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 … 10.0 

実験２ 

 図Ⅱのように，床においた質量 20ｇのおもりを  のばねにつなぎ，もう一方のばねの端につない

だ糸をモーターａの回転軸に接続した。このときのばねののびは０cm であり，糸のたるみもなかっ

た。 

 モーターａを使い，一定の速さで糸を巻いた。 

 糸を 5.0cm巻いたところでモーターａを止めた。このとき，おもりは図Ⅲのように静止した。 

図Ⅱ 図Ⅲ 

  

実験３ 

 実験２の装置のおもりを質量 200ｇの台車にとりかえた。その後，台車を床からはなし，静止した

状態から図Ⅳのようにモーターａを使い，4.0秒間一定の速さで糸を 0.5ｍ巻いた。 

 実験２の装置に斜面をとりつけ，  の台車をつないだ状態でモーターａをモーターｂにとりかえ

た。台車を斜面においたところ，ばねは 4.0cmのびて，台車は静止した。その状態から図Ⅴのように

モーターｂを使い，10秒間一定の速さで糸を 1.5ｍ巻いた。 
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図Ⅳ 図Ⅴ 

  

問１  で，おもりが床からはなれたあと一定の速さで運動しているとき，おもりにはたらく力を示す模式図

として最も適当なものは，次のア～エのうちどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

 

   

問２  で，床からおもりまでの高さは何 cmですか。数字で書きなさい。 

問３  で，台車がされた仕事を仕事Ａ，そのときの仕事率を仕事率Ａとします。  で，台車がされた仕事を

仕事Ｂ，そのときの仕事率を仕事率Ｂとします。このとき，仕事Ａと仕事Ｂ，仕事率Ａと仕事率Ｂの大小関

係を正しく表しているものは，次のア～エのうちどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 仕事Ａ＜仕事Ｂ， 仕事率Ａ＜仕事率Ｂ 

イ 仕事Ａ＜仕事Ｂ， 仕事率Ａ＞仕事率Ｂ 

ウ 仕事Ａ＞仕事Ｂ， 仕事率Ａ＜仕事率Ｂ 

エ 仕事Ａ＞仕事Ｂ， 仕事率Ａ＞仕事率Ｂ 

問４  で，台車が上昇した高さは何ｍですか。数字で書きなさい。 

 

問１  

問２   cm 

問３  

問４   ｍ 
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問１ ウ 

問２ 4.0cm 

問３ イ 

問４ 0.6ｍ 

 

問１ おもりが一定の速さで運動するときは，おもりを引く力とおもりにかかる重力がつり合っている。 

問２ 表より，20ｇのとき，ばねは 1.0cmのびるので，床からおもりまでの高さは， 

5.0〔cm〕－1.0〔cm〕＝4.0〔cm〕 

問３ 図Ⅳでは，200ｇの台車が 0.5ｍ上昇するので，仕事は２〔Ｎ〕×0.5〔ｍ〕＝1.0〔Ｊ〕，仕事率は 

 
 1.0〔Ｊ〕

 0.4〔ｓ〕
＝0.25〔Ｗ〕 図Ⅴでは，ばねが4.0cmのびていることより，斜面に平行な方向にはたらく力は 

 0.8Ｎで，台車を 1.5ｍ上昇させるので，仕事は 0.8〔Ｎ〕×1.5〔ｍ〕＝1.2〔Ｊ〕，仕事率は 

 
 1.2〔Ｊ〕

 10〔ｓ〕
＝0.12〔Ｗ〕 よって，仕事は仕事Ｂのほうが大きく，仕事率は仕事Ａのほうが大きい。 

問４ 仕事の原理より，仕事Ｂの仕事は，200ｇの台車が垂直方向に xｍ上昇した仕事と等しいので， 

２〔Ｎ〕×x〔ｍ〕＝1.2より，x＝0.6〔ｍ〕 
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【過去問 4】 

ヒトや自動車のエネルギーの利用について調べるため，次のような資料収集や実験を行いました。これについ

て，あとの問１～問４に答えなさい。 

（岩手県 2015 年度） 

資料１ 

 図Ⅰと図Ⅱはヒトと自動車のエネルギーの利用を模式的に示している。ヒトは養分を，空気中から

肺にとりこんだ酸素と反応させる呼吸を行い，ヒトが活動するエネルギーとしている。自動車は燃料

を，酸素を使って燃焼させ，自動車を動かすエネルギーとしている。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

資料２ 

 図Ⅲは，ヒトの肺胞の模式図である。肺は，たくさんの肺胞がある

ことで，空気に触れる表面積が大きくなっている。 

 

図Ⅲ 

 

実 験 

 肺に空気が入るしくみを調べるため，図Ⅳのよ

うな肺の模型をペットボトルでつくった。 

 ゴム膜を下に引いたところ，図Ⅴのようにゴム

風船がふくらんだ。 

図Ⅳ 図Ⅴ 

  

資料３ 

 図Ⅵは，自動車の燃料の化学エネルギーが，自動車を動かすエネルギーに移り変わるようすを示し

た模式図である。燃料の化学エネルギーの多くは，熱エネルギーや音エネルギーなどの利用しにくい

エネルギーに変わり，その分がエネルギーの損失となる。 
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図Ⅵ 

 

問１  で，次のア～エのうち，ヒトの「呼吸」と自動車の「燃焼」に共通していることとして最も適当なも

のはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア エネルギーを使って，無機物から有機物をつくっている。 

イ エネルギーを使って，有機物から無機物をつくっている。 

ウ 無機物から有機物をつくり，エネルギーをとり出している。 

エ 有機物から無機物をつくり，エネルギーをとり出している。 

問２  で，空気に触れる表面積が大きくなっていることで，どんな利点がありますか。簡単に説明しなさい。 

問３  で，次の文は，ゴム膜を引いたときにゴム風船がふくらんだ理由について述べたものです。下のア～

エのうち，文中の（ Ｘ ），（ Ｙ ）にあてはまることばの組み合わせとして最も適当なものはどれです

か。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ゴム膜を引いたとき，ペットボトル内の空気の圧力は（ Ｘ ），ゴム風船内の空気の圧力は（ Ｙ ）。

それらの圧力の差によって，図Ⅴのようにゴム風船がふくらんだ。 

 ア イ ウ エ 

Ｘ 増加し 増加し 減少し 減少し 

Ｙ 増加する 変化しない 増加する 変化しない 

問４  で，ある自動車が動いたとき，自動車を動かすエネルギーは 5000Ｊで，エネルギーの変換効率は 20％

でした。このとき，損失したエネルギーは何Ｊになりますか。数字で書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４   Ｊ 
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問１ エ 

問２ 
例 

効率よく酸素と二酸化炭素の交換を行うことができる。 

問３ エ 

問４ 20000Ｊ 

 

問１ 「呼吸」では養分(有機物)から二酸化炭素(無機物)をつくり，エネルギーをとり出している。「燃焼」は燃料

(有機物)から二酸化炭素(無機物)をつくり，エネルギーをとり出している。 

問２ 空気に触れる表面積が大きいと，効率よく酸素と二酸化炭素の交換を行うことができる。 

問３ ゴム膜を引くと，ペットボトル内の圧力は減少するが，ゴム風船内の空気の圧力は変化しない。その差によ

って，ガラス管から空気が吸いこまれる。 

問４ 全エネルギーを xＪとすると，x〔Ｊ〕×0.2＝5000〔Ｊ〕より，x＝25000〔Ｊ〕 利用されたのは 5000Ｊなの

で，損失したエネルギーは，25000〔Ｊ〕－5000〔Ｊ〕＝20000〔Ｊ〕 
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【過去問 5】 

洋さんは，ケーブルで橋げたを支えるつり橋に興味をもって資料で調べたところ，次のことがわかった。下の

問１～問３に答えなさい。 

（秋田県 2015 年度） 

【わかったこと】 

・ケーブルに使われているａ金属は，水やｂ空気中の気体と反応してさびないよ

うに工夫されている。 

・図１のように，ｃ高い
とう

塔からメインケーブルをつるすことが多い。 

図１ 

 

問１ 次のア～エのうち，下線部ａに区別されるものはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 炭素 イ 塩素 ウ 
い

硫
おう

黄 エ 
あ

亜
えん

鉛 

問２ さびの主な原因となる下線部ｂは何か，化学式で書きなさい。 

問３ 洋さんは，下線部ｃの理由を調べるため，支柱を塔に，金属棒を橋げたに，太い糸をメインケーブルに，

細い糸をハンガーケーブルに見立て，次のようにつり橋のモデルＡ，Ｂを作って実験を行った。 

【実験】 図２のように，Ａ，Ｂで，同じばねと，同じ金属棒を用いて，支柱の高さを変え，糸がたる

まず金属棒が水平になるようにつるしたときのばねの長さを調べた。ただし， ， ， の長さはＡ，

Ｂで同じとし，糸とばねの重さは考えず，糸はのびないものとする。また，図３は，実験で用いたば

ねについて，はたらく力の大きさとばねの長さの関係を示したグラフである。 

図２ 図３ 
  

【結果】 ばねの長さは，Ａが 11.5cm，Ｂが 8.5cmであった。 
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① Ａのばねにはたらく力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

② 図４の矢印Ｆは，図２のＰ点を下向きに引く力を表すものとする。矢印Ｆとつ

り合う力を糸の方向に分解した力はどうなるか，それぞれ矢印でかきなさい。 

③ 考察が正しくなるように，Ｘに当てはまる語句を書きなさい。 

図４ 

 

 

問１   

問２   

問３ 

①   Ｎ 

② 

図４ 

 

③  

 

問１ エ 

問２ Ｏ２ 

問３ 

① 0.9 Ｎ 

② 

図４ 例 

 

③ 例  支柱 

 

問１ 亜鉛は金属で，ほかは非金属である。 

問２ さびの原因となる空気中の気体は酸素である。 

問３ ① グラフからばねの長さは 4.0cm であり，ばねののびが 5.0cm のとき力は 0.6Ｎなので，力の大きさを xＮ

とすると，(11.5－4.0)〔cm〕：x〔Ｎ〕＝5.0〔cm〕：0.6〔Ｎ〕より，x＝0.9〔Ｎ〕 

 ② Ｐ点から上向きに２目もりの矢印をかき，これが平行四辺形の対角線になるような２辺をかく。 

 ③ 糸と支柱の角度が小さくなるほど，斜めにつるした太い糸にはたらく力が小さくなる。 
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【過去問 6】 

運動とエネルギーについて調べるために，図１のような装置を組み，次の①～③の手順で実験を行った。モー

ターは発電機として利用する。モーターの軸には糸が巻きつけてあり，糸を引くと軸が回転する。記録タイマーは，

１秒間に 50 回打点する。あとの問いに答えなさい。ただし，定滑車や記録タイマーの摩擦，テープおよび糸の重

さや伸び，空気の抵抗は，無視できるものとする。 

（山形県 2015 年度） 

【実験】 ① モーターの軸を手でおさえながら，糸とつないだテープの先

端に重さ 4.0Ｎのおもりをとりつけ，おもりを静止させた。 

 ② おさえていた手をはなして，落下するおもりの運動を記録タ

イマーで記録した。同時に豆電球の光る様子を観察した。 

 ③ テープを交換し，①と同様の操作を行った後，糸を切って，落

下するおもりの運動を記録タイマーで記録した。 

問１ 図２のＰ，Ｑは，それぞれ②，③で記録したテープである。②でおも

りが運動しているとき，豆電球に明かりがついた。打点ａからは打点の

間隔が一定で，ａｂ間の長さは 16.3 ㎝だった。あとの問いに答えなさ

い。 

図１ 

 

図２ 

 

(1) モーターの磁石の磁界内でコイルが回転して生じる電流を何というか，書きなさい。 

(2) ②について，打点ａから打点ｂまでが記録される間に，おもりがテープを引く力のした仕事率は何Ｗか。

小数第２位を四捨五入して，小数第１位まで求めなさい。 

(3) 開始から同じ時間が経過した打点では，Ｐの打点間隔はＱと比べてせまい。豆電球に明かりがつくことか

らわかる，Ｐの打点間隔がせまい原因の一つを，エネルギーに着目して，簡潔に書きなさい。 

(4) 図３は，③で，糸を切ってからの時間とおもりの位置エネルギーの関係を表すグラフである。このとき，

糸を切ってからの時間とおもりの運動エネルギーの関係を表すグラフとして最も適切なものを，次のア～エ

から一つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 図３ 
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問２ 《選択問題》 

私たちは，さまざまなエネルギーを変換して利用している。次のⒶ，Ⓑから一つを選び，そのエネルギ

ー変換をどのように利用しているか，身のまわりにある事例を一つ書きなさい。なお，選んだものの記号

を解答欄に書くこと。 

Ⓐ 弾性エネルギー（弾性力による位置エネルギー）から運動エネルギーへの変換 

Ⓑ 化学エネルギーから運動エネルギーへの変換 

 

問１ 

(1)  

(2)   Ｗ 

(3)  

(4)  

問２ 

《選択 

問題》 

選んだものの記号 （     ） 

 

 

問１ 

(1) 誘導電流 

(2) 6.5 Ｗ 

(3) 例 光エネルギーが放出されること。 
※「熱が発生し逃げていくこと。」などでもよい 

(4) ウ 

問２ 

《選択 

問題》 

選んだものの記号 （     ） 

Ⓐ 例 

トランポリンで人がとびあがる。 

Ⓑ 例 

ガソリンでエンジンを作動させる。 

 

問１ (1) 磁界内をコイルが回転すると電磁誘導が起こる。そのときに生じる電流を誘導電流という。 

 (2) 4.0Ｎのおもりが 16.3cm＝0.163ｍ移動したので，このときの仕事は， 

4.0〔Ｎ〕×0.163〔ｍ〕＝0.652〔Ｊ〕 0.652Ｊの仕事をするのに，１秒間に 50回打点する 

  記録タイマーで５打点分の時間がかかっているので，仕事率は，
 0.652〔J〕

 0.1〔ｓ〕
＝6.52〔Ｗ〕 

 (3) Ｐはモーターにつないでいるので，おもりの運動エネルギーがモーターによって電気エネルギーに変換

され，豆電球を光らせる光エネルギーとして放出されたり摩擦によって熱として放出されたりしている。Ｑ

は運動エネルギーとしてのみ利用されたので，落下速度が大きくなっている。 

 (4) 力学的エネルギーの保存から，位置エネルギーと運動エネルギーの和は一定になる。図３の位置エネルギ

ーとの和が一定になるグラフはウ。 

問２ Ⓐ 弾性エネルギーはバネや輪ゴム，スーパーボール，トランポリンなどが弾んだときに出るエネルギーであ

る。それらの物体の運動を考える。 

 Ⓑ 化学エネルギーは化学反応(燃焼，化合，分解など)をするときに出るエネルギーである。化学反応が起こ

ったときに起こる物体の運動を考える。 
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【過去問 7】 

次の実験について，問１～問４に答えなさい。ただし，糸の重さや摩擦は考えないものとする。また，質量 100

ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

（福島県 2015 年度） 

底面の面積および体積がそれぞれ同じ円柱状の物体Ａ～Ｄを用いて，次の実験をそれぞれ行っ

た。なお，物体Ａ～Ｃは傾くことなく水に沈み，物体Ｄは水に浮いたので，実験２と実験３は行

わなかった。また，実験中の物体Ａ～Ｄの体積は変わらないものとする。 

実験１ 

図１のように，片方の底面をばねばかりに糸でつるして空気中で静止させ，ばねばかりの値を読んだ。 

実験２ 

図２のように，体積の半分を水中に沈めて静止させ，ばねばかりの値を読んだ。 

実験３ 

図３のように，水面から片方の底面までの深さが１㎝になるまで，完全に水中に沈めて静止させ，ば

ねばかりの値を読んだ。 

図１ 図２ 図３ 結果 

   

 
ばねばかりの値〔Ｎ〕  

実験１ 実験２ 実験３  

物体Ａ 0.17 0.14 0.11  

物体Ｂ 0.47 0.44 0.41  

物体Ｃ 0.50 0.47 0.44  

物体Ｄ 0.02    
 

問１ 次の文の     にあてはまる力の名称を書きなさい。 

ばねばかりにおもりをつるしたとき，のばされたばねは，もとの長さにもどろうとして，おもりに力を

加える。この力を     という。 

問２ 図４は，物体Ａについて，実験３を行ったときの模式図である。次

の①，②の問いに答えなさい。 

① 図４の点Ｓ，Ｔは水面から同じ深さの位置であり，点Ｕは点Ｓより

深い位置である。図４の点Ｓ，Ｔ，Ｕで，物体Ａが受ける水圧の大き

さを，それぞれＰ１，Ｐ２，Ｐ３〔Pa〕とすると，これらの関係はどのよ

うになるか。次のア～カの中から１つ選びなさい。 

図４ 

 

ア Ｐ１＜Ｐ２， Ｐ１＝Ｐ３ イ Ｐ１＞Ｐ２， Ｐ１＝Ｐ３ 

ウ Ｐ１＜Ｐ２， Ｐ１＜Ｐ３ エ Ｐ１＞Ｐ２， Ｐ１＞Ｐ３ 

オ Ｐ１＝Ｐ２， Ｐ１＜Ｐ３ カ Ｐ１＝Ｐ２， Ｐ１＞Ｐ３ 
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② 次のア～ウは，図４で，物体Ａの２つの底面が水から受ける力の合力の大きさと，物体Ａの重さの関係を

説明したものである。正しいものはどれか。ア～ウの中から１つ選びなさい。 

ア 物体Ａの２つの底面が水から受ける力の合力の大きさは，物体Ａの重さより小さい。 

イ 物体Ａの２つの底面が水から受ける力の合力の大きさは，物体Ａの重さに等しい。 

ウ 物体Ａの２つの底面が水から受ける力の合力の大きさは，物体Ａの重さより大きい。 

問３ 次の文は，結果をもとに，物体にはたらく浮力についてまとめたものである。①，②にあてはまることば

の組み合わせはどのようになるか。下のア～エの中から１つ選びなさい。 

物体にはたらく浮力は， ①  ，水中に沈める部分の体積を  ②  。 

 ① ② 

ア 物体の種類や重さで異なり 大きくすると大きくなる 

イ 物体の種類や重さで異なり 大きくすると小さくなる 

ウ 物体の種類や重さに関係なく 大きくすると大きくなる 

エ 物体の種類や重さに関係なく 大きくすると小さくなる 
 

問４ 図５は，物体Ｄの片方の底面につないだ糸を，定滑車Ｘ，Ｙに通して

おもりにつなぎ，物体Ｄを水中に完全に沈めたときのようすを示したも

のである。このとき，物体Ｄは傾くことなく水中で，おもりは空気中で

静止した。おもりの質量は何ｇか。求めなさい。ただし，沈んだ物体Ｄ

の水中での深さは，実験３と同じである。 

図５ 

 

 

問１  

問２ 
①   

②   

問３  

問４   ｇ 

 

問１ 弾性力 

問２ 
① オ 

② ア 

問３ ウ 

問４ ４ ｇ 

 

問１ ばねには弾性力がはたらく。 

問２ ① 水面からの深さが同じであれば，物体が受ける水圧は等しいので，Ｐ１＝Ｐ２ 

また，水面からの深さが深いほど，物体が受ける水圧は大きくなるので，Ｐ１＜Ｐ３ 

 ② 物体Ａの２つの底面が水から受ける力の合力が浮力となる。浮力と物体Ａの重さが等しいとき，ばねばか

りの値は０になる。図４では，ばねばかりの値は０より大きいので，物体Ａの２つの底面が水から受ける力の

合力の大きさは，物体Ａの重さより小さいとわかる。 

問３ 水中に沈めた物体にはたらく浮力は，物体の種類や重さに関係なく，水中に沈んでいる部分の体積が大きい

ほど大きくなる。 
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問４ 物体Ｄの体積は物体Ａ～Ｃと同じなので，物体Ａ～Ｄにはたらく浮力は等しい。よって，物体Ｄにはたらく

浮力は，0.17〔Ｎ〕－0.11〔Ｎ〕＝0.06〔Ｎ〕 物体Ｄにはたらく重力は 0.02Ｎなので，水中で静止させるに

は，0.06〔Ｎ〕－0.02〔Ｎ〕＝0.04〔Ｎ〕の力を加える必要がある。よって，必要なおもりの質量は４ｇであ

る。 
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【過去問 8】 

次の問１～問６に答えなさい。 

（茨城県 2015 年度） 

問１ 太郎さんは自転車で通学している。家から学校までは 4.8㎞あるが，家を出て 2.6㎞は上り坂で 20分か

かり，その後の 2.2㎞は下り坂で 10分かかる。家から学校までの平均の速さは何㎞/ｈか，求めなさい。 

問２ 次の文中の  あ  ， い  に当てはまる語を書きなさい。 

わたしたちの家庭で使うエネルギーは，ほぼ半分が電気エネルギーである。電気エネルギーは，いろいろ

な方法でつくられる。 

例えば，石油，天然ガス，石炭などを燃やして得た熱エネルギーで高温の水蒸気をつくり，発電機のター

ビンを回して電気をつくるのが  あ  発電である。発電機では，タービンの運動エネルギーを電気エネル

ギーに変える。 

ダムにたまった水が高いところから低いところへ落ちるときの力を利用して発電機のタービンを回して

電気をつくるのが  い  である。ダムの水は，太陽のエネルギーで蒸発し，雨や雪となって降った水だか

ら，生じる電気エネルギーは，太陽のエネルギーがすがたを変えたものだといえる。 

この他に，ウラン原子が
かく

核
ぶん

分
れつ

裂して出すエネルギーを利用して電気をつくる方法もある。 

このように電気は，いろいろなエネルギーが移り変わってつくり出される。 
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問３ 表は，観測地Ⅰ～Ⅲにおいて同じ地震を観測して，Ｐ波の到達時刻とＳ波の到達時刻を示したものである。

図１は，観測地Ⅰ～Ⅲにおけるこの地震のＰ波が到達してからの地震計の記録を表したものである。図２は

この地震の震央と観測地Ⅰ～Ⅲの位置を示したものであり，図中のＡ～Ｃは観測地Ⅰ～Ⅲのいずれかである。

図１において，観測地Ⅰの地震計の記録を表しているものはどれか，ア～ウの中から一つ選んで，その記号

を書きなさい。また，図２において観測地Ⅰの位置はどこか，Ａ～Ｃの中から一つ選んで，その記号を書き

なさい。 

表 

 Ｐ波の到達時刻 Ｓ波の到達時刻 
図２ 

 

観測地Ⅰ ８時 43分 56秒 ８時 44分 03秒 

観測地Ⅱ ８時 43分 50秒 ８時 43分 53秒 

観測地Ⅲ ８時 44分 02秒 ８時 44分 14秒 

図１ 

ア  

イ  

ウ  

問４ 次の文中の  あ  ， い  に当てはまる語を書きなさい。 

身のまわりにあるいろいろな製品は，石油などを原料としてつくられているものが多い。例えばペットボ

トルは，本体がポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）からできている。また，弁当箱には軽くて
じょう

丈
ぶ

夫な

ポリプロピレン（ＰＰ）が使われている。これらの
ぶっ

物
しつ

質を  あ  とよぶ。 

金属は燃えても二酸化炭素を発生しないが， あ  は燃えると二酸化炭素を発生するため， あ  はどれ

も  い  である。 
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問５ 次の文を読み，下の①，②の問いに答えなさい。 

表１は，セキツイ動物の五つのグループについて，生活のしかたや体のつくりの五つの
とく

特
ちょう

徴をまとめた

もので，グループ内の多くの動物がその特徴をもつ場合は○，もたない場合は×，特徴をもつが当てはまら

ない時期がある場合は△を記入したものである。表２は，表１の結果を比べて，グループの特徴が同じだっ

た数を途中まで記入したものである。どちらかが△の場合は 0.5として記入している。表２の数が大きいほ

ど共通する特徴を多くもつので，魚類と共通する特徴をもっとも多くもつのは  あ  ，ホニュウ類と共通

する特徴をもっとも多くもつのは  い  である。 

表１ 表２ 

グループ 

 

特徴 

魚
類 

両
生
類 

ハ
チ
ュ
ウ
類 

鳥
類 

ホ
ニ
ュ
ウ
類 

  魚
類 

両
生
類 

ハ
チ
ュ
ウ
類 

鳥
類 

背骨がある ○ ○ ○ ○ ○  ホニュウ類 １ 1.5   

肺で呼吸する × △ ○ ○ ○  鳥類 ２    

子は陸上で生まれる × × ○ ○ ○  ハチュウ類     
こう

恒
おん

温
どう

動
ぶつ

物である × × × ○ ○  両生類     
たい

胎
せい

生である × × × × ○       

① 文中の  あ  ， い  に当てはまるグループ名をそれぞれ書きなさい。 

② セキツイ動物の五つのグループは，共通する特徴があることや，化石が最初に出現する年代が異なったり，

二つのグループの中間の特徴をもつ化石が見つかったりすることなどから，長い時間をかけて変化してきた

と考えられる。このように，生物が長い時間をかけて変化することを何というか，書きなさい。 

問６ 図は，
じゅん

純
すい

粋な水からつくった氷を

一様に加熱したときの時間と温度の

関係を
も

模
しき

式的に表したものである。

固体の氷を加熱すると液体の水にな

り，さらに加熱すると気体の水蒸気

になる。液体の水が存在するのは図

のア～オのどれか，すべて
．．．

選んで，

その記号を書きなさい。 

図 

 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2015 年度 

24 

 

問１   km/h 

問２ 
あ   発電 

い   発電 

問３ 記録  位置  

問４ 
あ   

い   

問５ 
① 

あ   

い   

②   

問６  

 

問１ 9.6 km/h 

問２ 
あ 火力 発電 

い 水力 発電 

問３ 記録 ア 位置 Ｂ 

問４ 
あ プラスチック  ※合成樹脂でも可 

い 有機物 

問５ 
① 

あ 両生類 

い 鳥類 

② 進化 

問６ イ，ウ，エ 

 

問１ 
 4.8〔km〕

 0.5〔ｈ〕
＝9.6〔km/ｈ〕 

問２ 石油，天然ガス，石炭などを燃やして得た熱エネルギーでタービンを回して発電するのは火力発電。ダムに

たまった水の位置エネルギーを利用してタービンを回して発電するのは水力発電。 

問３ Ｐ波，Ｓ波の到達時刻は，震央から観測地までの距離が近ければ近いほど早くなる。また，主要動の大きさ

は，震央から観測地までの距離が近ければ近いほど大きくなる。観測地Ⅰは，Ｐ波，Ｓ波の到達時刻が２番目

に早い。 

問４ ペットボトルなどを総称してプラスチックという。プラスチックは燃やすと二酸化炭素が発生する有機物で

ある。 

問５ ① 表２は，表１から，○と○，×と×ならば１点，△は 0.5点と数えている。合計の数字が大きいほど共通

する特徴が多いといえる。よって，魚類と両生類は 4.5 点，ホニュウ類は鳥類と４点で共通する特徴が多い。 

 ② 生物が長い時間をかけて変化することを，進化してきた。 

問６ イは氷がとけ始めてから終わるまでの間なので，氷と水が両方存在している状態。ウは水だけが存在してい

る状態。エは水が沸騰し始めてから終わるまでの間なので，水と水蒸気が両方存在している状態。よって，イ，

ウ，エ。 
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【過去問 9】 

次の問１から問８に答えなさい。 

（栃木県 2015 年度） 

問１ まわりより気圧が高く，中心付近では等圧線が閉じていて，下降気流が生じ，中心から外側へ風が吹いて

いるところは，次のうちどれか。 

ア 台風 イ 前線 ウ 低気圧 エ 高気圧 

問２ 次のうち，自然界で生産者としてはたらいている生物はどれか。 

ア ライオン イ アオカビ ウ タンポポ エ シマウマ 

問３ 次のうち，状態変化はどれか。 

ア やかんに水を入れて加熱したら，水が水蒸気になった。 

イ 携帯用かいろを袋から出したら，かいろが温かくなった。 

ウ 線香に火をつけたら，線香が燃えて二酸化炭素が発生した。 

エ 温かい紅茶に砂糖を入れたら，砂糖が溶けて見えなくなった。 

問４ 高さや大きさの異なる音についてコンピュータで波形を調べたところ，次のような結果が得られた。これ

らのうち，最も高い音はどれか。ただし，図の縦軸は振れ輻，横軸は時間を表し，目
め

盛
も

りのふり方はすべて

同じである。 

ア  イ  ウ  エ 

    

問５ 右の図のように，大きな力がはたらいてできた地

層の曲がりを何というか。  

問６ 水に溶けにくい気体を発生させて集めるとき，最も適している集め方を何というか。 

問７ 分裂や栄養生殖によって，受精を行わずに子をつくる生殖を何というか。 

問８ 100Ｊの仕事を５秒間で行ったときの仕事率は何Ｗか。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  Ｗ 
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問１ エ 

問２ ウ 

問３ ア 

問４ イ 

問５ しゅう曲 

問６ 水上置換(法) 

問７ 無性生殖 

問８ 20 Ｗ 

 

問１ まわりより気圧が高いところを高気圧という。高気圧の中心付近では下降気流が生じており，中心から外側

へ風が吹いている。 

問２ 生産者は，光合成によって有機物をつくり出している植物である。ライオン・アオカビ・シマウマは消費者

で，アオカビはそのはたらきから特に分解者という。 

問３ 状態変化とは，温度によって物質の状態が変わる変化をいう。アは温度を上げることで液体の水から気体の

水蒸気になり，冷やせば水蒸気から水にもどるので，状態変化である。 

問４ 振動数が多い音ほど，音が高い。 

問５ 図のように，大きな力がはたらいて起こった地層の曲がりを，しゅう曲という。 

問６ 水に溶けにくい気体を集めるには，水上置換(法)が適している。 

問７ 受精を行わずに子をつくる生殖を，無性生殖という。 

問８ 
100〔Ｊ〕

５〔ｓ〕
 ＝20〔Ｗ〕 
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【過去問 10】 

物体にはたらく力について調べるために．次の実験(1)，(2)，(3)，(4)を順に行った。 

(1) 図１のように，まさつのない水

平な床の上にばねを置き，片方の

端を壁に固定して，もう一方の端

にばねばかりをつないだ。ばねば

かりを引き，ばねばかりの示す値

とばねの長さの関係を調べたと

ころ，図２のような結果が得られ

た。 

図１ 

 

図２ 

 

(2) 実験(1)で使ったばねを，図３のようにまさつのない水平な台の

上にのせ，滑車と糸を使って両端にそれぞれ同じ重さのおもりをつ

けて静止させたところ，ばねの長さが 15cmになった。 

(3) ばねばかり２本と糸を使って，図４のように物体を持ち上げた。

図中のａとｂは，物体につないだ糸を延長した線とばねばかりの間

の角度を示している。ａとｂの大きさをともに等しいある角度にし

て，ばねばかりの示す値を調べた。 

(4) 実験(3)の後,物体を持ち上げたまま，常に角度ａと角度ｂが同じ

値になるようにゆっくりと角度を大きくしていった。この間，ばね

ばかりの示す値を調べた。 

図３ 

 

図４ 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。 

（栃木県 2015 年度） 

問１ 実験(1)で，ばねばかりが 0.8Ｎを示すとき，ばねの長さは何 cmか。 

問２ 実験(2)で，おもり１個の重さは何Ｎか。 

問３ 右の図は，実験(3)において，２本のばねばかりを用いて結び目に加

えた力を矢印で表したものである。この二つの力の合力を，解答用紙の

図に矢印でかきなさい。また，物体の重さは何Ｎか。ただし，図の方眼

の１目盛
め も

りを 0.1Ｎとする。 
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問４ 次の  内の文章は，実験(4)における，２本のばねばかりの示す値と２本のばねばかりが加えた力

の合力について述べたものである。①，②に当てはまる語句の正しい組み合わせはどれか。 

角度ａと角度ｂが大きくなるにつれて２本のば

ねばかりの示す値がしだいに（ ① ）。このとき，

２本のばねばかりが加えた力の合力の大きさは

（ ② ）。 

  ① ② 

ア 大きくなった 大きくなった 

イ 大きくなった 変わらなかった 

ウ 小さくなった 小さくなった 

エ 小さくなった 変わらなかった 

 

問１   cm 

問２   Ｎ 

問３ 

物体の重さ   Ｎ 

 

問４  

 

問１ 14 cm 

問２ １ Ｎ 

問３ 

物体の重さ 0.6 Ｎ 

 

問４ イ 

 

問１ 図２より，ばねばかりの示す値が 0.8Ｎのとき，ばねの長さは 14cmである。 

問２ ばねの長さが 15cmなので，図２より，おもり１個にはたらく重力の大きさは 1.0Ｎである。 
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問３ 合力は，２本の矢印を隣り合う２辺とした平行四辺形をかいたとき，その対角線で表される。 

問４ 角度を大きくしても，対角線の長さは変わらないので，隣り合う２辺の長さは長くなる。また，合力の大き

さは物体の重力の大きさに等しいので，変わらない。 
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【過去問 11】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（群馬県 2015 年度） 

問１ おもに植物の気孔から，水が水蒸気となって出ていくことを何というか，書きなさい。 

問２ エンドウには丸い種子としわのある種子があり，丸が優性の形質，しわが劣性の形質である。丸い種子を

つくる純系の個体の花粉を，しわのある種子をつくる純系の個体のめしべの柱頭に受粉させたところ，400

個の種子ができたとする。このとき，丸い種子は何個できたと考えられるか，次のア～オから選びなさい。 

ア ０個 イ 100個 ウ 200個 エ 300個 オ 400個 

問３ 群馬県のある地点で午後 10時に南中した恒星が，同じ地点で次の日に南中する時刻はどうなるか，次の

ア～ウから選びなさい。 

ア 午後 10時より早くなる。 イ 午後 10時で変わらない。 ウ 午後 10時より遅くなる。 

問４ 花こう岩は，同じくらいの大きさの鉱物が組み合わさってできている。このようなつくりを何というか，

書きなさい。 

問５ 水酸化バリウムと塩化アンモニウムを反応させたときのように，反応前に比べて反応後の温度が下がる

反応を何というか，書きなさい。 

問６ 密度が 1.1g/cm3の食塩水がある。この食塩水 200cm3の質量はいくらか，書きなさい。 

問７ 右の図は，光が空気中からガラス，ガラスから空気中へ進むときの道すじの

１つを表したものである。これについて，次の文中の  ①  ， ②  に当て

はまるものを，下のア～ウからそれぞれ選びなさい。 

光が空気中からガラスへ進むときは， ①  となり，光がガラスから

空気中へ進むときには， ②  となる。 

ア 入射角＞屈折角 イ 入射角＝屈折角 ウ 入射角＜屈折角  

問８ 右の図のように，質量３㎏の物体をＡの位置からＢの位置ま

で，モーターを使って 20 秒かけて引き上げたときの仕事率はい

くらか，書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力

の大きさを１Ｎとし，物体と斜面との摩擦は考えないものとす

る。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７ ①  ②  

問８  

 

問１ 蒸散 

問２ オ 

問３ ア 

問４ 等粒状組織 

問５ 吸熱反応 

問６ 220ｇ 

問７ ① ア ② ウ 

問８ ６Ｗ 

 

問１ 気孔から，水が水蒸気となって出ていくことを蒸散という。気孔では酸素と二酸化炭素の出入りも行われて

いる。 

問２ 優性の形質の純系と劣性の形質の純系が親の場合，子はそれぞれの遺伝子を半分ずつもつが，優性の形質の

みが現れる。 

問３ 恒星の南中時刻は，１日に約４分ずつ早くなる。 

問４ 花こう岩は深成岩で，地下の深いところでゆっくりと冷え固まってできたため，鉱物が同じくらいの大きさ

に成長している。このようなつくりを等粒状組織という。 

問５ 反応前よりも反応後の温度が下がる反応を吸熱熱反応という。温度が上がる反応は発熱反応という。 

問６ 200〔cm3〕×1.1〔ｇ/cm3〕＝220〔ｇ〕 

問７ 光が空気中からガラスへ進むときは入射角＞屈折角，ガラスから空気中へ進むときは入射角＜屈折角となる。 

問８ 質量３kgの物体が４ｍの高さまで引き上げられたと考える。物体にはたらく重力は 30Ｎなので， 

 物体がされた仕事は，30〔Ｎ〕×４〔ｍ〕＝120〔Ｊ〕 よって，仕事率は，
 120〔Ｊ〕

 20〔ｓ〕
＝６〔Ｗ〕 
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【過去問 12】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（群馬県 2015 年度） 

問１ 土の中の微生物のはたらきを調べるために，次の実験を行った。後の(1)～(3)に答えなさい。 

［実験］ 畑の土を入れたビーカーに蒸留水を入れてよくかき混ぜた後，しばらくおき，上ずみ液をつくった。

次に，デンプン溶液を寒天で固めたものが入ったペトリ皿Ａ，Ｂを用意して，Ａには蒸留水を，Ｂには

上ずみ液を同量加え，ふたをした後，20℃程度の暗い場所に５日間おいた。その後，それぞれのペトリ

皿内の全体にヨウ素液を加えたときの色の変化を観察した。表は，その結果をまとめたものである。 

表 

 Ａ Ｂ 

ペトリ皿内の

ようす 
 

全体が青紫色に変化し

た。 
 

青紫色に変化しない部分

があった。 

(1) この実験において，ペトリ皿Ａで蒸留水を加えて色の変化を観察したのは，どのようなことを確認するた

めか，簡潔に書きなさい。 

(2) 上ずみ液を加えたペトリ皿Ｂで，青紫色に変化しない部分があったのはなぜか，微生物のはたらきに着目

して，簡潔に書きなさい。 

(3) 次の文は，土の中の微生物のはたらきについてまとめたものである。文中の  ①  ， ②  に当てはま

る語を，それぞれ書きなさい。 

土の中の菌類や細菌類などの微生物は，生物の死がいや排出物などにふくまれる有機物を，二酸

化炭素や水などの  ①  に変えるはたらきをしている。このようなはたらきをする生物は  ②  と

よばれ，生産者，消費者とともに生態系における重要な役割をになっている。 

問２ 化学変化と質量との関係を調べるために，次の実験を行った。後の(1)～(3)に答えなさい。 

［実験］ 図のように，オキシドール（うすい過酸化水素水）

と二酸化マンガンをプラスチックの容器に入れ，ふた

を閉めて密閉し，電子てんびんにのせた。全体の質量を

測定したところ，134.13ｇであった。 

 次に，容器を密閉したまま傾けて，オキシドールと二

酸化マンガンを混ぜたところ，オキシドール中の過酸化

水素が分解されて水と酸素ができた。反応が終わった後，

全体の質量を測定したところ，134.13ｇであった。 

図 

 

(1) 酸素について説明したものとして最も適切なものを，次のア～エから選びなさい。 

ア 水にとけやすい。 イ 空気の体積の約 78％を占める。 

ウ ものを燃やすはたらきがある。 エ 刺激臭がある。 
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(2) 実験で，過酸化水素（Ｈ２Ｏ２）が分解されて水と酸素ができる反応は，次の化学反応式で表すことができ

る。 ①  ， ②  に当てはまる数字を，それぞれ書きなさい。 

 ①  Ｈ２Ｏ２→ ②  Ｈ２Ｏ＋Ｏ２ 

(3) 実験の後，容器のふたを開け，再びふたを閉めてから全体の質量を測定すると，ふたを開ける前の質量と

比べてどうなると考えられるか，書きなさい。また，その理由を簡潔に書きなさい。 

問３ 図は，2013 年９月 16 日に日本の上空を通過した台風

の進路を模式的に示したものである。次の(1)～(3)に答え

なさい。 

(1) 台風は，日本の南方海上で発生した低気圧が発達した

ものである。台風に発達する前の低気圧を何というか，書

きなさい。 

(2) 図の台風のように，日本付近で台風が東寄りに進路を

変えるのは，ある風の影響によるものだと考えられる。台

風の進路に影響を与えるこの風を何というか，書きなさ

い。 

(3) 表は，図中の観測地点ア，イのどちらかの地点で，16日

の３時間ごとの風向を観測した結果をまとめたものであ

る。この表は，ア，イのどちらの地点の観測結果だと考え

られるか，書きなさい。また，そのように判断した理由

を，台風の風のふき方に着目して，簡潔に書きなさい。 

図 

 

表 

時刻〔時〕 ０ ３ ６ ９ 12 15 

風向 南東 南東 南南東 南 南南西 西南西 
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問４ ２つのばねＡ，Ｂについて，ばねに加える力の大きさとばねの長さの関係を，図Ⅰのように，ばねにおも

りをつるして調べ，結果を表にまとめた。次の(1)～(3)に答えなさい。 

図Ⅰ 表 

 

力の大きさ〔Ｎ〕 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 

ばねＡの長さ〔cm〕 7.0 9.0 11.0 13.0 15.0 17.0 

ばねＢの長さ〔cm〕 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 

 
      

(1) おもりをつるしていないときの，ばねＡ，Ｂの長さはいくらか，

それぞれ書きなさい。 

(2) 図Ⅱは，ばねＡについて，ばねに加えた力の大きさとばねののび

の関係を表したグラフである。ばねＢについて，ばねに加えた力の

大きさとばねののびの関係を表したグラフをかきなさい。 

(3) ばねＡ，Ｂののびを，図Ⅲの①～③のようにして調べた。おもり

の質量が 75ｇ，滑車の質量が 75ｇのとき，①のばねＡ，②のばねＢ，

③のばねＢ，それぞれののびはいくらか，書きなさい。ただし，質

量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ばねと糸の質

量および滑車の摩擦は考えないものとする。 

図Ⅱ 

 

図Ⅲ 
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問１ 

(1)  

(2)  

(3) ①  ②  

問２ 

(1)   

(2) ①  ②  

(3) 

質量  

理由  

問３ 

(1)  

(2)  

(3) 

地点  

理由  

問４ 

(1) ばねＡ  ばねＢ  

(2) 

 

(3) ①  ②  ③  
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問１ 

(1) 
例 

蒸留水では，デンプンが分解されないこと。 

(2) 
例 

微生物が，デンプンを分解した部分があったから。 

(3) ① 無機物 ② 分解者 

問２ 

(1) ウ 

(2) ① ２ ② ２ 

(3) 

質量 小さくなる。 

理由 
例 

容器内の気体が，容器の外に出たから。 

問３ 

(1) 熱帯低気圧 

(2) 偏西風 

(3) 

地点 イ 

理由 

例 

台風は中心に向かって風がふきこみ，９時の時点で風

向が南であるから。 

問４ 

(1) ばねＡ ５cm ばねＢ ６cm 

(2) 

 

(3) ① ６cm ② ３cm ③ ３cm 

 

問１ (1) 調べたい条件を変え，それ以外は同じ条件で行う実験を，対照実験という。 

 (2) デンプンが分解されてなくなると，ヨウ素液は青紫色に変化しない。ペトリ皿Ｂで青紫色に変化しない部

分があったのは，その部分のデンプンを微生物が分解したためと考えられる。 

 (3) 菌類や細菌類は，有機物を二酸化炭素や水などの無機物に分解するので，分解者とよばれる。分解された

二酸化炭素は，植物などの生産者によって再び有機物につくりかえられる。 

問２ (1) 酸素は水にとけにくい無臭の気体で，空気中の体積の約 20％を占める。また，ものを燃やすはたらきが

ある。 

 (2) 化学反応式では，右辺と左辺で原子の種類と数を同じにする。Ｏに注目すると，左辺は２の倍数なので②

を２にするとＯは４個になる。次に①を２にすれば，右辺と左辺で原子の数がそろう。 

 (3) 発生した酸素はふたを開けると容器の外に出ていく。容器内の質量は，ふたを閉めた状態では実験前と同

じだが，ふたを開けると酸素が容器の外に出ていくため，その分質量が小さくなる。 

問３ (1) 台風に発達する前の低気圧を熱帯低気圧といい，熱帯低気圧は前線をともなわない。 

 (2) 日本の上空では西から東に向かって偏西風がふいているため，日本付近の天気が西から東へ変わる。 

 (3) 台風の風は，中心に向かって左回りにふきこんでいる。９時に注目すると，風向が南であることから台風

は北側に位置していると考えられる。したがって，観測地点は台風の進路より南側のイである。 
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問４ (1)･(2) 表より，ばねＡでは，0.25Ｎにつき 2.0cmのびているので，ばねの長さは 

7.0〔cm〕－2.0〔cm〕＝5.0〔cm〕 ばねＢでは，0.25Ｎにつき 1.0cmのびているので， 

ばねの長さは 7.0〔cm〕－1.0〔cm〕＝6.0〔cm〕 

 (3) 質量 75ｇの物体にはたらく重力は 0.75Ｎである。①のばねＡには 0.75Ｎの力がはたらくので，ばねＡ

ののびは 11.0〔cm〕－5.0〔cm〕＝6.0〔cm〕 ②は定滑車なので，滑車の重さは考えず， 

ばねＢには 0.75Ｎの力がはたらくので，ばねののびは 9.0〔cm〕－6.0〔cm〕＝3.0〔cm〕 

  ③は動滑車なので，ばねＢにはおもりと滑車の重さの
 １ 

２
の力がはたらいている。 

  よって，はたらく力の大きさは 0.75〔Ｎ〕×２÷２＝0.75〔Ｎ〕なので，ばねＢののびは３cmである。 
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【過去問 13】 

次の各問に答えなさい。 

（埼玉県 2015 年度） 

問１ 次のア～エは，連続する４日間の同じ時刻における日本付近の天気図です。ア～エを日付の早い順に並べ

かえなさい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

問２ 川の水のよごれの程度は，右の表のように４段階にわけられてい

ます。右の表中の「きれいな水」の手がかり(指標)となる水生生物と

して最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を

書きなさい。 

ア ヒメタニシ(タニシ類) イ アメリカザリガニ 

ウ カワニナ  エ サワガニ 

  

水 

の 

よ 

ご 

れ 

の 

程 

度 

きれいな水 

少しよごれた水 

(少しきたない水) 

よごれた水 

(きたない水) 

たいへんよごれた水 

(たいへんきたない水) 

問３ ヒトの血液の赤血球にふくまれている物質で，酸素が多いところでは酸素と結びつき，酸素が少ないとこ

ろでは酸素をはなす性質をもつ物質を何といいますか。その名称を書きなさい。 
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問４ 右の図の実験装置は，アンモニアの性質を調べる実

験を行うためのものです。アンモニアを集めた丸底フ

ラスコの中にスポイトで水を入れると，丸底フラスコ

の中にビーカーの水が噴き上がります。このように水

が噴き上がるのは，アンモニアのどのような性質によ

るものですか。次のア～エの中から一つ選び，その記号

を書きなさい。 

ア 強い刺激臭がある。 

イ 空気より軽い。 

ウ 水に溶けやすい。 

エ ものを燃やすはたらきがある。 

 

問５ 硫酸と水酸化バリウム水溶液の中和反応では，硫酸バリウムの白い沈殿と水ができます。このときにでき

る硫酸バリウムのように，酸の陰イオンとアルカリの陽イオンとが結びついてできる化合物を何といいます

か。その名称を書きなさい。 

問６ 右の図は，火力発電のしくみを模式的に表したも

のです。この図をもとに，火力発電におけるエネル

ギーの移り変わりについて，次の文章にまとめまし

た。文章中  ①  ～  ③  にあてはまる語として

最も適切なものを，下のア～オの中から一つずつ選

び，その記号を書きなさい。 

 

火力発電では，石油などの燃料を燃やし，それらがもっていた  ①  エネルギーを  ②  エネル

ギーに変えて高温の水蒸気をつくり，その水蒸気で発電機のタービンを回す。そして，タービンの  ③  

エネルギーを電気エネルギーに変えることによって発電している。 

ア 光 イ 熱 ウ 位置 エ 運動 オ 化学 

問７ 右の図は，真上から見たときの，光源装置か

ら出た光が鏡の面にあたって反射したようすを

示したものです。図中の矢印は，このときの光

の道すじを表しています。右の図における光の

反射角の大きさを求めなさい。 
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問１ →     →     → 

問２  

問３  

問４  

問５  

問６ ①  ②  ③  

問７   度 

 

問１ エ  →  ア  →  ウ  →  イ 

問２ エ 

問３ ヘモグロビン 

問４ ウ 

問５ 塩 

問６ ① オ ② イ ③ エ 

問７ 40 度 

 

問１ 日本上空には西から東に偏西風がふいているので，天気は西から東へ変わっていく。 

問２ 水生生物は，種類によってすむ環境が異なるので，その川にすむ水生生物を調べることで，水質の手がかり

とすることができる。「きれいな水」の手がかりになる水生生物はサワガニである。タニシ類はよごれた水，

アメリカザリガニはたいへんよごれた水，カワニナは少しよごれた水に生息している。 

問３ 酸素の受け渡しをするのは，赤血球にふくまれるヘモグロビンである。 

問４ アンモニアの，非常に水に溶けやすい性質を利用する。エは酸素の性質。 

問５ 中和反応において，酸の陰イオンとアルカリの陽イオンとが結びついてできる化合物を塩という。 

問６ 火力発電では，化石燃料を燃焼させることで化石燃料中の化学エネルギーを熱エネルギーに変えて水蒸気を

つくり，水蒸気によってタービンを回して運動エネルギーを電気エネルギーに変えている。 

問７ 反射角は，鏡の面と垂直に交わる線と入射した光がなす角をいう。90°－50°＝40° 
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【過去問 14】 

物体にはたらく力を調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，あとの問１～問３に答えなさ

い。ただし，ばねばかりは水平に置いたとき，針が示す値が０になるように調整してあり，糸ののび縮みと重さは

考えないものとする。 

（千葉県 2015 年度 後期） 

実験１ 図１のように，正方形の厚紙に２つの穴をあけ，それぞれの穴にばねばかりを取りつけ机の上

に水平に置いた。そのあと，それぞれのばねばかりを水平方向に全体が静止するまでゆっくり引

いた。 

図１ 

 

実験２ 図２のように，水平に置いた板の上にばねの一
いっ

端
たん

をくぎで固定し，ばねのもう一方の端
はし

とばね

ばかり１，２を糸でつないだ。なお，くぎと点Ｏを通る線を基準線とした。 

 次に，ばねばかり１，２をそれぞれ異なる向きに引きながら，糸の結び目を点Ｏに合わせたと

ころ，図３のようになった。このときのばねばかり１，２が示す値と，ばねばかり１，２に取りつ

けた糸と基準線との間の角度ａ，ｂを調べた。 

図４は，ａ＝45°,ｂ＝90°のときのようすを示している。 

図２ 

 

図３ 

 

図４ 
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問１ 実験１において，全体が静止したときの厚紙とばねばかりの向きとして最も適当なものを，次のア～エの

うちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 

 

イ 

 

ウ 

 

エ 

 

問２ 実験２において，ばねばかり１，２がそれぞれ糸の結び目を引く力の大きさｆ1，ｆ2のとき，糸と基準線

との間の角度ａ，ｂは，下の図のようになった。このとき，ばねばかり１，２が糸の結び目を引く力の合力

を，解答欄の図中に矢印でかきなさい。ただし，作図に用いた線は残しておくこと。 

また，ばねが結び目を引く力の大きさは何Ｎか，書きなさい。ただし，下の図の方眼１目もりは 0.2Ｎの

力の大きさを表すものとする。 

 

問３ 実験２の図４で，ばねが結び目を引く力をＦ，ばねばかり１が結び目を引く力をＦ1，ばねばかり２が結

び目を引く力をＦ2としたとき,Ｆ,Ｆ1,Ｆ2の大きさの関係として最も適当なものを，次のア～エのうちから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア Ｆ1 ＜ Ｆ2 ＜ Ｆ 

イ Ｆ2 ＜ Ｆ，Ｆ＝Ｆ1 

ウ Ｆ1 ＞ Ｆ，Ｆ＝Ｆ2 

エ Ｆ2 ＜ Ｆ1 ＜ Ｆ 
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問１  

問２ 

 

  Ｎ 

問３  

 

問１ ア 

問２ 

 

2.0 Ｎ 

問３ ウ 

 

問１ ２つの力がつり合う条件は，２つの力の大きさが等しく，２つの力の向きが反対であり，２つの力が一直線

上にあることである。 

問２ ｆ1とｆ2を二辺とする平行四辺形をかき，その対角線の長さが合力となる。 

問３ ばねが結び目を引く力Ｆは，Ｆ1とＦ2の合力Ｆ′と基準線上でつり合っている。よって，Ｆ′を 45°と 90°の

２方向に分解すると，Ｆ′の大きさにかかわらず，基準線より上の部分は，Ｆ1を斜辺とし，二辺をＦ′とする直

角二等辺三角形になるので，Ｆ1＞Ｆ′となる。また，基準線より下の部分は，Ｆ′とＦ2 を二辺とする直角二等

辺三角形になるので，Ｆ′＝Ｆ2 
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【過去問 15】 

金属球の運動について調べるため，次の実験を行いました。これに関して，あとの問１～問４に答えなさい。

ただし，レールの斜面と水平面はなめらかにつながっていて，金属球とレールの間の摩
ま

擦
さつ

および空気による抵抗は

ないものとする。 

（千葉県 2015 年度 前期） 

実験 図１のように，大きさと質量が等しい金属球Ａ，Ｂを，それぞれレール１，レール２のスタートの位

置に置き，同時に金属球Ａ，Ｂから静かに手を離したところ，金属球Ａ，Ｂは斜面を下りはじめた。

この運動を， 0.1秒間隔で発光するストロボスコープを用いて記録した。 

 なお，図１の１～16 は 0.1 秒ごとの金属球Ａの位置を，ａ～ｍは 0.1 秒ごとの金属球Ｂの位置

を表している。 

図１ 

 

 

問１ 金属球Ａが８から 13の間を運動しているときの，金属球Ａの平均の速さは何 cm/ｓか，書きなさい。 

問２ 金属球Ｂがもつ位置エネルギーが最小になる位置はどこか。図１のａ～ｍのうちから，あてはまる位置を

すべて選び，その符号を書きなさい。 
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問３ 金属球Ａと金属球Ｂは，どちらが先にゴールの位置に到着したか，書きなさい。また，その金属球がスタ

ートしてからゴールするまでの，時間と力学的エネルギーの関係を示したグラフとして最も適当なものを，

次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

問４ 図２，３は，実験における金属球Ａ，Ｂの高さと金属球Ａ，Ｂがもつ位置エネルギーの関係を，それぞれ

表したグラフである。金属球Ａ，Ｂが，それぞれ，図１の 16 とｍの位置に達したとき，金属球Ｂがもつ運

動エネルギーは金属球Ａがもつ運動エネルギーの何倍か，書きなさい。ただし，はじめに金属球Ａ，Ｂがも

っていた位置エネルギーをそれぞれ４とした。 

図２ 図３ 

  

 

問１   cm/ｓ 

問２  

問３ 金属球  グラフ  

問４   倍 
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問１ 140 cm/ｓ 

問２ ｈ，ｉ，ｊ，ｋ 

問３ 金属球 Ｂ グラフ ア 

問４ 1.5 倍 

 

問１ ８から 13の間の時間は，0.1〔s〕×５＝0.5〔s〕 0.5秒間で 70cm進んでいるので，平均の速さは，70〔cm〕

÷0.5〔s〕＝140〔cm/s〕 

問２ 金属球Ｂが最も低い位置にあるとき，位置エネルギーは最小になる。 

問３ いずれも 0.1 秒間隔で発光するストロボで記録しているので，記録の個数が少ない金属球Ｂが先にゴールす

る。金属球とレールの間の摩擦がないので，力学的エネルギーは保存され，常に一定となる。 

問４ 金属球Ａがもつ位置エネルギーは４である。16 の位置の高さは 10cm で，そのときの位置エネルギーは２な

ので，運動エネルギーは４－２＝２となる｡ｍの位置の高さは５cmで，そのときの位置エネルギーは１なので，

運動エネルギーは４－１＝３となるから，金属球Ｂがもつ運動エネルギーは，金属球Ａがもつ運動エネルギー

の，３÷２＝1.5〔倍〕  
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【過去問 16】 

滑車を用いて，仕事とエネルギーの関係と物体の運動を調べる実験について，次の各問に答えよ。ただし，実

験に使用する滑車と糸の質量や摩擦は考えないものとする。 

（東京都 2015 年度） 

＜実験１＞を行ったところ，＜結果１＞のようになった。 

＜実験１＞ 

(1) 質量 500ｇのおもり，滑車，糸，ばねばかりを用意した。 

(2) ばねばかりをスタンドに固定し，目盛りを０に合わせた。 

(3) 図１のように，おもりとばねばかりを糸でつないだ。おもりをつるして静止させ，ばねばかりの目盛りを読

んだ。 

(4) 図２のように，スタンドに固定した滑車を定滑車とし，定滑車に糸を通して，おもりとばねばかりをつない

だ。ばねばかりを押さえ，おもりを静止させ，ばねばかりの目盛りを読んだ。 

(5) 図３のように，一端をスタンドに結び付けた糸を，おもりを付けた滑車に通して，動滑車とし，他端を定滑

車に通して，ばねばかりに結び付けた。ばねばかりを押さえ，おもりと動滑車を静止させ，ばねばかりの目盛

りを読んだ。 

図１ 

 

図２ 

 

図３ 

 

＜結果１＞ 

 ＜実験１＞の(3) ＜実験１＞の(4) ＜実験１＞の(5) 

ばねばかりの目盛り ５Ｎ ５Ｎ 2.5Ｎ 

問１ 図３の動滑車に働く力を，矢印で表したものとして適切なのは，次のうちではどれか。ただし，  は作用

点を表している。 

ア イ ウ エ 
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次に，＜実験２＞を行ったところ，＜結果２＞のようになった。 

＜実験２＞ 

(1) 質量１kgの力学台車と，＜実験１＞で用いたおもりと滑車と糸を用意した。 

(2) 図４のように，一端をスタンドに結び付けた糸を，動滑車と２個の定滑車に通し，他端を水平な床の上に置

いた力学台車に結び付けた。 

(3) 動滑車におもりを付けた。 

(4) 糸を張った状態で，図４の  の向きに力を加え

て力学台車を動かし，おもりが床から 30cmの高さに

なったところで，静止させた。 

(5) 手を離したところ，おもりと力学台車は同時に動

き出した。 

(6) おもりと力学台車の動きを発光時間間隔 0.1 秒の

ストロボ写真で記録した。 

図４ 

 

(7) 図５，図６は，記録したストロボ写真を模式的に表したものである。おもりと力学台車が動き出してから 0.1

秒ごとの区間に，順に①から⑤までの番号を付け，各区間のおもりと力学台車の移動距離をそれぞれ測定した。 

図５ 

 

図６ 

 

＜結果２＞ 

区間番号 ① ② ③ ④ ⑤ 

時間〔ｓ〕 0～0.1 0.1～0.2 0.2～0.3 0.3～0.4 0.4～0.5 

おもりの移動距離〔cm〕 0.54 1.6 2.7 3.8 4.9 

力学台車の移動距離〔cm〕 1.1 3.3 5.4 7.6 9.8 
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問２ おもりを 30cm持ち上げるために必要な仕事の大きさと，おもりが落下し始めてから床に達するまでの間，

おもりと力学台車がもつエネルギーの移り変わりの様子を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア

～エのうちではどれか。 

 
おもりを 30cm 持ち上げるた

めに必要な仕事の大きさ 
おもりと力学台車がもつエネルギーの移り変わりの様子 

ア 1.5Ｊ 
力学台車がもつ位置エネルギーが，おもりと力学台車の運動

エネルギーになった。 

イ 1.5Ｊ 
おもりがもつ位置エネルギーが，おもりと力学台車の運動エ

ネルギーになった。 

ウ 15000Ｊ 
力学台車がもつ位置エネルギーが，おもりと力学台車の運動

エネルギーになった。 

エ 15000Ｊ 
おもりがもつ位置エネルギーが，おもりと力学台車の運動エ

ネルギーになった。 

問３ ＜結果２＞から，各区間のおもりの平均の速さを求め，解答用紙の方眼を入れた図に，各区間の中央の時

間に・を用いて記入し，時間と速さの関係のグラフをかけ。 

 また，動き出してから 0.5秒後の力学台車の速さは，おもりの速さの何倍か書け。 

 

問１  

問２  

問３ 

 

力学台車の速さ  倍 
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問１ ウ 

問２ イ 

問３ 

 

力学台車の速さ ２ 倍 

 

問１ 動滑車では，かかっているひもの本数で動滑車全体に働く重力を分ける。質量 500ｇのおもりに働く重力は５

Ｎで，これを２本のひもで引っ張るので，ひも１本あたり，5.0〔Ｎ〕÷２＝2.5〔Ｎ〕の力が働く。 

問２ おもりに働く重力は５Ｎで，おもりを持ち上げた高さが 30cm＝0.3ｍより，仕事の大きさは５〔Ｎ〕×0.3〔ｍ〕

＝1.5〔Ｊ〕 また，おもりが落下することで力学台車が動き出すので，おもりがもつ位置エネルギーがおも

りと力学台車の運動エネルギーに変わったと考えられる。 

問３ 各区間はすべて 0.1秒間あたりなので，＜結果２＞より，それぞれの平均の速さは， 

① 
0.54〔cm〕

0.1 〔ｓ〕
 ＝5.4〔cm/ｓ〕 ② 

1.6〔cm〕

0.1〔ｓ〕
 ＝16.0〔cm/ｓ〕 ③ 

2.7〔cm〕

0.1〔ｓ〕
 ＝27.0〔cm/ｓ〕 

④ 
3.8〔cm〕

0.1〔ｓ〕
 ＝38.0〔cm/ｓ〕 ⑤ 

4.9〔cm〕

0.1〔ｓ〕
 ＝49.0〔cm/ｓ〕 

 したがって，各区間の中央の時間（①0.05秒，②0.15秒，③0.25秒，④0.35秒，⑤0.45秒）にそれぞれの

速さを・で表し，直線になるように結ぶ。また，＜結果２＞では，力学台車の移動距離はおもりの移動距離

の約２倍になっている。したがって，力学台車の速さもおもりの速さの２倍となる。 
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【過去問 17】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2015 年度） 

問１ 火力発電所における電気エネルギーを得るためのエネルギーの移り変わりを示したものとして最も適す

るものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 化学エネルギー → 光エネルギー → 運動エネルギー → 電気エネルギー 

２ 化学エネルギー → 熱エネルギー → 光エネルギー → 電気エネルギー 

３ 化学エネルギー → 運動エネルギー → 熱エネルギー → 電気エネルギー 

４ 化学エネルギー → 熱エネルギー → 運動エネルギー → 電気エネルギー 

問２ 図のように，２つの台車Ａ，Ｂの進行方向前面にばねをそれぞれ取りつけ，ばねの縮みから衝突時の力の

大きさを測定できるようにした。水平面上で，質量１kgの台車Ａを速さ１ｍ/ｓで，質量２kgの台車Ｂを速

さ２ｍ/ｓで，それぞれ運動させて正面衝突させた。ばねにはたらく力の大きさに比例してばねが縮むとす

ると，衝突したときのそれぞれの台車のばねの縮みを説明したものとして最も適するものを，あとの１～５

の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

 

１ 台車Ａのばねが台車Ｂのばねより２倍縮む。 

２ 台車Ａのばねが台車Ｂのばねより４倍縮む。 

３ 台車Ｂのばねが台車Ａのばねより２倍縮む。 

４ 台車Ｂのばねが台車Ａのばねより４倍縮む。 

５ 台車Ａと台車Ｂのばねの縮みは同じである。 
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問３ 図のように，同じ形で同じ体積の，材質が異なる物体Ａ，Ｂを水そうの水の中に入れ，静かに手を離した

ところ，物体Ａは水に浮いて静止し，物体Ｂは水そうの底まで沈んで静止した。物体Ａ，Ｂにはたらく重力

の大きさをそれぞれ重力Ａ，重力Ｂとし，図の状態で物体Ａ，Ｂにはたらく浮力の大きさをそれぞれ浮力Ａ，

浮力Ｂとする。これらの大きさの関係を，不等号（＜）や等号（＝）で示したものとして最も適するものを

あとの１～６の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

 

１ 重力Ａ＝浮力Ａ＜浮力Ｂ＝重力Ｂ ２ 重力Ａ＜浮力Ａ＝浮力Ｂ＜重力Ｂ 

３ 重力Ａ＝浮力Ａ＜浮力Ｂ＜重力Ｂ ４ 重力Ａ＜浮力Ａ＜浮力Ｂ＜重力Ｂ 

５ 重力Ａ＝浮力Ａ＝浮力Ｂ＜重力Ｂ ６ 重力Ａ＜浮力Ａ＜浮力Ｂ＝重力Ｂ 

問４ 焦点距離がわからない凸レンズがある。図のように，高さａ〔cm〕の光源とスクリーンの間にこの凸レン

ズを置き，光源から凸レンズまでの距離と凸レンズからスクリーンまでの距離を変化させ，スクリーンにう

つる光源の像の高さを測定した。スクリーンにはっきりとうつった光源の像の高さが２ａ〔cm〕であったと

き，光源から凸レンズまでの距離が 15cmであった。この凸レンズの焦点距離は何 cmと考えられるか。その

値を書きなさい。 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４   cm 
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問１ ４ 

問２ ５ 

問３ ３ 

問４ 10 cm 

 

問１ 火力発電所では，化石燃料を燃焼させることで化石燃料中の化学エネルギーを熱エネルギーに変えて高温の

水蒸気をつくる。その水蒸気によって発電機のタービンを回し，運動エネルギーを電気エネルギーに変えてい

る。 

問２ 作用・反作用の法則より，２つのばねには同じ大きさの力がはたらく。 

問３ 物体Ａは水に浮いて静止しているので，物体Ａにはたらく重力と浮力はつり合っている(重力Ａ＝浮力Ａ)。

物体Ｂは水中に沈んでいるので，物体Ｂにはたらく重力は浮力より大きい(浮力Ｂ＜重力Ｂ)。また，物体Ａは

一部が水中から出ているので，物体Ｂより水中にある体積が少ない。よって，物体Ｂの浮力の方が大きい(浮

力Ａ＜浮力Ｂ)。 

問４ 高さａ〔cm〕の光源を凸レンズから 15cmの距離に置いたとき，２ａ〔cm〕の高さの像ができたので，このと

きの凸レンズからスクリーンまでの距離を x〔cm〕とすると，ａ：２ａ＝15：x より， 

x＝30〔cm〕となる。次に，凸レンズの焦点距離 y〔cm〕と，焦点からスクリーンまでの距離(30−y)〔cm〕との

相似を考えると，ａ：２ａ＝y：(30−y)より，y＝10〔cm〕 
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【過去問 18】 

電流が磁界から受ける力を調べるために，次のような実験を行った。これらの実験とその結果について，あと

の各問いに答えなさい。ただし，抵抗器を除くすべての部品の電気抵抗，金属レールとアルミニウム製のパイプ（以

下，パイプと呼ぶ）との間の摩擦は考えないものとし，電流が磁界から受ける力は金属レールと平行な方向にかか

るものとする。 

（神奈川県 2015 年度） 

〔実験１〕図１のように，平らな木の板の上に２本の金属レールを平行に置き，その間にＵ字型磁石を置いた。

金属レールの上にパイプをのせ，金属レールと直流の電源装置，スイッチ，抵抗器を導線でつないで回路

とし，水平な台の上に置いた。スイッチを入れると回路に電流が流れ，パイプがＢ側に動いた。 

図１ 

 

〔実験２〕図２のように，図１の金属レールをＢ側が高

くなるよう木片を用いて傾けた。スイッチを入

れて電源装置を調整し，電圧をある大きさにし

たときにパイプが金属レール上で静止した。 

図２ 

 

問１ 〔実験１〕において，回路中の抵抗器と同じものを３つ用いて，次のあ～えのようにつなぎ，電源装置の

電圧を変えずにもとの抵抗器とそれぞれ置きかえたとき，パイプが磁界から受ける力が抵抗器を置きかえる

前より大きくなると考えられる抵抗器のつなぎ方はどれか。その組み合わせとして最も適するものをあとの

１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

あ い う え 

 

 

  

１ あ，う ２ あ，え ３ い，う ４ い，え 

問２ 〔実験２〕において，パイプが金属レール上で静止するときにパイプ

が磁界から受ける力の大きさを，文字を使った式で書きなさい。ただし，

パイプにはたらく重力の大きさはＷ〔Ｎ〕，図２の金属レールの傾きと

同じ角度をもつ直角三角形の三辺の長さの比は図３のａ，ｂ，ｃとする。 

図３ 
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問３ 〔実験２〕において，金属レールの傾きを，図４

のように同じ角度でＡ側が高くなるように変えた。

この角度で傾いた金属レール上を，磁界から受ける

力によってパイプがＡ側に動くようにするには，〔実

験２〕の何をどのように変えればよいか。実験２の

という語句に続けて，全体で 35字以内の一文で書き 

図４ 

 

なさい。なお，文末は句点（。）で終わり，全体の字数に入れること。 

ただし，Ｕ字型磁石やパイプ，抵抗器，金属レールは〔実験２〕と同じものを同じ数だけ用い，導線のつ

なぎ方，電流の向きは〔実験２〕と変えないものとする。 

 

問１  

問２   Ｎ 

問３ 

          

          

          

          

 

問１ ２ 

問２ 
 ｂ 

ｃ
Ｗ Ｎ 

問３ 

実 験 ２ の Ｕ 字 型 磁 石 の 

極 の 位 置 を 逆 に し ， 電 

圧 の 大 き さ を 大 き く す 

る 。         

 

問１ 抵抗器を並列につなぐと，抵抗は〔実験１〕の抵抗器が１つのときより小さくなるので，回路に流れる電流

は大きくなり，パイプが磁界から受ける力も大きくなる。 

問２ 重力Ｗを斜面に平行な方向と垂直な方向に分解する。パイプが磁界から受ける力の大きさは，パイプが静止

していることより，分解された斜面に平行な力であるので，
 ｂ 

ｃ
 Ｗ〔Ｎ〕 

問３ 反対向きに力がはたらくようにする。電流の向きは同じなので，Ｕ字型磁石の極を逆にすればよい。また，

パイプがＡ側の斜面に動くようにするには，電圧を大きくして，大きな力が生じるようにする。 
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【過去問 19】 

ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を調べるために，次の実験１～３を行った。この実験に関して，下

の問１，問２に答えなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力を１Ｎとし，物体Ａのフックの質量と体積

は無視できるものとする。 

（新潟県 2015 年度） 

実験１ ばねを引く力の大きさを変えて，ばねののびを測定した。図１は，その結果をグラフに表したも

のである。 

実験２ 図２のような，１辺 2.0cmの立方体にフックをつけた質量 63ｇの物体Ａを，図３のように，実験

１で用いたばねにつるした。 

実験３ 図４のように，物体Ａを台ばかりの台に置き，実験１，２で用いたばねを取り付けて上向きに引

き，台ばかりの目盛りが 42ｇになったところで静止させた。 

図１ 図２ 図３ 図４ 

    

問１ 実験２について，次の①～③の問いに答えなさい。 

① 物体Ａの密度は何ｇ/cm3か。小数第２位を四捨五入して求めなさい。 

② 物体Ａがばねを引く力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

③ ばねののびは何 cmか，求めなさい。 

問２ 実験３について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① 物体Ａにはたらく垂直抗力を表した矢印として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号

を書きなさい。ただし，● は物体Ａにはたらく力の作用点を表している。 

ア イ ウ エ 
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② ばねののびは何 cmか，求めなさい。 

 

問１ 

①   ｇ/cm3 

②   Ｎ 

③   cm 

問２ 
①   

②   cm 

 

問１ 

① 7.9 ｇ/cm3 

② 0.63 Ｎ 

③ 4.2 cm 

問２ 
① ウ 

② 1.4 cm 

 

問１ ① 物体Ａの体積は２〔cm〕×２〔cm〕×２〔cm〕＝８〔cm3〕なので，求める密度は，
 63〔ｇ〕

 ８〔cm3〕
＝7.875〔ｇ

/cm3〕 

② 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさは１Ｎなので，質量 63ｇの物体には 0.63Ｎの重力がはたらく。 

③ グラフから，0.3Ｎの力で２cmのびる。ばねののびを x ㎝とすると，0.3〔Ｎ〕：２〔cm〕＝0.63〔Ｎ〕:x〔cm〕

より，x＝4.2〔cm〕 

問２ ① 垂直抗力は重力とつり合う力で，接する面が作用点になる。 

 ② ばねが引く力は 0.63〔Ｎ〕－0.42〔Ｎ〕＝0.21〔Ｎ〕 問１③と同様に，ばねののびを x ㎝とすると，0.3

〔Ｎ〕:２〔cm〕＝0.21〔Ｎ〕：x〔cm〕より，x＝1.4〔cm〕 
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【過去問 20】 

図１のように，ばねにつるす１個 20ｇのおもりを１個，２個と８個まで増やし

ていき，つるしたおもりの質量とばねののびの関係について調べた。下の表は，実

験の結果の一部を表したものである。ばねの質量は考えないものとして，あとの問

いに答えなさい。 

（富山県 2015 年度） 

表 

図１ 

 

 つるしたおもりの質量〔ｇ〕 ０ 20 40 60 80 100 … 160 

 ばねののび〔cm〕 ０ 1.2 2.4 3.6 4.8 6.0 … 9.6 

問１ 図１において，ばねがおもりを引く力とおもりにはたらく重力の２力はつりあっている。次の文は，１つの

物体にはたらく２力のつり合いの条件である。文中の     にあてはまることばを書きなさい。 

・２力が     上にあり，向きが反対である。 

・２力の大きさが等しい。 

問２ 図１のばねに 20ｇのおもり６個と 10ｇのおもり１個をつるしたとき，ばねののびは何 cmか，表から考え

て求めなさい。 

問３ 図２のように，水平な机の上にある台ばかりに 80ｇの物体をのせ，図１の

ばねをとりつけて，上端を手で真上に 3.0cm引きのばした。このとき，台ば

かりは何ｇを示すか，答えなさい。 

図２ 
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問４ 図３のように，点Ｏで結んだ３本の軽い糸の１本に，ある物体を

つるし，他の２本に図１のばねと同じばねをつなぎ，それぞればね

Ａ，ばねＢとして，２方向に引いた。図３に示した矢印は，ばねＡ

につないだ糸が点Ｏを引く力を表したものである。 

 次に，ばねＡの引く向きを変えないようにして，ばねＡとばねＢ

を，引く力を調節しながら，ばねＢの引く向きを変え，図４の状態

にした。ただし，図３，図４のばねＡ，ばねＢの長さは，実際の変

化のようすを表したものではない。 

図３ 

 

① 図３のとき，ばねＡ，ばねＢそれぞれにつないだ糸が点Ｏを引く

力の合力を，力の矢印（ ）を使って点Ｏからかきなさい。 

② 図４のときのばねＡ，ばねＢののびは，図３のときと比べて，ど

のようになったか。次のア～ウの中からそれぞれ１つずつ選び，記

号で答えなさい。 

ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変わらない 

図４ 

 

 

問１  

問２   cm 

問３   ｇ 

問４ 
① 

 

② ばねＡ  ばねＢ  
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問１ 一直線 

問２ 7.8 cm 

問３ 30 ｇ 

問４ 
① 

 

② ばねＡ ア ばねＢ イ 

 

問１ つり合いの条件は，２力が一直線上にあること，向きが反対であること，大きさが等しいことである。 

問２ おもりの合計は 130ｇで，おもり 20ｇで 1.2cmのびるので，ばねののびを xcmとすると， 

20〔ｇ〕：1.2〔cm〕＝130〔ｇ〕：x〔cm〕より，x＝7.8〔cm〕 

問３ ばねが３cmのびたので，おもりの重さを xｇとすると，20〔ｇ〕：1.2〔cm〕＝x〔ｇ〕：3.0〔cm〕 より，x＝

50〔ｇ〕 したがって，80〔ｇ〕－50〔ｇ〕＝30〔ｇ〕 

問４ ① 物体と点Ｏの延長線を対角線とし，ばねＡ，Ｂを２辺とする平行四辺形をかけばよい。 

 ② 物体にはたらく重力の大きさ(＝対角線の長さ)は変わらないので，対角線とばねＢとの角度が大きくなれ

ば，ばねＡの力は大きくなり，ばねＢの力は小さくなる。 
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【過去問 21】 

物体の運動を調べるために，図１のような装置を使って実験を行った。これをもとに，以下の各問に答えなさ

い。ただし，糸やテープの質量，空気の抵抗や
ま

摩
さつ

擦は考えないものとする。 

（石川県 2015 年度） 

［実験］ 図１のように，水平な机の上で台車におもりのついた糸をつけ，その糸を滑車にかけた。台車を支えて

いた手を静かに離すと，おもりが台車を引きはじめ，台車はまっすぐ進む運動を行った。１秒間に 60 回

打点する記録タイマーで，手を離してからの台車の運動をテープに記録し，それを６打点ごとに切り，そ

れぞれのテープを順にａ，ｂ，ｃ，…として長さをはかったところ，表のような結果が得られた。 

図１ 

 

問１ テープｇ～ｊを記録している間の台車の運動を何というか，書

きなさい。 

  

テープ テープの長さ〔cm〕 

ａ 1.5 

ｂ 4.5 

ｃ 7.5 

ｄ 10.5 

ｅ 13.5 

ｆ 16.5 

ｇ 18.0 

ｈ 18.0 

ｉ 18.0 

ｊ 18.0 

問２ 手を離してから 0.2秒までの台車の平均の速さを求めなさい。 

問３ 手を離したとき，おもりは床から何 cmの高さにあったか，次のア～オから最も適切なものを１つ選び，

その符号を書きなさい。 

ア 1.5cm イ 18cm ウ 37.5cm エ 54cm オ 72cm 

問４ テープａ～ｊを記録している間，台車にはたらいている力のうち運動の向きにはたらいている力の大き

さと，時間の関係を表すグラフはどれか，次のア～オから１つ選び，その符号を書きなさい。また，そのよ

うなグラフになる理由を書きなさい。 

ア イ ウ エ オ 
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問５ 図２のように，机の右側を少しだけ高くして

同様の実験を行ったところ，台車はおもりに引か

れてまっすぐ進む運動を行い，車止めにぶつかっ

た。台車が動きはじめてから車止めにぶつかる前

までの台車の運動のようすは，図１のときの運動

と比べてどのように変わったか，違いが生じた原

因を含めて書きなさい。 

図２ 

 

 

問１   

問２   

問３   

問４ 

符号   

理由  

問５  

 

問１ 等速直線運動 

問２ 30cm/秒 

問３ エ 

問４ 

符号 イ 

理由 

おもりが床につくまでは，おもりによって運動の向きに一定の大

きさの力がはたらいているが，おもりが床についた後は，その力

がはたらかなくなるから。 

問５ 

台車にはたらく重力の斜面に平行な分力が生じたため，おもりが床につ

くまでは台車の速さの増え方が小さくなり，おもりが床についた後は台

車の速さがだんだん遅くなった。 

 

問１ テープｇ～ｊの間はテープの長さが同じなので，等速直線運動をしている。 

問２ １秒間に 60回打点したテープを６打点ごとに切ったのでテープ１枚は１〔秒〕÷60〔打点〕×６〔打点〕＝

0.1〔秒〕 0.2秒まではテープａとテープｂの合計となるので移動した距離は 1.5〔cm〕＋4.5〔cm〕＝6.0〔cm〕 

  よって，平均の速さは，
 6.0〔cm〕

 0.02〔秒〕
＝30〔cm/秒〕 
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問３ おもりが落下しているのは，テープａからテープｆまでの間となる。 

1.5〔cm〕＋4.5〔cm〕＋7.5〔cm〕＋10.5〔cm〕＋13.5〔cm〕＋16.5〔cm〕＝54〔cm〕 

問４ ａ〜ｆは速さが一定の割合で増えているので，一定の力がはたらいている運動。ｇ〜ｊは速さが一定なので，

力がはたらいていない運動である。 

問５ 台車の運動の向きとは反対向きの力がはたらく。したがって，台車の速さの増え方は，机が水平のときより

小さくなる。また，おもりが床についたあとは，台車の運動とは逆向きの力がはたらくため，速さはだんだん

遅くなる。 
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【過去問 22】 

科学部の太郎さんは，エネルギーの変換によって電気エネルギーを得る方法について，下の表のようにまとめ

た。これについて，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2015 年度） 

問１ Ⅰの発電機は，コイルの中の磁界が

変化すると，コイルに電流を流そうと

する電圧が生じる現象を利用したも

のである。この現象を何というか，書

きなさい。 

   

 エネルギーの変換 装置 

Ⅰ 運動エネルギー → 電気エネルギー 発電機 

Ⅱ  光 エネルギー → 電気エネルギー 光電池 

Ⅲ 化学エネルギー → 電気エネルギー 化学電池 

   

問２ Ⅱについて，太陽の光エネルギーは，使い続けてもなくならず，いつまでも利用できることから，再生可

能エネルギーと呼ばれている。再生可能エネルギーを利用した発電方法を，次のア～エからすべて選び，そ

の符号を書きなさい。 

ア 火力発電 イ 原子力発電 ウ 地熱発電 エ 風力発電 

問３ Ⅲについて，図１のように，化学電池をつくり電圧計につ

ないだところ，電圧計の針が右にふれた。次の(1)，(2)に答

えなさい。 

(1) 下の文は，太郎さんがこの実験について書いたものであ

る。文中の①と②に当てはまる語句の組み合わせを，次のア

～エから１つ選び，その符号を書きなさい。 

図１ 

 

電圧計の針が右にふれたことから，電流が流れたことがわかる。このとき，電子は図のａ，ｂのうち

（ ① ）の向きに移動しており，銅板では（    ②    ）。 

ア ① ａ ② 銅がとけ出す イ ① ａ ② 水素が発生する 

ウ ① ｂ ② 銅がとけ出す エ ① ｂ ② 水素が発生する 

(2) 亜鉛原子を ，亜鉛イオンを ，塩素原子を ，塩化物イオンを ，電子を  のモデルで表したと

き，亜鉛板の表面で起こる化学変化について模式的に表すとどうなるか，次のア～エから適切なものを１つ

選び，その符号を書きなさい。また，この化学変化で亜鉛板の表面に生成される物質の化学式またはイオン

式を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  
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問４ 図２は従来の火力発電所とコージェネレーションシステムについて，図３は白熱電球とＬＥＤ電球につ

いて，エネルギーの移り変わりを模式的に示したものである。なお，矢印の太さはエネルギーの大きさの割

合を表す。これらをもとに，従来の技術と比較して，新しい技術であるコージェネレーションシステムとＬ

ＥＤ電球が優れている点を，熱エネルギーに着目してそれぞれ書きなさい。 

図２ 図３ 

  
 

問１  

問２  

問３ 

(1)   

(2) 
符号   

化学式またはイオン式   

問４  

 

問１ 電磁誘導 

問２ ウ，エ 

問３ 

(1) エ 

(2) 
符号 ア 

化学式またはイオン式 Ｚｎ２＋ 

問４ 

コージェネレーションシステムは，従来使われなかった熱エネルギーの一部を有効利

用しており，ＬＥＤ電球は，余分な熱エネルギーを出さないようにしてエネルギーの

変換効率を上げている点。 

 

問１ 磁界が変化すると，電流を流そうとする電圧が生じる。この現象を電磁誘導といい，流れる電流を誘導電流

という。 

問２ 再生可能エネルギーには，地熱，風力，波力などがある。 

問３ (1) 電子は－極から＋極に向かって移動する。亜鉛板は塩酸中にとけ出し，生じた電子は銅板に流れ，水中の

水素イオンに受け渡されて水素が発生する。 

 (2) (1)のように亜鉛板は塩酸に溶けだし，亜鉛イオンとなる。亜鉛イオンはＺｎ２＋である。 

問４ コージェネレーションシステムは，発電装置から出た熱を再び利用して電気エネルギーへの変換効率を高め

たもの。ＬＥＤ電球は，白熱電球では熱として放出されていた電気エネルギーを減らし，光エネルギーへの変

換効率を高めたもので，ともにエネルギーの変換効率を高めたものである。 
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【過去問 23】 

物体の運動のようすとエネルギーの移り変わりを調べるために，次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2015 年度） 

〔実験１〕 図１のように，平面と曲面をなめらかにつ

ないだ装置を作った。図２はその装置の断面

図であり，各面の端をそれぞれＡ～Ｆで表し

た。ＤＥは曲面で，他はすべて平面である。Ａ

ＢはＢＣよりも傾きが急で，ＣＤは水平であ

り，ＥＦは水平面と垂直に設置してある。Ａ，

Ｂ，Ｅ，Ｆの水平面ＣＤからの高さはそれぞれ

1.5ｍ，0.75ｍ，0.25ｍ，0.5ｍである。 

図１ 

 

はじめに，手で小球を水平面ＣＤと同じ高さ

から，真上にＡと同じ高さまで，３秒間かけて

一定の速さで持ち上げた。次に小球をＡに置

き，手をはなすと，小球はＡからＢＣＤＥＦを

通過してＦから真上に飛び出した。 

なお，この小球にはたらく重力の大きさは

0.5Ｎであり，ＡからＦまで運動する間，小球

は面から離れず，小球にはたらく摩擦や空気

の抵抗は無視できるものとする。 

図２ 

 

〔実験２〕 図３のように，貯水槽にためた水を流し，

水力発電機を使って発電した。貯水槽からは

１分間に 720Ｌの水が流れ落ちている。水力発

電機から貯水槽までの高さは５ｍである。こ

のとき，水力発電機に電熱線を接続したとこ

ろ，電熱線に加わる電圧は 100Ｖで一定であっ

た。なお，１Ｌの水にはたらく重力の大きさは

10Ｎとする。 

図３ 

 

問１ 実験１で，小球を手で持ち上げているとき，手は小球に力を加えると同時に，小球から同じ大きさで逆向

きの力を受ける。これを何の法則というか。その法則名を書け。 

問２ 実験１で，小球をＡと同じ高さまで持ち上げたときの仕事率は何Ｗか。 
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問３ 実験１で，ＡＢ，ＢＣ，ＣＤの各区間の途中の点で，小球にはたらく合力の大きさを比較する。次のア～

ウを大きい順に書け。 

ア ＡＢ間の途中の点で小球にはたらく合力の大きさ 

イ ＢＣ間の途中の点で小球にはたらく合力の大きさ 

ウ ＣＤ間の途中の点で小球にはたらく合力の大きさ 

問４ 実験１で，点Ａ，点Ｂ，点Ｃ，点Ｅ，点Ｆでの小球の速さをそれぞれａ，ｂ，ｃ，ｅ，ｆとする。ａ，ｂ，

ｃ，ｅ，ｆを大きい順に書け。 

問５ 実験２で，電熱線の消費電力は 360Ｗであった。電熱線に流れていた電流は何Ａか。 

問６ 実験２で，１分間に水力発電機が発電した電気エネルギーは 21600Ｊであった。このとき，水力発電機が

発電した電気エネルギーは，重力が水にした仕事に対して，何％か。 

 

問１   の法則 

問２   Ｗ 

問３ ＞     ＞ 

問４ ＞     ＞     ＞     ＞ 

問５   Ａ 

問６   ％ 

 

問１ 作用・反作用  の法則 

問２ 0.25 Ｗ 

問３ ア  ＞  イ ＞  ウ 

問４ ｃ ＞ ｅ ＞ ｆ ＞ ｂ ＞ ａ 

問５ 3.6 Ａ 

問６ 60 ％ 

 

問１ 一方の物体に力を加えたとき，力を加えたほうの物体も，同じ大きさで向きが逆向きの力を受ける。これを，

作用・反作用の法則という。 

問２ 0.5Ｎの小球を 1.5ｍの高さまで３秒間で持ち上げるので，
 0.5〔Ｎ〕✕1.5〔ｍ〕

３〔ｓ〕
＝0.25〔Ｗ〕 

問３ 斜面の傾きが大きいほど，斜面に平行な方向の分力は大きくなる。 

したがって，最も大きいのはＡＢ間，次にＢＣ間，そしてＣＤ間。 

問４ 図２で，基準面からの高さが低いほど，速さは速くなる。 

問５ 電圧が 100Ｖなので，360〔Ｗ〕÷100〔Ｖ〕＝3.6〔Ａ〕 

問６ 720Ｌの水にはたらく重力は 7200Ｎで， 7200Ｎの力で５ｍの高さから流れ落ちるので，重力が水にした仕事

は，7200〔Ｎ〕×５〔ｍ〕＝36000〔Ｊ〕 実際は 21600Ｊだけ利用されているので， 

 利用されている割合は，
 21600〔Ｊ〕

 36000〔Ｊ〕
✕100＝60〔％〕 
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【過去問 24】 

小球の運動を調べるために，次の実験を行った。問１～問５に答えなさい。なお，小球にはたらく摩擦や空気

の抵抗はなく，レールの斜面と水平面はなめらかにつながっているものとする。また，レールＸ上のＡ点からＧ点

とレールＹ上のＡ点からＢ点，Ｆ点からＧ点は，それぞれ基準面からの高さが等しいものとする。 

（山梨県 2015 年度） 

〔実験１〕 図１のように，レールＸ上の基準

面からの高さｈ㎝のＰ点から小球を

静かにはなしたところ，小球は斜面

を下り，水平面上のＡ点からＧ点を

通過する運動をした。このとき，小

球がＰ点からＧ点に到達するまでの

時間を測定した。 

図１ 

 

〔実験２〕 図２のように，レールＹで，〔実験

１〕と大きさや質量が同じ小球を，

〔実験１〕と基準面からの高さが等

しいＰ点から静かにはなしたとこ

ろ，小球は斜面を下り，水平面上の

Ａ点からＢ点を通った後，斜面を下 

図２ 

 

り，水平面上のＣ点からＥ点を通った後，斜面を上がり，水平面上のＦ点からＧ点を通過する運動を

した。このとき，小球がＰ点からＧ点に到達するまでの時間を測定した。〔実験１〕の結果をふくめ，

Ｇ点に到達するまでの時間をまとめると，表のようになった。ただし，レールＸ，Ｙ上のＡ点からＧ

点は，それぞれＰ点からの水平距離が等しい点である。 

表 

 レールＸ上の小球 レールＹ上の小球 

Ｇ点に到達するまでの時間 1.8秒 1.5秒 
 

問１ 〔実験１〕で，レールＸ上のＡ点からＧ点を移動している小球は，一定の速さで

運動をしている。図３は，この小球にはたらく重力を矢印で表したものである。小

球にはたらく重力以外の力を，矢印→でかきなさい。ただし，作用点を●で表すも

のとする。 

図３ 

 

問２ 〔実験１〕，〔実験２〕で，レールＸ，Ｙ上の，Ｐ点から斜面を下りＡ点からＧ点を通過する小球の速さと

時間との関係を，模式的に表したグラフとして，最も適当なものはどれか。次のア～オからそれぞれ一つず

つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ オ 
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問３ 〔実験１〕，〔実験２〕で，レールＸ，ＹのＧ点上の，小球のもつ力学的エネルギーの大きさを比べると，

どのようになると考えられるか。次のア～ウから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 〔実験１〕の方が大きい イ 〔実験２〕の方が大きい ウ 変わらない 

問４ 表から，レールＹ上を移動する小球が，レールＸ上を移動する小球よりもＧ点に早く到達した理由を，Ｃ

点からＥ点までの速さに着目して，「位置エネルギー」と「運動エネルギー」という語句を使って簡単に書

きなさい。 

問５ レールＹで，Ｐ点の高さを変えて実験を行った。図

４は，このときのＣ点からＥ点を移動している小球の

運動を，0.2秒間隔で発光するストロボスコープを使っ

て撮影し，Ｃ点から小球までの距離をものさしで 

図４ 

 

はかりとったものである。図４に示した小球の平均の速さは何ｍ/ｓか，求めなさい。ただし，小球の上の

数値は，Ｃ点から小球までの距離を示している。 
 
 

問１ 

 

問２ 
〔実験１〕  

〔実験２〕  

問３  

問４ 理由  

問５   ｍ/ｓ 
 
 

問１ 

 

問２ 
〔実験１〕 イ 

〔実験２〕 オ 

問３ ウ 

問４ 理由 
例 位置エネルギーが運動エネルギーに移り変わり，速さ

が大きくなったため。 

問５ 0.7 ｍ/ｓ 
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問１ 小球には，重力と同じ大きさで向きが反対の力がはたらく。 

問２ 斜面を下るとき，速さは大きくなり，斜面を上っていくとき，速さは小さくなる。また，水平方向の場合は

等速直線運動をするので速さは一定になる。 

問３ 位置エネルギーと運動エネルギーの和を力学的エネルギーといい，つねに一定である。 

問４ レールＹでＣ点からＥ点の間は位置エネルギーが０で，すべて運動エネルギーに変わり，速さが大きくなっ

ているので，レールＸ上の小球よりも速く進む。 

問５ 図４より，0.2秒で 15〔cm〕－１〔cm〕＝14〔cm〕移動しているので，平均の速さは，
 14〔cm〕

 0.2〔ｓ〕
＝70〔cm/ｓ〕

＝0.7〔ｍ/ｓ〕 
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【過去問 25】 

各問いに答えなさい。 

（長野県 2015 年度） 

Ⅰ コイルに流れる電流がつくる磁界のようすと磁界の向きを，鉄粉と磁針を使って調べるため，コイルを厚紙

に固定し，図１の回路をつくった。回路に電流を流すと電流計の針は図２のようになり，厚紙上の鉄粉の模様

と磁針の向きは図３のようになった。次にＢ点の電流の向きをかえて電流がつくる磁界のようすと磁界の向き

を調べた。 

図１ 図２  

   

図３ 
 

 

問１ 図２の電流の大きさは何Ａか，小数第１位まで書きなさい。 

問２ 図１のＡ点，Ｂ点の電流の向きとして適切なものをａ～ｄから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

問３ 下線部の結果はどれか，適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア  イ  

ウ  エ  

問４ 下線部で，最も少ない操作でＢ点の電流の向きをかえる方法を簡潔に書きなさい。 
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Ⅱ 水平な机の上で，１秒間に 60回打点する記録タイマーを使って台車の運動を調べた。ただし，摩擦や空気抵

抗は考えないものとする。 

（長野県 2015 年度） 

〔実験〕 ① 図４の装置で，台車を右向きにぽんとおし，台車の

速さが一定になるようにし，運動を記録した。 

 ② 図５の装置で，台車を静止させ，静かに手をはなし，

台車の速さが一定の割合でだんだん速くなるように

し，運動を記録した。 

 ③ 装置と台車の操作を工夫し，台車の速さが一定の割

合でだんだんおそくなるようにし，運動を記録した。 

 ④ ①～③の記録テープの一部を，台車にはりつけた側

を右にして図６のように並べた。ただし，記録テープ

は実験した順に並んでいるとは限らない。 

図４ 

 

図５ 

 

図６ 

 

問５ 〔実験〕で使った記録タイマーは，向きが周期的に変わる電流を利用して打点している。この電流の名称

を書きなさい。 

問６ Ｄの 12cmの区間の平均の速さは何 cm/ｓか，整数で求めなさい。 

問７ Ｃ～Ｅのうち，12cmの区間の平均の速さが最も速い記録を１つ選び，記号を書きなさい。 

問８ 〔実験〕②の記録はどれか，適切なものをＣ～Ｅから１つ選び，記号を書きなさい。 

問９ 〔実験〕③の装置の図と台車の操作として適切なものを次のア～カから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

装置の図 

ア  イ  ウ  
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台車の操作 

エ 装置の図の右向きにぽんとおす。 オ 装置の図の左向きにぽんとおす。 

カ 静止させ，静かに手をはなす。 

 

問１   Ａ 

問２ 
Ａ  

Ｂ  

問３  

問４  

問５  

問６   cm/ｓ 

問７  

問８  

問９ 
装置の図  

台車の操作  

 

問１ 1.2 Ａ 

問２ 
Ａ ｂ 

Ｂ ｄ 

問３ エ 

問４ 
例 

コイルにつないだ導線を逆につなぎかえる。 

問５ 交流 

問６ 60 cm/ｓ 

問７ Ｅ 

問８ Ｃ 

問９ 
装置の図 ウ 

台車の操作 エ 

 

問１ ５Ａの－端子に接続しているので，電流計の上部の目盛りを読み取る。 

問２ スイッチは電源装置の＋側に接続されているので，Ａ点ではｂである。Ｂ点では，図３の磁界の向きが左回

りになっているので，コイルの右側では電流は厚紙の表側から下側へ，つまりｄの向きに流れている。 

問３ コイルの左側では，電流は厚紙の表側から裏側へと流れ，右側では裏側から表側へと電流が流れている。磁

界の向きは，電流の進む方向に右ねじを進めるときのねじを回す向きと同じになる。 

問４ コイルにつないだ導線を逆につなぎかえると，Ｂ点での電流の向きがかわる。 

問５ 向きが周期的に変わる電流を，交流という。 

問６ Ｄでは打点が 12 個ある。１秒間に 60 回打点する記録タイマーでは，６回打点するのに 0.1 秒かかってい

るので，12回打点する時間は 0.2秒である。よって平均の速さは，
 12〔cm〕

 0.2〔ｓ〕
＝60〔cm/ｓ〕 

問７ 打点の数が少ないものほど，12cmを通過するのにかかった時間が短いので，平均の速さが速い。 
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問８ Ｃの記録テープは，右側から左側へ向かって打点の間隔が徐々に広くなっている。これは，台車の速さが一

定の割合でだんだん速くなっていることを意味している。 

問９ 台車の進行方向とは逆向きに力を加えて台車の進行をさまたげる方法を考える。 
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【過去問 26】 

斜面上と水平面上の物体の運動とエネルギーについて調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。た

だし，小球と台車にはたらく摩擦力や空気の抵抗は無視でき，小球と台車は，斜面と水平面が接する点をなめらか

に通過するものとする。 

〔実験１〕 ① 図１のように，ある高さの台を水平面上に置いて，この台を支えにして水平面上の点Ｐから

続く斜面をつくった。 

 ② 水平面から 40cmの高さになるように小球を斜面上に置いて手で支えた。 

 ③ 小球を支えていた手を静かにはなしたところ，小球は斜面を下り点Ｐと水平面上の点Ｑを通

過した。このとき，手をはなしてからの小球の運動のようすを１秒間に 60 回の割合で発光する

ストロボスコープの光を当てて写真撮影した。 

 ④ 次に，水平面から20cmの高さになるように小球を斜面上に置いて，③と同じことを行った。 

図１  

〔実験１〕の③では，小球が

点Ｐと点Ｑを通過したのは，手

をはなしてからそれぞれ 1.4

秒後と 2.4秒後であった。 

 図２は，〔実験１〕の③と④

で，ストロボスコープの光を当

てて撮影した写真をもとに，横

軸に二つの小球が動き出して

からの時間〔ｓ〕を，縦軸に

小球 

図２ 

 

の速さ〔ｍ/ｓ〕をとり，その関係をグラフに表したものである。 

〔実験２〕 ① 図３のように，厚い本の間に，本の背と平行になるように定規をはさんだ。 

 ② 次に，①の定規をはさんだ本を水平面に固定し，台車の高さが 5.0cm になるように質量 1.0

㎏の台車を斜面上に置いて手で支えた。 

 ③ 台車を支えていた手を静かにはなしたところ，台車は斜面とそれに続く水平面上を運動し，

やがて，厚い本にはさんだ定規に衝突した。このときの定規が動いた距離を測定した。 

 ④ 定規をもとの位置に戻してから，台車に 0.5 ㎏のおもりを１個から３個まで順にのせて，そ

れぞれについて②，③と同じことを行った。 

 ⑤ さらに，台車の高さを 10.0cm，15.0cm，20.0cm に変えて①から④までと同じことを行った。 
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図３  

図４は，〔実験２〕で，台車の高さが 5.0cm，10.0cm，

15.0cm，20.0cmのそれぞれの場合について，横軸に

台車とおもりを合わせた質量〔㎏〕を，縦軸に定規が

動いた距離〔cm〕をとり，その関係をグラフに表した

ものである。 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2015 年度 A） 

問１ 〔実験１〕の③で，小球が斜面上を運動している

ときと水平面上を運動しているとき，小球の進行方

向にはたらく力の大きさはどうなるか。これらにつ

いて説明した文の組み合わせとして最も適当なも

のを，次の表のアからエまでの中から選んで，その

かな符号を書きなさい。 

図４ 

 

  斜面上を運動しているとき 水平面上を運動しているとき 

 ア 力は一定の大きさである 力は一定の大きさである 

 イ 力は一定の大きさである 力ははたらいていない 

 ウ 力はしだいに大きくなる 力は一定の大きさである 

 エ 力はしだいに大きくなる 力ははたらいていない 

問２ 〔実験１〕の④では，小球が点Ｐを通過したのは，支えていた手をはなしてから 1.0秒後であった。この

とき，小球が点Ｑを通過するのは，手をはなしてから何秒後か。最も適当なものを，次のアからカまでの中

から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア 1.4秒 イ 2.4秒 ウ 2.8秒 エ 3.2秒 オ 4.6秒 カ 5.2秒 
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問３ 〔実験２〕で，1.0 ㎏の台車に 0.5 ㎏のおもり

を２個のせて，台車の高さをさまざまに変えて，③

と同じことを行ったとすると，台車の高さと，定規

が動いた距離との関係はどのようになるか。横軸

に台車の高さを，縦軸に定規が動いた距離をとり，

その関係を表すグラフを解答欄の図５に書きなさ

い。 

図５ 

 

問４ 〔実験２〕で，1.0㎏の台車に 0.5㎏のおもりを３個のせて，台車の高さを 8.0cmにして③と同じことを

行ったとすると，定規が動いた距離は何 cm になると考えられるか。最も適当なものを，次のアからカまで

の中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア 3.5cm イ 4.5cm ウ 6.0cm エ 7.5cm オ 11.0cm カ 15.0cm 

 

問１  

問２  

問３ 

図５ 

 

問４  
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問１ イ 

問２ イ 

問３ 

図５ 

 

問４ ウ 

 

問１ 斜面上を運動しているときは，小球の進行方向には斜面に平行な力が一定の大きさではたらく。 

問２ 〔実験１〕の③では，点Ｐを通過して点Ｑを通過するまでに，図２より，2.8ｍ/ｓの速さで 

 2.4〔ｓ〕－1.4〔ｓ〕＝1.0〔ｓ〕かかっているので，ＰＱ間の距離は，2.8〔ｍ/ｓ〕×1.0〔ｓ〕＝2.8〔ｍ〕 

 ④では小球の速さは 2.0ｍ/ｓなので，2.8ｍを通過するのにかかる時間は，
 2.8〔ｍ〕

 2.0〔ｍ/ｓ〕
＝1.4〔ｓ〕 

 よって，点Ｑを通過するのは，手をはなしてから，1.0〔ｓ〕＋1.4〔ｓ〕＝2.4〔ｓ〕後。 

問３ 図４で，台車とおもりを合わせた質量が 2.0kg のところを考える。高さが 5.0cm では動いた距離は 3.0cm，

10.0cmでは 6.0cm，15.0cmでは 9.0cm，20.0cmでは 12.0cmとなっているので，それぞれの点をとって直線で

結ぶ。 

問４ 台車とおもりを合わせた質量は 2.5kgになる。図４より，高さが 10.0cmのとき定規が移動した距離が 7.5cm

となっていることから，高さが 8.0cmのとき定規が移動した距離は，7.5〔cm〕×
 8.0〔cm〕

 10.0〔cm〕
＝6.0〔cm〕 
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【過去問 27】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（愛知県 2015 年度 B） 

問１ 図１のように，物体Ａに糸を付け，床から高さＬまでゆっくり真上に手で引き上げた。次に，図２のよう

に，物体Ａと同じ質量の物体Ｂに滑車を取り付けて傾き 30°の斜面に置き，滑車に糸を通して斜面にそっ

て距離Ｌだけゆっくり手で引き上げた。 

 下の文は，図１と図２のように，それぞれの物体を引き上げたときの，糸を引く力の大きさと，引き上げ

た仕事の大きさを比較して説明したものである。文中の（ Ⅰ ）と（ Ⅱ ）のそれぞれにあてはまる数

字の組み合わせとして最も適当なものを，あとのアからケまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

 ただし，滑車や糸の質量及び，物体Ｂと斜面との間にはたらく摩擦力や滑車にはたらく摩擦力は無視でき

るものとする。 

図１ 図２ 

  

糸を引く力の大きさを比べると，図１の場合は図２の場合の（ Ⅰ ）倍であり，引き上げた仕事の大

きさを比べると，図１の場合は図２の場合の（ Ⅱ ）倍である。 

ア Ⅰ ２， Ⅱ ２ イ Ⅰ ２， Ⅱ ３ ウ Ⅰ ２， Ⅱ ４ 

エ Ⅰ ３， Ⅱ ２ オ Ⅰ ３， Ⅱ ３ カ Ⅰ ３， Ⅱ ４ 

キ Ⅰ ４， Ⅱ ２ ク Ⅰ ４， Ⅱ ３ ケ Ⅰ ４， Ⅱ ４ 

問２ 図３のように，塩化銅水溶液に２本の炭素棒を入れ，導線

で電源装置とつないで電流を流した。このとき，陽極の方へ

動くイオンと，陰極で生じる物質はそれぞれ何か。最も適当

な組み合わせを，次のアからエまでの中から選んで，そのか

な符号を書きなさい。 

図３ 

 
 

 ア イ ウ エ 

陽極の方へ動くイオン 塩化物イオン 塩化物イオン 銅イオン 銅イオン 

陰極で生じる物質 塩素 銅 塩素 銅 

 

問１  

問２  
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問１ キ 

問２ イ 

 

問１ 図２で，物体にはたらく重力を，斜面に平行な分力(斜面をすべり落ちようとする力)と斜面に垂直な分力に

分解する。すると，斜面に平行な分力は，斜面の傾きが 30°であることから，直角三角形 

 の比を考えて，物体にはたらく重力の
１

 ２ 
になっているとわかる。また，物体に動滑車を取り付けて糸 

 を引っ張っているので，手で引く力はさらに半分になり，糸を引く力は図１の
 １ 

 ４ 
倍である。また， 

 物体Ｂが移動した高さは，斜辺がＬで１つの角度が 30°の直角三角形を考えると，Ｌの半分の高さに 

 なっているので，図２の仕事の大きさは図１の
１

 ２ 
倍になる。 

問２ 塩化銅水溶液を電気分解すると，陰イオンである塩化物イオンと陽イオンである銅イオンに分解される。塩

化物イオンは陽極へ移動し，電子を放出して塩素原子になり，塩素分子となる。銅イオンは陰極で電子を受け

取り，銅となる。 
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【過去問 28】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2015 年度） 

〈実験〉 物体の運動と物体のもっているエネルギーについて調べるため，レール，小球，木片，速さ測定

器を用いて，次の①～③の実験を行った。ただし，小球の運動にかかわる
ま

摩
さつ

擦や空気の
てい

抵
こう

抗はないも

のとし，小球のもっているエネルギーはすべて木片に伝わるものとする。 

① 図１のような装置をつくり，
しゃ

斜
めん

面上の

Ａの位置から水平面上のＢの位置まで小

球を転がし，小球の運動のようすを調べ

た。図２は，水平面上のＣの位置とＢの

位置の間の小球の運動のようすを，スト

ロボスコープを用いて発光
かん

間
かく

隔0.1 秒で
さつ

撮
えい

影した写真を模式的に示したものであ

る。 

図１ 

 

図２ 

 

② 図３のように，①と同じ装置を用いて，いろいろな高さから質量 10ｇ，20ｇ，30ｇの小球をそれぞれ

転がし，レールをまたぐように板の上に置かれた木片に当て，小球の高さと木片の移動距離との関係を

調べた。図４は，その結果をグラフに表したものである。 

図３ 

 

図４ 
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③ 図５のように，①と同じ装置を用いて，

いろいろな高さから質量 10ｇ，20ｇ，30ｇ

の小球をそれぞれ転がし，速さ測定器を用

いて，小球の高さと小球の速さの関係を調

べた。表は，その結果をまとめたものであ

る。 

図５ 

 

表 
 

  質量10ｇの小球 質量20ｇの小球 質量30ｇの小球  

 高さ〔cm〕 10 20 30 40 10 20 30 40 10 20 30 40  

 速さ〔ｍ/ｓ〕 1.40 1.98 2.42 2.80 1.40 1.98 2.42 2.80 1.40 1.98 2.42 2.80  
  

問１ ①について，次の(ａ)～(ｃ)の各問いに答えなさい。 

(ａ) 図２のような小球の運動を何というか，その名称を書きなさい。 

(ｂ) Ｃの位置とＢの位置の間の小球の速さは何ｍ/ｓか，求めなさい。ただし，答えは小数第２位を四捨五入

し，小数第１位まで求めなさい。 

(ｃ) Ａの位置からＢの位置まで運動する小球がもっている運動エネルギーについて，模式的に表しているグ

ラフはどれか，最も適当なものを次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問２ ②について，次の(ａ)，(ｂ)の各問いに答えなさい。 

(ａ) 小球が木片に当たり，木片が移動を始めたときにもっていた運動エネルギーは，木片が移動を始めてから

静止するまでの間，何エネルギーに変換されたか，最も適当なものを次のア～エから１つ選び，その記号を

書きなさい。 

ア 位置エネルギー イ 化学エネルギー 

ウ 電気エネルギー エ 熱エネルギー 

(ｂ) 質量 25ｇの小球を転がし，木片に当てたとき，木片の移動距離を 10cm にするには，何 cm の高さから小

球を転がせばよいか，求めなさい。 

問３ ②と③について，質量 30ｇの小球が 2.8ｍ/ｓの速さで木片に当たったときの木片の移動距離は，質量 10

ｇの小球が 1.4ｍ/ｓの速さで木片に当たったときの木片の移動距離の何倍になるか，求めなさい。 
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問１ 

(ａ)   運動 

(ｂ)   ｍ/ｓ 

(ｃ)   

問２ 
(ａ)   

(ｂ)   ㎝ 

問３   倍 

 

問１ 

(ａ) 等速直線 運動 

(ｂ) 1.7 ｍ/ｓ 

(ｃ) イ 

問２ 
(ａ) エ 

(ｂ) 16 ㎝ 

問３ 12 倍 

 

問１ (a) は晴れを表す天気図記号である。風向は矢の向き，風力は矢ばねの数で表す。 

 (b) １つ目の小球の位置(４cm)から４つ目の小球の位置(54cm)までの 50cm＝0.5ｍの距離を， 

  0.1〔ｓ〕×３＝0.3〔ｓ〕で進んでいるので，速さは，
 0.5〔ｍ〕

 0.3〔ｓ〕
＝1.66…〔ｍ/ｓ〕より，1.7ｍ/ｓ 

 (c) 運動エネルギーは，Ａの位置では０であるが，Ｃの位置を通るまでの間は増加し続ける。Ｃの位置からＢ

の位置までは等速直線運動をしているので，運動エネルギーは一定になる。 

問２ (a) 木片とレールとの間には摩擦が生じるので，運動エネルギーは，摩擦によって熱エネルギーに変換される。 

 (b) 木片を 10cmだけ移動させるためには，図４より，質量 10ｇのときは 40cmの高さから，20ｇのときは 20cm

の高さから，それぞれ転がせばよいとわかる。質量×高さ＝400という関係があるので，小球の質量が 25ｇで

あれば，400÷25〔ｇ〕＝16〔cm〕の高さから転がせばよい。 

問３ 質量 30ｇの小球の速さが 2.80ｍ/ｓになるのは，表より，40cmの高さのところから転がしたときなので，こ

のときの木片の移動距離は，図４より 30cm とわかる。同様にして，質量 10ｇの小球の速さが 1.40ｍ/ｓにな

るのは，10cm の高さのところから転がしたときなので，このときの木片の移動距離は，図４から 2.5cm とな

り，30〔cm〕÷2.5〔cm〕＝12〔倍〕 
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【過去問 29】 

ふりこの運動について調べるために，糸の端を
てん

天
じょう

井に固定し，も

う一方の端に質量 200ｇのおもりを取り付けた。右のⅠ図は，このおも

りを糸がたるまないようにＡの位置まで持ち上げて静止させ，静かに手

を離したとき，おもりがＡの位置から一番低い位置であるＢの位置を通

過し，Ａの位置と高さが同じであるＤの位置まで運動するようすを，ス

トロボスコープを用いて撮影し，その写真を模式的に表したものであ

る。これについて，次の問１・問２に答えよ。 

Ⅰ図 

 

ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，おもりと糸にはたらく空気の抵抗や，糸の伸び

縮みは考えないものとする。 

（京都府 2015 年度） 

問１ 右のⅡ図は，Ⅰ図のＣの位置において，おもりにはたらく力を表す

ものであり，おもりにはたらく重力をかきこむと完成する。おもりに

はたらく重力を，答案用紙の図の点Ｐを作用点として矢印で表し，図

を完成させよ。ただし，答案用紙の方眼において，横の線は水平方向

を表すものとし，方眼の１
め

目
も

盛りの長さの矢印が 0.5Ｎの力を表すも

のとする。 

Ⅱ図 

 

問２ 右のⅢ図は，おもりがＡの位置からＤの位置まで運動するときの

位置エネルギーの大きさの変化を，おもりがＡの位置にあるときの

位置エネルギーの大きさを１，おもりがＢの位置にあるときの位置

エネルギーの大きさを０として表したグラフである。このときの運

動エネルギーの大きさの変化を表すグラフとして，最も適当なもの

を，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。ただし，(ア)～(エ)の縦軸の１目

盛りが表すエネルギーの大きさは，Ⅲ図の縦軸と同じであるものと

する。 

Ⅲ図 

 

 (ア) (イ) (ウ) (エ) 
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問１ 

 

方眼の１目盛りの長さの矢印が0.5Ｎの力を表すものとする。 

問２  

 

問１ 

 

方眼の１目盛りの長さの矢印が0.5Ｎの力を表すものとする。 

問２ イ 

 

問１ 重力がはたらく向きはつねに真下(鉛直方向)である。おもりの質量が 200ｇなので２Ｎの力がはたらいてい

る。0.5Ｎが 1目盛りなので，おもりの中心から 4目盛り真下に矢印をかく。 

問２ 位置エネルギーと運動エネルギーの和を力学的エネルギーといい，空気の抵抗を考えないとき，力学的エネ

ルギーは一定になる。図３より，位置エネルギーは，Ａ点とＤ点では１で最大，Ｂ点では０で最小になってい

る。力学的エネルギーはつねに１になるので，運動エネルギーはＡ点とＤ点で最小の０，Ｂ点で最大の１にな

る。 
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【過去問 30】 

真理さんは，宇宙飛行士の油
ゆ

井
い

さんが写真の国際宇宙ステーション(ＩＳＳ)に今年５月から約半年間 

滞在するというニュースを見て，ＩＳＳについて調べた。その結果，ＩＳＳは，

約 400km上空を飛行し 90分間で地球のまわりを１周していること，通過する真

下の地点が地球の自転によりずれていくことなどが分かった。右の図は，ＩＳ

Ｓの軌道を模式的に表したものであり，ＩＳＳはこの軌道面上を常に飛行して

いるものとする。各問いに答えよ。 

（奈良県 2015 年度） 

 

問１ ＩＳＳが軌道を１周するときの平均の速さは何 km/ｓか。小数第１位

を四捨五入して整数で書け。ただし，ＩＳＳの軌道は１周 43000kmとす

る。 

問２ 北緯 35度，東経 135度の地点の真上を通過したＩＳＳが，軌道を１周

したとき，真下にくるのはどの地点か。ＩＳＳが通過する真下の地点と

して最も近いものを，次のア～エのうちから１つ選び，その記号を書け。 

ア 北緯 35度，東経 157.5度 イ 北緯 35度，東経 112.5度 

ウ 北緯 58.4度，東経 135度 エ 北緯 11.6度，東経 135度 

 

 

問１   km/ｓ 

問２  

 

問１ ８ km/ｓ 

問２ イ 

 

問１ 
43000〔km〕

 5400〔ｓ〕 
 ＝7.9…〔km/ｓ〕 

問２ ＩＳＳが地球を１周する間に，地球は 90分間(1.5時間)で 360〔°〕÷24〔時間〕×1.5〔時間〕 

＝22.5〔°〕進んでいる。よって経度は 135〔°〕－22.5〔°〕＝112.5〔°〕となる。緯度は変わらないので北緯

35°になる。 
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【過去問 31】 

物体のもつエネルギーと仕事について調べるために，次の実験１，２を行った。各問いに答えよ。ただし，100

ｇの物体に働く重力の大きさを１Ｎとする。 

（奈良県 2015 年度） 

実験１ レールを用いて水平な台となめらかにつながる斜面をつく

り，レールが水平な台に接する部分のレールの上面を基準面と

する図１のような装置をつくった。質量 20ｇの小球を，基準面

からの高さが５cmになるレール上に置き，静かに手を離して，

図２のように置かれた木片に小球を衝突させたところ，木片

は，水平な台に接した状態で移動し，やがて静止した。このと

きの木片の移動距離を測定した。この操作を，小球を置く高さ

を変えてくり返し行った。表はその結果をまとめたものであ

る。 

図１ 

 

図２ 

 

 

小球を置いた高さ〔cm〕 ５ 10 15 20 

木片の移動距離〔cm〕 2.0 4.0 6.0 8.0 

実験２ 図３のように，定滑車と動滑車を組み合わせた装置を用いて，質量１kgの

物体を一定の速さでゆっくりと 20cm引き上げた。このとき，ばねばかりは常

に 2.5Ｎの値を示し，ひもを引いた距離は 80cmであった。ただし，ばねばか

りや滑車など物体以外の道具の質量，ひもの伸び縮みはないものとし，ひも

と滑車の間にはまさつ力が働かないものとする。 

問１ 実験１の操作を行い，木片の移動距離が 7.Ocmのとき，小球を置いた高さは何

cmであったと考えられるか。その値を書け。 

図３ 

 

問２ 実験１で，斜面上の小球に働く重力を，斜面に平行な方向と斜面に垂直な方向に分解し，それぞれの分力

を解答欄に矢印で表せ。なお，分力を矢印で表すために用いた線は消さずに残しておくこと。 

問３ 実験２で，物体を引き上げた仕事の量はいくらか。また，その単位も書け。 

問４ 実験２で，物体を引き上げる間に，物体のもつ運動エネルギーの大きさと力学的エネルギーの大きさはど

うなるか。次のア～ウのうちから，適切なものをそれぞれ１つずつ選び，その記号を書け。 

ア だんだん大きくなる。 イ だんだん小さくなる。 ウ 一定のまま変わらない。 

問５ ジェットコースターは，車体が引き上げられる仕事によってエネルギーを得て，下り始めるときには，同

じ高さまで上がることができるエネルギーをもっている。しかし，実際にはその高さまで上がることはでき

ない。その理由を「エネルギー」の語を用いて簡潔に書け。 
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問１    cm 

問２ 

 

問３ 
     

 数値  単位  

問４ 運動エネルギー  力学的エネルギー  

問５  

 

問１ 17.5 cm 

問２ 

例 

 

問３ 
 ２  Ｊ  

 数値  単位  

問４ 運動エネルギー ウ 力学的エネルギー ア 

問５ 
例 仕事によって得たエネルギーが，まさつ力や空気の抵抗によっ

て減少するから。 

 

問１ 小球を置いた高さと木片の移動距離は比例する。よって，小球を置いた高さを xcm とすると，５〔cm〕：2.0

〔cm〕＝x〔cm〕：7.0〔cm〕より，x＝17.5〔㎝〕 

問２ 重力の大きさが平行四辺形の対角線になるように２辺を作図する。 

問３ １kgの物体にはたらく重力の大きさは 10Ｎで，20㎝は 0.2ｍなので，10〔Ｎ〕×0.2〔ｍ〕＝２〔Ｊ〕 

問４ 速さが一定なので，運動エネルギーは一定である。また力学的エネルギーは位置エネルギーと運動エネルギ
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ーの和になり，この場合は物体が高くなっていくので位置エネルギーは大きくなっていく。 

問５ 仕事によって得たエネルギーは，まさつ力や空気の抵抗によって減少していくので，同じ高さまで上がるこ

とができなくなる。 
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【過去問 32】 

電流と磁界の関係を調べるために，次の２つの実験を行った。下の問１～問６に答えなさい。 

（和歌山県 2015 年度） 

実験Ⅰ 

(ⅰ) 電流がつくる磁界を調べるために，図１のよ

うな装置をつくった。 

(ⅱ) 手回し発電機のハンドルを一定方向に回転

させ，発光ダイオードを点灯させた。 

(ⅲ) (ⅱ)のとき，厚紙の上の４つの磁針を金属棒

から少しずつ遠ざけ，金属棒のまわりに発生し

た磁界のようすを観察した。 

図１ 

 

問１ 手回し発電機のハンドルを回転させると，電流が流れる。この電流をつくっている
ﾏｲﾅｽ

－の電気をもつ非常に

小さな粒子のことを何というか，書きなさい。 

問２ 次の文は，実験Ⅰの(ⅱ)におけるエネルギーの移り変わりを説明したものである。 ①  ～  ③  にあて

はまる語として適切なものを，下のア～オの中から１つずつ選んで，その記号を書きなさい。 

手回し発電機によって， ①  エネルギーは， ②  エネルギーに変換され，発光ダイオードによ

って， ②  エネルギーは， ③  エネルギーに変換された。 

ア 音 イ 光 ウ 運動 エ 化学 オ 電気 

問３ 実験Ⅰの(ⅲ)の磁針のようすから，磁界の強さは金属棒から遠ざかるほど弱くなっていることがわかった。

実験Ⅰで流れた電流が金属棒のまわりにつくる磁界のようすを，磁界の向きと強さがわかるよう，解答欄の

図に磁力線をかき入れなさい。ただし，解答欄の○×は紙面の表から裏に向かって電流が流れることを示して

いる。 

実験Ⅱ 

(ⅰ) 図２のような装置で，回路に電流を流し，コイル

を回転させた。 

(ⅱ) 抵抗器に流れる電流を電流計ではかった。 

(ⅲ) 図２のＰＱ間にかかる電圧の大きさが同じにな

るよう電源装置を調節しながら，ＰＱ間の抵抗器を

変え，コイルの回転する速さを調べた。 

図２ 
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問４ 実験Ⅱの(ⅰ)について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 図３は，図２の装置のコイルを整流子やブラシの側から見たも

のである。コイルのＡＢの部分にはたらく力の向きを表している矢

印はどれか。図３の①～⑧の中から適切なものを１つ選んで，その

記号を書きなさい。 

(2) コイルの回転の向きを逆にするためには，どのような操作を行

えばよいか，１つ書きなさい。 

図３ 

 

問５ 実験Ⅱの(ⅱ)について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 次の文は，図４の電流計のつなぎ方について説明したものである。正しい内容になるよう  ①  には下

のア，イの中から， ②  には下のａ～ｃの中から適切なものを，それぞれ１つずつ選んで，その記号を書

きなさい。 

電流計は抵抗器に対して  ①  になるよう，電源装置の
ﾌﾟﾗｽ

＋極側

の導線を電流計の＋端子に，
ﾏｲﾅｽ

－極側の導線を－端子につなぐ。ただ

し，流れる電流の大きさが予想できないときは，電源装置の－極側

の導線は  ②  の－端子につないでみる。 

図４ 

 

 ア 直列  ａ 50mA  

 イ 並列  ｂ 500mA  

    ｃ ５Ａ  

       

(2) 電源装置の－極側の導線を電流計の 500 mAの－端子につなぎ，抵

抗器に流れる電流をはかった。図５は，このときの電流計の目盛り部

分を拡大したものである。抵抗器に流れている電流の大きさは何 mA

か，書きなさい。 

図５ 

 

問６ 実験Ⅱの(ⅲ)について，ＰＱ間に次のア～エのように抵抗器をつないだとき，コイルが回転する速さにち

がいがみられた。コイルの回転が速い順に，次のア～エを並べて，その記号を書きなさい。 

ア 10Ωの抵抗器をつなぐ イ 15Ωの抵抗器をつなぐ 

ウ 10Ωと 15Ωの抵抗器を直列につなぐ エ 10Ωと 15Ωの抵抗器を並列につなぐ 
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問１   

問２ ①  ②  ③  

問３ 

 

問４ 

(1)  

(2)  

問５ 
(1) ①  ②  

(2)   mA 

問６ →    →    → 

 

問１ 電子 

問２ ① ウ ② オ ③ イ 

問３ 

 

問４ 

(1) ① 

(2) 電源装置の＋極と－極のつなぎ方を反対にする。 

問５ 
(1) ① ア ② ｃ 

(2) 232 mA 

問６ エ → ア → イ → ウ 

 

問１ 電流をつくる小さな粒子のことを電子という。 

問２ 手回し発電機は，手でハンドルを回す運動エネルギーを電気エネルギーに変換する装置である。電気エネル

ギーは，発光ダイオードによって光エネルギーに変換される。 

問３ 電流は，金属棒を上から下に流れる。磁界は，電流が進む方向に右ねじを回す向きと同じ向きに発生する。
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磁界の強さは金属棒から遠ざかるほど弱くなるので，磁力線の間隔は，金属棒に近いほどせまく，遠いほど広

くなる。 

問４ (1) 電流の向きと磁界の向きから，力の向きは①となる。 

 (2) 電流と磁界のいずれかの向きを逆にすると，コイルにかかる力の向きは逆になる。 

問５ (1) 電流計は抵抗器に対して直列につなぐ。電圧計は抵抗器に対して並列につなぐ。電流計に流れる電流の大

きさが予想できないときは，使用する電流計の最も大きな－端子に接続する。 

 (2) 500ｍAの端子につないでいるので，図５の下段の目盛りを読み取る。 

問６ 回路に流れる電流が大きいほど，コイルの回転が速くなる。抵抗器の値が小さいほど，回路には大きな電流が

流れる。アは10Ω，イは15Ω，ウの直列回路の合成抵抗の値は 10〔Ω〕＋15〔Ω〕＝25〔Ω〕， 

 エの並列回路の合成抵抗の値は
 １ 

 10 
＋
 １ 

15
＝
 １ 

６
より６Ωになる。 
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【過去問 33】 

ふりこの運動のようすを調べるために，次の実験を行った。あとの各問いに答えなさい。ただし，質量 100ｇ

の物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，まさつや空気抵抗は考えないものとする。 

（鳥取県 2015 年度） 

 実験  

図１のように，伸び縮みしない 100cm の糸の一方の端を点Ｏに固定し，もう一方の端に質量 300ｇのおもり

をつけた。糸がたるまないようにして，おもりを最下点Ｑから 50cmの高さにあたる点Ｐまで持ち上げ，静かには

なした。おもりは点Ｑを通過後，点Ｒを通り点Ｐと同じ高さの点Ｓまで達し，その後も，ＰＳ間を往復するふり

この運動を行った。 

 図１  

問１ 図１の点Ｑから点Ｐまでおもりを持ち上げたときの仕事は何Ｊか，答えなさい。 

問２ おもりが図１の点Ｑを通るときの運動エネルギーは，点Ｒを通るときの運動エネルギーの何倍になるか，

答えなさい。ただし，点Ｒは点Ｑより 30cm高い位置にあるものとする。 

問３ ふりこの運動を行っているとき，おもりがちょうど点Ｓに達した瞬間に糸が切れたとすると，おもりはど

の向きに運動するか，最も適切な向きを，図２のア～エからひとつ選び，記号で答えなさい。 

 図２  
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問４ 実験で用いた質量 300ｇのおもりを，同じ大きさで質量 400ｇのおもりにかえて，点Ｐから静かにはなし

て運動させた。このとき，質量 400ｇのおもりの，点Ｑでの速さと運動エネルギーの大きさは，質量 300ｇ

のおもりの場合と比べてそれぞれどのようになるか，最も適切な組み合わせを，次のア～エからひとつ選び，

記号で答えなさい。 

 速さ 運動エネルギーの大きさ 

ア 変わらない 変わらない 

イ 変わらない 大きくなる 

ウ 大きくなる 変わらない 

エ 大きくなる 大きくなる 

 

問１   Ｊ 

問２   倍 

問３   

問４   

 

問１ 1.5 Ｊ 

問２ 2.5 倍 

問３ エ 

問４ イ 

 

問１ 質量 300ｇのおもりにはたらく重力は３Ｎなので，３〔Ｎ〕×0.5〔ｍ〕＝1.5〔Ｊ〕 

問２ まさつや空気抵抗などを考えないとき，力学的エネルギーの保存より，位置エネルギーと運動エネルギーの

和は一定である。点Ｑでは高さが０cmなので，運動エネルギーは 1.5Ｊ 

また，位置エネルギーは基準面からの高さに比例するので，点Ｒでの位置エネルギーは， 

 1.5×
 30〔cm〕

 50〔cm〕
 ＝0.9〔J〕となり，このときの運動エネルギーは，1.5〔Ｊ〕－0.9〔Ｊ〕＝0.6〔Ｊ〕 

 よって，1.5〔Ｊ〕÷0.6〔Ｊ〕＝2.5〔倍〕 

問３ 点Ｓはおもりをはなした点Ｐと同じ高さなので，静止している状態である。この状態で糸を切ると，物体は

そのまま下に落下する。 

問４ おもりの質量を変えても速さは変わらない。運動エネルギーは質量に比例するので，質量が大きくなると，

運動エネルギーの大きさは大きくなる。 
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【過去問 34】 

大地さんは，歴史博物館を見学し，船で物資を運ぶときの工夫について興味をもち調べた。問１，問２に答え

なさい。 

（岡山県 2015 年度） 

問１ 船で川を上るには両岸から船をひく方法がある。右の図は，川と船の模式

図であり，矢印は船にはたらく力の大きさと向きを，点線は両岸から船をひ

く方向を表している。船にはたらく力を点線の方向に分解し，解答用紙に矢

印でそれぞれかきなさい。また，作図に使った線は消さないでおきなさい。  

問２ 大地さんは，石をのせて運ぶ船と，右の図のように，水中に

石を沈めて運ぶ船があることを知り，その違いを調べるために

実験１，実験２を行った。(1)～(3)に答えなさい。ただし，おも

りや容器の底面は常に水面と平行で，おもりはビーカーの側面

や底面に触れなかったものとし，糸の質量と体積は考えないも

のとする。 

 

 

〈実験１〉おもりにはたらく力の測定 

［操作と結果］ 

図１のように，ばねばかりに直方体で重さ 0.8Ｎのおもり

をつるし，水の入ったビーカーにゆっくりと沈めていった。

水面からおもりの底面までの距離 x〔cm〕に対するばねばか

りの値〔Ｎ〕を測定したところ，図２のグラフが得られた。 

図１ 図２ 

  

［考察］ 

・おもりが水と接していないとき，糸が  (Ｐ)  は，おもりにはたらく重力とつり合っている。また，

x＝４cmのとき，糸が  (Ｐ)  とおもりにはたらく浮力の合力は，おもりにはたらく重力とつり合っ

ている。 

・x＝８cmのとき，おもりにはたらく浮力の大きさは  (Ｑ)  Ｎである。 

(1) 考察の  (Ｐ)  には当てはまる適当なことばを， (Ｑ)  には当てはまる数を書きなさい。 

(2) 実験１で，x＝６cmから x＝８cmにしたとき，おもりの底面にはたらく水圧の大きさはどうなるか。最も

適当なのは，ア～ウのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変わらない 
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(3) 大地さんは，同じ容器と同じおもりを使って実験２を行

った。実験２では，容器の内側におもりをのせた装置Ａと，

容器の底面におもりをつるした装置Ｂを使った。装置Ａ，装

置Ｂについて，水面から容器の底面までの距離をそれぞれ y

〔cm〕，z〔cm〕とすると，図３のように，どちらの装置も水

に浮かんで静止した。このとき y ＞ z という結果に 

図３ 

 

なり，同じおもりを使っても装置Ｂの容器の方が沈みにくいことがわかった。図３のとき，装置Ａ，装置Ｂ

にはたらく浮力と重力の大きさの関係を表したものとして適当なのは，ア～エのうちではどれですか。当て

はまるものをすべて答えなさい。 

ア 装置Ａにはたらく重力は，装置Ｂにはたらく重力と等しい。 

イ 装置Ａにはたらく重力は，装置Ａにはたらく浮力と等しい。 

ウ 装置Ｂにはたらく浮力は，装置Ｂにはたらく重力よりも大きい。 

エ 装置Ｂにはたらく浮力は，装置Ａにはたらく浮力よりも大きい。 

 

問１ 

 

問２ 

(1) 
(Ｐ)  

(Ｑ)   Ｎ 

(2)   

(3)   
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問１ 

 

問２ 

(1) 
(Ｐ) おもりを上向きに引く力 

(Ｑ) 0.5 Ｎ 

(2) ア 

(3) ア イ 

 

問１ 分力は，分解する力を対角線とする平行四辺形の各辺の大きさで求められる。 

問２ (1) おもりは糸でつり下げられているので，おもりにはたらく力は，重力と，糸がおもりを上向きに引く力

である。図２より，x＝８cmのときのばねばかりの値が 0.3Ｎなので，浮力は 

0.8〔Ｎ〕－0.3〔Ｎ〕＝0.5〔Ｎ〕 

 (2) 水圧は，水面からの深さに比例する。水面からの深さが深い８cmの方が，水面からの深さが６cmのとき

よりも水圧の大きさは大きくなる。 

 (3) 同じ容器，同じおもりを使っているので，装置Ａ，装置Ｂともはたらく重力は等しい。また，どちらも水

に浮かんで静止したことから，それぞれの装置にはたらく重力と浮力は等しい。 
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【過去問 35】 

次の問１・問２に答えなさい。 

（広島県 2015 年度） 

問１ 塩化ナトリウム４ｇが入った試験管Ａ，硝酸カリウム４ｇが入った試験管Ｂがあります。試験管Ａ・Ｂに，

次のⅠ～Ⅲの操作をしました。表は，その結果を示したものです。これについて，あとの(1)～(3)に答えなさ

い。 

【操作】 

Ⅰ 試験管Ａ・Ｂにそれぞれ水５cm3を加え，よく振り混ぜて，全部溶けるかどうかを調べる。 

Ⅱ Ⅰの操作をした試験管Ａ・Ｂを約 60℃の湯に入れて加熱し，しばらくおいてから試験管Ａ・Ｂを取

り出し，よく振り混ぜて，全部溶けるかどうかを調べる。 

Ⅲ Ⅱの操作をした試験管Ａ・Ｂを水に入れて冷やし，中の様子を調べる。 

【結果】 

 操作Ⅰ 操作Ⅱ 操作Ⅲ 

試験管Ａ 全部は溶けなかった 
加熱する前とほとんど 

変わらなかった 

冷やす前とほとんど 

変わらなかった 

試験管Ｂ 全部は溶けなかった 全部溶けた 固体が出てきた 

(1) 次の文章は，塩化ナトリウムや硝酸カリウムが水に溶けた液体について述べたものです。文章中の 

  ① ・ ②  にあてはまる語をそれぞれ書きなさい。 

この液体で，塩化ナトリウムや硝酸カリウムのように，水に溶けている物質を  ①  という。また，

水のように， ①  を溶かしている液体を  ②  という。 

(2) 右の図は，試験管の中に入れた少量の塩化ナトリウムの様子を，ナトリウムイ

オンを ，塩化物イオンを として，モデルを用いて示したものです。この試

験管に多量の水を加えて全部溶かし，しばらくおいたときの，液体中のナトリウ

ムイオンと塩化物イオンの様子をモデルを用いて表すとどうなりますか。次のア

～エの中から適切なものを選び，その記号を書きなさい。 

 

ア  イ  ウ  エ  
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(3) 右の図は，塩化ナトリウムと硝酸カリ

ウムの溶解度曲線を示したものです。次

の①・②に答えなさい。 

① 試験管Ａの中の，操作Ⅰで溶け残っ

た塩化ナトリウムの量が，操作Ⅱの後

も操作Ⅲの後もほとんど変わらなか

ったのはなぜですか。その理由を，「溶

解度」の語を用いて簡潔に書きなさ

い。 

② 操作Ⅲで，試験管Ｂの中の液体の温

度が 20℃になったとき，試験管Ｂの中

に出てきた硝酸カリウムの固体の質

量は何ｇだと考えられますか。次のア

～エの中から適切なものを選び，その

記号を書きなさい。 

ア 1.6ｇ イ 1.8ｇ 

ウ 2.4ｇ エ 3.9ｇ  

問２ ある学級の理科の授業で，図１，図２に示した装置を用いて，力学台車をそれぞれ 15cm引き上げるとき

の糸を引く力の大きさと糸を引いた距離を調べる実験をしました。表は，この実験の結果を示したものです。

あとの文章は，このときの生徒の会話の一部です。これについて，あとの(1)～(4)に答えなさい。 

図１ 図２ 【結果】 

  

 糸を引く力の 

大きさ〔Ｎ〕 

糸を引いた 

距離〔ｍ〕 

図１の 

装 置 
10.0 0.15 

図２の 

装 置 
5.0 0.30 

   

 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2015 年度 

101 

彩花：この実験で，動滑車を使うと，動滑車を使わないときと比べて，糸を引く力の大きさは  Ａ  になっ

て，糸を引いた距離は  Ｂ  になっているから，仕事の量は  Ｃ  ことがわかるわね。 

優太：そうだね。動滑車と同じようなはたらきを利用するものが，身のまわりに何かないかな。 

彩花：そうね。自転車があるわ。私が乗

っている自転車には変速機がつ

いていて，ギアを切り換えるとペ

ダルを踏む力が変わるわよ。これ

ってどんな仕組みになっている

のかしら。 

優太：自転車の変速機は，図３，図４の

ように，ペダルのギアと後輪のギ

アの歯数の比率を変えられる仕

組みになっているよ。たとえば，

図３のように後輪のギアの歯数

が少ないと，進むときにペダルを

強く踏まないといけなくなるよ。

だから，坂道を上るには適さない

んだ。 

図３ 

 

図４ 

 

彩花：なるほどね。坂道を上るときは，ギアを切り換えて，図４のように後輪のギアの歯数を多くする

といいのね。こうすると，仕事の量は小さくなるのかしら。 

優太：どうかな。後輪のギアの歯数を多くすると，同じ距離を進むとき，後輪のギアの歯数が少ないと

きと比べて， Ｄ  から，仕事の量は  Ｃ  はずだよ。 

 

(1) 右の図は，滑車を用いて，糸上の点Ｏに力を加えて力学台車を引き

上げ，静止させている様子を示したものです。図中の矢印は，力学台

車にはたらく重力を示しています。図中の点Ｏに加えている力を表す

矢印をかきなさい。 

 

(2) 図２の装置を用いて力学台車を 15cm引き上げる仕事の量は何Ｊですか。 
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(3) 文章中の  Ａ ・ Ｂ  にあてはまる語を，次のア～エの中からそれぞれ選び，その記号を書きなさい。

また，文章中の  Ｃ  にあてはまる語句を書きなさい。 

ア ４分の１ イ ２分の１ ウ ２倍 エ ４倍 

(4) 文章中の  Ｄ  にあてはまる説明として適切なものを，次の(ア)～(エ)の中から選び，その記号を書き

なさい。 

(ア) ペダルを踏む力は大きくなって，ペダルを踏む回数は多くなる 

(イ) ペダルを踏む力は大きくなって，ペダルを踏む回数は少なくなる 

(ウ) ペダルを踏む力は小さくなって，ペダルを踏む回数は多くなる 

(エ) ペダルを踏む力は小さくなって，ペダルを踏む回数は少なくなる 

 

問１ 

(1) 
①  

②  

(2)  

(3) 
①  

②   

問２ 

(1) 

 

(2)   Ｊ 

(3) 

Ａ  

Ｂ  

Ｃ  

(4)   
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問１ 

(1) 
① 溶質 

② 溶媒 

(2) エ 

(3) 
① 

塩化ナトリウムの溶解度が，温度によってほとんど変化

しないため。 

② ウ 

問２ 

(1) 

 

(2) 1.5 Ｊ 

(3) 

Ａ イ 

Ｂ ウ 

Ｃ 変わらない 

(4) (ウ) 

 

問１ (1) 水溶液において，水に溶けている物質を溶質，溶質を溶かしている液体を溶媒という。 

 (2) ＮａＣｌ→Ｎａ＋＋Ｃｌ－と電離して，溶液中に均等に散らばる。 

 (3) ① 塩化ナトリウムの溶解度は，水の温度にかかわらずほぼ一定である。 

 ② 溶解度曲線より，硝酸カリウムは 100ｇの水には 60℃で 108ｇまで溶け，20℃では 32ｇまで溶ける。 

  したがって，硝酸カリウムは，60℃の水５ｇには，108〔ｇ〕×
 ５〔ｇ〕

 100〔ｇ〕
＝5.4〔ｇ〕まで， 

  20℃の水５ｇには，32〔ｇ〕×
 ５〔ｇ〕

 100〔ｇ〕
＝1.6〔ｇ〕溶ける。よって，４〔ｇ〕－1.6〔ｇ〕＝2.4〔ｇ〕 

  が出てくる。 

問２ (1) 定滑車を用いているので，同じ大きさの力を下向きに加える。 

 (2) 5.0〔Ｎ〕×0.30〔ｍ〕＝1.5〔Ｊ〕 

 (3) 動滑車を用いると，糸を引く力の大きさは半分になるが，糸を引く距離は２倍になる。仕事の原理より，

定滑車を使っても動滑車を使っても，仕事の量は変わらない。 

 (4) 仕事の原理より，(仕事の量)＝(ペダルを踏む力)×(ペダルを踏む回数)は常に一定である。 
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【過去問 36】 

図は，太陽の光エネルギーの移り変わりの一部を示したものです。これに関して，あとの問１～問３に答えなさい。 

（広島県 2015 年度） 

 

問１ 下線部①について，地表や海面は，太陽の光に照らされて温度が上がります。このような熱の伝わり方を

何といいますか。その名称を書きなさい。また，この熱の伝わり方によって起こる現象として適切なものを，

やかんに入れた水の加熱について述べた次の文章中の下線部㋐～㋒の中から選び，その記号を書きなさい。 

やかんで水を加熱すると，㋐熱くなったやかんにふれた水の温度が上がる。そして，㋑温度の上がった

水は上の方へ移動し，上にあった温度の低い水が下の方へと移動する。このようにして水全体の温度が上

がる。加熱するのをやめて，このやかんに横から手を近づけると，㋒熱くなったやかんにさわらなくても

手に熱さを感じる。 

問２ 下線部②に関して，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 水力発電で利用する位置エネルギーとは，ダムにたまった水などの高い位置にある水のもつエネルギー

のことです。この位置エネルギーは，図中のＡの仕組みによって熱エネルギーが移り変わったものです。熱

エネルギーが，この位置エネルギーに移り変わる仕組みを，「水蒸気」の語を用いて簡潔に書きなさい。 

(2) 太陽の光エネルギーを利用する発電の方法には，太陽光発電のように直接利用する方法と，水力発電のよ

うに太陽の光エネルギーが移り変わったエネルギーを利用する方法があります。このうち，太陽の光エネル

ギーが移り変わったエネルギーを利用する発電の方法には，水力発電のほかにどのようなものがあります

か。次の(ア)～(エ)の中からすべて選び，その記号を書きなさい。 

(ア) 火力発電 (イ) 地熱発電 (ウ) バイオマス発電 (エ) 風力発電 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2015 年度 

105 

(3) 水力発電では，水の力で発電機につながるタービンを回転させて発電

しており，同じような仕組みの発電機が自転車のライトなどにも用いら

れています。右の図は，自転車のライトに用いられている発電機の構造

を模式的に示したものです。次の文章は，図に示した発電機の発電の仕

組みについて述べたものです。文章中の  ⅰ ・ ⅱ  にあてはまる

語をそれぞれ書きなさい。 

 

この発電機の内部にはコイルと磁石があり，図中のａを自転車のタイヤの側面にあてて回転させて

内部の磁石を回転させることにより，コイルの中の  ⅰ  を変化させている。このように，コイルの

中の  ⅰ  を変化させると，コイルに電流を流そうとする電圧が生じ，電流が流れる。この現象を  ⅱ  

という。発電機は，この現象を利用して電流を取り出している。 

問３ 下線部③について，電気エネルギーを光エネルギーに変換する

電気器具として，白熱電球，ＬＥＤ電球などがあります。右の表

は，ある白熱電球とＬＥＤ電球の表示の一部を示したものです。こ

れについて，次の(1)・(2)に答えなさい。 

  

 表  示 

白 熱 電 球 100Ｖ 54Ｗ 

ＬＥＤ電球 100Ｖ 7.5Ｗ 

  

(1) 次の文は，表中の白熱電球の表示について述べたものです。文中の     にあてはまる時間を書きなさ

い。 

白熱電球の「100Ｖ 54Ｗ」の表示は，100Ｖの電源につないで使用すると，54Ｗの電力を消費すること，

すなわち     に 54Ｊの電気エネルギーを消費することを表している。 

(2) 表中の白熱電球とＬＥＤ電球を 100Ｖの電源につないで使用すると，ほぼ同じ明るさでした。この白熱電

球とＬＥＤ電球のうち，変換効率が低いのはどちらですか。その名称を書きなさい。また，選んだ方が変換

効率が低い理由を，エネルギーの変換と関連づけて簡潔に書きなさい。 

 

問１ 
名称  

記号  

問２ 

(1)  

(2)  

(3) 
ⅰ   

ⅱ  

問３ 

(1)  

(2) 

名称  

理由  
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問１ 
名称 放射 

記号 ㋒ 

問２ 

(1) 

熱エネルギーは，地表や海面の水を蒸発させて水蒸気にし，

雨を降らせて水をダムにためることで，位置エネルギーに移

り変わる。 

(2) (ア)，(ウ)，(エ) 

(3) 
ⅰ 磁界 

ⅱ 電磁誘導 

問３ 

(1) １秒間 

(2) 

名称 白熱電球 

理由 
電気エネルギーの多くが光以外のエネルギーに変換さ

れてしまうため。 

 

問１ 太陽や電熱器からの熱のように，周囲よりも温度の高いものから出た熱が空気中を通って直接届くことを放

射という。空気や水のように透明な物質は通り抜け，まっすぐ進むが，物質に当たると反射したり吸収された

りする。たとえば，金属や鏡に当たると反射し，色の濃いものに当たると吸収される。㋒は空気中を通って熱

が伝わっているので放射である。㋐は伝導，㋑は対流のことである。 

問２ (1) 熱エネルギーによって，河川や地面の水が蒸発して水蒸気になる。水蒸気はやがて雨になり，降った雨が

ダムにたまって，位置エネルギーとなる。 

 (2) 地熱発電は，地球の内部に蓄えられた熱をエネルギーとしている。 

 (3) 磁石を回転させると磁界が変化し，電流を流そうとする電圧が生じる。この現象を電磁誘導という。 

問３ (1) 54Ｗという電力は，1秒間に 54Ｊのエネルギーを消費することを意味する。 

 (2) 白熱電球は，電気エネルギーの多くが光ではなく熱エネルギーなどとして失われるので，ＬＥＤに比較す

ると，発光効率が低い。 
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【過去問 37】 

磁界と電流の間にはたらく力を用いて台車を動かし，物体がもつエネルギーと仕事の関係について調べるため

に，次の実験を行った。下の問１～問４に答えなさい。 

（山口県 2015 年度） 

［実験１］ 

図１のように，コイルをつるし，Ｎ極を上側にして磁石を置いた。

コイルにａ→ｂ→ｃ→ｄの向きに電流を流すと，コイルは矢印の向き

に動いた。 

［実験２］ 

① 図２のように，水平な台の上で，コイルを固定し，磁石をとりつ

けた台車を置いた。 

② 電源装置，電流計，コイル，抵抗を直列につないだ。電流を流す

と，台車は図２の矢印の向きに動いた。 

図１ 

 

③ 台車を①の位置に戻し，図３のように，棒をとりつけ，台車の前

方に速さ測定器，スチロール片，ものさしを置いた。 

図３ 

 

図２ 

 

  

④ コイルに電流を流すと，図３の矢印の向きに台車は動き，棒が速

さ測定器を通過した。その後，台車はスチロール片に衝突し，スチ

ロール片を移動させて静止した。 

⑤ 電流の大きさを変えて④の操作を行い，「台車の速さ」と「スチロ

ール片の移動距離」を調べた。図４は，その関係をグラフに表した

ものである。 

図４ 

 

問１ 実験１，実験２において，安全に実験を行うためには，結果が確認できたら電源装置のスイッチをすぐに

切らなければならない。その理由を書きなさい。 

問２ 実験２の②について，次のア，イに答えなさい。 
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ア 台車にとりつけた磁石には，コイルに流れる電流が磁石から受ける力と同じ大きさで，逆向きの力がはた

らいている。この２つの力の関係を何というか。書きなさい。 

イ 台車を矢印の向きに動かすためには，図２に示されている磁石の上側になる極と，コイルに電流が流れる

向きの組み合わせとして正しいものはどれか。次の１～４から２つ選び，記号で答えなさい。 

 １ ２ ３ ４ 

上 側 に な る 極 Ｎ極 Ｓ極 Ｓ極 Ｎ極 

コイルに電流が流れる向き ｅ→ｆ→ｇ→ｈ ｅ→ｆ→ｇ→ｈ ｈ→ｇ→ｆ→ｅ ｈ→ｇ→ｆ→ｅ 

問３ 図４において，「台車の速さ」が２倍になると，「スチロール片の移動距離」は何倍になるか。求めなさい。 

問４ 実験２の④において，台車が速さ測定器の前を通過するときにもっている力学的エネルギーのうち，スチ

ロール片を移動させる仕事に使われたエネルギーは何か。書きなさい。 

 

問１  

問２ 
ア   

イ （   ） と （   ） 

問３   倍 

問４  

 

問１ コイルが発熱し高温になることを防ぐため。 

問２ 
ア 作用，反作用の関係 

イ （ １ ） と （ ３ ） 

問３ ４ 倍 

問４ 運動エネルギー 

 

問１ スイッチが入ったままでは，コイルに電流が流れ続けるため，電流による発熱が起こる。 

問２ ア 磁石には，コイルに流れる電流が磁石から受ける力と同じ大きさで逆向きの力がはたらく。これを，作用・

反作用の法則という。 

 イ 台車は，コイルに発生する力と逆向きの方向に動く。 

問３ 図４より，台車の速さが 10cm/sのときスチロール片の移動距離は 12cm，台車の速さが２倍の 20cm/sのとき

スチロール片の移動距離は４倍の 48cmとなっている。 

問４ スチロール片を移動させたエネルギーは，台車が運動したことによって生じたエネルギーなので，運動エネ

ルギーである。 
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【過去問 38】 

滑車とおもりを使って，力のはたらきの実験を行った。問１～問５に答えなさい。ただし，100ｇの物体には

たらく重力の大きさを１Ｎとし，空気の抵抗やまさつ，糸やロープ，滑車，フックの質量は考えないものとする。 

（徳島県 2015 年度） 

 実験  

① 滑車を用いて，図１のような装置をつくり，机の上に置か

れている質量 200ｇのおもりＡを糸につなげ，机から 10cm

持ち上げた。 

図１ 

 

② 次に，図２のようにおもりＡがつながっている糸の反対

側に，おもりＡと同じ質量のおもりＢをつなげ，机から 15cm

のところでゆっくり手を離した。 

図２ 

 
 

問１ 図３は，おもりＡが机の上に置かれているときの力のはたらきを

考えるために作成したものである。おもりＡにはたらく重力を，マス

目１目盛りを１Ｎとして，矢印で表しなさい。 

問２ おもりＡの底面積が 50cm2とすると，おもりＡが机を押す圧力の大

きさは何Ｎ/ｍ2か，求めなさい。 

図３ 

 

問３  実験  ①のとき，手が重力にさからっておもりＡにした仕事の量は何Ｊか，求めなさい。 

問４  実験  ②のときの，おもりＢの運動について述べたものとして，適切なものをア～エから１つ選びなさい。 

ア 滑車まで移動する。 

イ おもりＡと同じ高さまで移動し，静止する。 

ウ 机につくまで移動する。 

エ 静止している。 
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問５ 図４は，工場などで荷物を上げ下げするときに使われているクレー

ンを模式的に表したものである。このクレーンは，フック付きの滑車

をつるしているロープの一方がモーターにつながっており，モーター

の回転によって滑車が上下する仕組みになっている。このクレーンを

使い，水平な床に置かれた質量 60kg の荷物を，床から２ｍの高さま

で持ち上げるのにかかる時間を予想し，確かめた。文中の（ あ ）・

（ い ）にあてはまる数値を求めなさい。 

図４ 

 

フック付きの滑車の部分は，モーターの回転とともに動き，動滑車のはたらきをするので，この荷

物を持ち上げるときのモーターがロープを巻く力の大きさは（ あ ）Ｎである。使用したモーター

の仕事率が 75Ｗであったので，この荷物を水平な床から２ｍの高さまで持ち上げるには（ い ）秒

必要であると予想できた。そして，実際に行ったところ，この予想が正しかったことを確かめること

ができた。 

 

問１ 

 

問２   Ｎ/ｍ2 

問３   Ｊ 

問４  

問５ 
あ   

い   

 

問１ 

 

問２ 400 Ｎ/ｍ2 

問３ 0.2 Ｊ 

問４ エ 

問５ 
あ 300 

い 16 
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問１ 物体の中央から真下に２目盛りとる。 

問２ 力の大きさが２Ｎ，面積が 0.005m2なので，
 ２〔Ｎ〕

 0.005〔ｍ2〕
＝400〔Ｎ/ｍ2〕 

問３ ２〔Ｎ〕×0.1〔ｍ〕＝0.2〔Ｊ〕 

問４ おもりは同じ質量なので，力がつり合っている。 

問５ 60kgの物体にはたらく重力は 600Ｎで，フック付き滑車は動滑車のはたらきをするので，必要な力は半分で

すむ。よって，300Ｎ。また，600〔Ｎ〕×２〔ｍ〕＝1200〔Ｊ〕 1200Ｊの仕事を x 秒でし 

 たとすると，仕事率が 75Ｗなので，75〔Ｗ〕＝
 1200〔Ｊ〕

 x〔Ｗ〕
より，x＝

 1200〔Ｊ〕

 75〔Ｗ〕
＝16〔秒〕 
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【過去問 39】 

次の問１・問２・問３に答えなさい。 

（香川県 2015 年度） 

問１ 太郎さんは，右の図Ⅰのようなスノーボードクロス※のテレ

ビ中継の録画を見ながら，理科の授業で学習したことについて

考えた。これに関して，次の(1)～(5)の問いに答えよ。 





 ※ スノーボードの競技の一つで，ジャンプ台などが設けられたコ

  ースを，複数の選手が同時にスタートして滑り，順位を競う競技
 

図Ⅰ 

 

(1) 靴で雪の上に立つと雪に沈むが，それに比べて，スノーボードを履いて雪の上に立つと雪に沈まない。そ

の理由を 雪に接する面積 圧力 の言葉を用いて簡単に書け。 

(2) 右の図Ⅱは，スタートのようすである。選手は固定された棒

を握り，その棒を体に引きよせるようにして，スタートをおこ

なっている。次の文は，そのときの力について述べようとした

ものである。文中の２つの〔  〕内にあてはまる言葉を，㋐，

㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書

け。 

図Ⅱ 

 

選手が棒に力を加えると，同時に，選手は棒から同じ大きさで〔㋐ 同じ  ㋑ 逆〕向きの力を受け

る。この２力は〔㋒ 作用・反作用の関係にある  ㋓ つり合っている〕という。 

(3) 太郎さんは，右の図Ⅲのように，テレビの画面上に，雪の

斜面に沿ってものさしをあてて，固定カメラの前を通過す

る選手がその斜面に沿って下向きに滑っている映像を，
1

 30 
 秒ずつコマ送りにしながら，Ｐ点からの画面上の移動

距離を調べた。下の表は，選手がＰ点を通過してからの映像

のコマ数と，Ｐ点からの画面上での選手の移動距離をまと

めたものである。また，この選手のスノーボードの長さは

1.6ｍであり，画面上ではかると 16cmであった。映像のコマ

数が 12 コマから 18 コマまでの間の，実際の選手の平均の

速さは何ｍ/ｓと考えられるか。 

図Ⅲ 

 

表 

Ｐ点を通過してからの映像のコマ数 6 12 18 

Ｐ点からの画面上での選手の移動距離〔cm〕 8.0 18.0 30.0 
 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2015 年度 

113 

(4) 右の図Ⅳは，選手がジャンプ台を超えるよう

すを模式的に表したものである。Ｑ点を通過し

た後ジャンプをし，Ｑ点より上であるＲ点を通

過し，Ｑ点より下にあるＳ点に着地した。Ｑ点，

Ｒ点，Ｓ点を通過するときの選手の速さをそれ

ぞれｑ，ｒ，ｓとする。このとき，ｑ，ｒ，ｓの

関係はｓ＞ｑ＞ｒであった。 

図Ⅳ 

 

このときのＱ～Ｓ点で選手がもつ運動エネルギーや位置エネルギーの関係について述べた，次のア～エの

うち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア Ｒ点はＱ点に比べ，位置エネルギー，運動エネルギーとも減少している 

イ Ｓ点はＲ点に比べ，位置エネルギーは減少しているが，運動エネルギーは変化していない 

ウ Ｓ点はＱ点に比べ，位置エネルギーは減少しているが，運動エネルギーは増加している 

エ Ｑ点，Ｒ点，Ｓ点のうち，運動エネルギーが最小のところはＳ点である 

(5) 右の図Ⅴは，ゴールのようすである。Ａ選手がゴールし

て 0.25秒後にＢ選手がゴールし，Ａ選手がゴールして 0.40

秒後にＣ選手がゴールした。太郎さんが，Ａ選手がゴールし

てからＢ選手がゴールするまでの，Ｂ選手とＣ選手の運動

を調べると，Ｂ選手はゴールラインに垂直に 8.0ｍ/ｓの等

速直線運動をしており，Ｃ選手はＢ選手の真後ろを 14.0ｍ

/ｓの等速直線運動をしていた。Ａ選手がゴールしてからＢ

選手がゴールするまでに，Ｃ選手はＢ選手に何ｍ近づいた

と考えられるか。 

図Ⅴ 

 

問２ 次の実験Ⅰ，Ⅱに関して，あとの(1)～(5)の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 右の図Ｉのような装置を用いて，電熱線Ｐ，電熱線

Ｑに電流を流したときの，水の上昇温度を調べる実験

をした。まず，発泡ポリスチレンのカップの中に，室温

と同じ温度の水 125ｇを入れた。次に，スイッチを入れ，

電熱線Ｐに 6.0Ｖの電圧を加え，水をときどきかき混ぜ

ながら，１分ごとに水温を測定した。このとき，電流計

の値は 1.5Ａを示していた。次に，電熱線Ｐを電熱線Ｑ

にとりかえ，同じように実験をした。右の図Ⅱは，電熱

線Ｐ，Ｑを用いて実験したときの，電流を流した時間と

水の上昇温度との関係をグラフに表したものである。 

図Ⅰ 
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(1) 次の文は電流計と電圧計の接続について述べようとした

ものである。文中の２つの〔  〕内にあてはまる言葉を㋐，

㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を

書け。 

電熱線に流れる電流と，加えた電圧を測定するとき，

電流計は電熱線に対して〔㋐ 直列  ㋑ 並列〕につ

なぎ，電圧計は電熱線に対して〔㋒ 直列  ㋓ 並列〕

につなぐ。 

図Ⅱ 

 

(2) 電熱線Ｐの抵抗は何Ωか。 

(3) ５分間に電熱線Ｐで消費される電力量は何Ｊか。 

実験Ⅱ 実験Ⅰと同じ電熱線Ｐと電熱線Ｑを用いた右の図Ⅲ

のような装置で，水の上昇温度を調べる実験をした。ま

ず，それぞれの発泡ポリスチレンのカップの中に，室温

と同じ温度の水 125ｇを入れた。次に，スイッチ②は入

れずに，スイッチ①のみを入れて，電熱線Ｐに 6.0Ｖの

電圧を加え，水をときどきかき混ぜながら，水の上昇温

度を測定した。しばらくしてスイッチ①のみを入れた

状態からスイッチ②も入れ，引き続き，水の上昇温度を

測定した。このとき，電圧計の値は 6.0Ｖを示し，電流

計の値は 4.5Ａを示していた。スイッチ②を入れてか

ら，１分間経過したとき，電熱線Ｐと電熱線Ｑを入れた

カップの水温を比べると，電熱線Ｐを入れたカップの

ほうが 1.0℃高かった。 

図Ⅲ 

 

(4) スイッチ②を入れたとき，電熱線Ｑには何Ａの電流が流れていると考えられるか。 

(5) 実験Ⅰと実験Ⅱの結果から考えて，電熱線Ｑを入れたカップの水温は，スイッチ①を入れてから，５分間

経過したとき，何℃上昇したと考えられるか。 
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問３ 光に関して，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

(1) 下の図Ｉのような装置を用いて，ろうそく，凸レンズ，スクリーンを光学台に並べ，凸レンズによるろう

そくの像のでき方を調べる実験をした。下の図Ⅱは，それを模式的に表したものである。ろうそくを凸レン

ズの焦点距離の３倍の位置に置き，スクリーンをろうそくの鮮明な像ができる位置まで移動させた。このと

きのスクリーンの位置はどこであると考えられるか。図Ⅱ中のア～オで示した位置のうち，最も適当なもの

を一つ選んで，その記号を書け。 

図Ⅰ  

図Ⅱ  

(2) 部屋の壁に平らな鏡がとりつけられている。そ

の部屋の床に６本の長い棒ａ～ｆが垂直に立てら

れている。太郎さんが鏡を見たところ，鏡には３

本の棒がうつっていた。右の図Ⅲは，真上から見

た，鏡の位置，６本の棒の位置を模式的に表した

ものであり，Ｐ点は太郎さんが鏡を見た位置であ

る。太郎さんが鏡を見たとき，鏡にうつっていた３

本の棒はどれだと考えられるか。 

図Ⅲ 

 

次のア～オから最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア ａとｂとｃ イ ａとｂとｄ ウ ｂとｃとｅ 

エ ｂとｄとｅ オ ｃとｅとｆ 
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問１ 

(1) 

スノーボードを履いて雪の上に立ったほうが 

 

 

 

 から。 

(2) と 

(3)   ｍ/ｓ 

(4)  

(5)   ｍ 

問２ 

(1) と 

(2)   Ω 

(3)   Ｊ 

(4)   Ａ 

(5)   ℃ 

問３ 
(1)  

(2)  

 

問１ 

(1) 

スノーボードを履いて雪の上に立ったほうが 

例 

雪に接する面積 が大きくなり，雪にはたらく 圧力 が小さくなる

から。 

(2) ㋑ と ㋒ 

(3) 6.0 ｍ/ｓ 

(4) ウ 

(5) 1.5 ｍ 

問２ 

(1) ㋐ と ㋓ 

(2) 4.0 Ω 

(3) 2700 Ｊ 

(4) 3.0 Ａ 

(5) 6.0 ℃ 

問３ 
(1) イ 

(2) エ 

 

問１ (1) 力が加わる面積が広ければ圧力は小さくなる。 

 (2) 物体に力を加えたとき，物体からも同じ大きさで逆向きの力を受ける。これを作用・反作用の関係にある

という。つり合いの力は 1つの物体に異なった２つ以上の力がはたらき，静止している(合力が０)場合をいう。 

 (3) 縮尺は 1.6ｍが 16cmなので
１

 10 
であり，1コマ

１

 30 
秒なので６コマでは， 

１

 30 
〔秒〕×６〔コマ〕＝

１

 ５ 
〔秒〕

＝0.2〔秒〕  

  移動距離は画面上で30.0〔cm〕－18.0〔cm〕＝12.0〔cm〕で，実際は 10倍の 1.2ｍであるので，速さは， 

  
 1.2〔cm〕

 0.2〔ｓ〕
＝6.0〔ｍ/s〕 
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 (4) 運動エネルギーと位置エネルギーの和は一定である。Ｓ点は運動エネルギーが最大である。 

 (5) Ａ選手がゴールしてからＢ選手がゴールするまで 0.25秒。Ｃ選手とＢ選手の速さの差は， 

14.0〔ｍ/s〕－8.0〔ｍ/s〕＝6〔ｍ/s〕 よって，6〔ｍ/s〕×0.25〔ｓ〕＝1.5〔ｍ〕 

問２ (1) 電流計は電熱線に対して直列に，電圧計は電熱線に対して並列につなぐ。 

 (2) Ｐの抵抗は，
６〔Ｖ〕

1.5〔Ａ〕
 ＝4.0〔Ω〕 

 (3) 電力量は，6〔Ｖ〕×1.5〔Ａ〕×5×60〔ｓ〕＝2700〔Ｊ〕 

 (4) (2)からＰを流れる電流は 1.5Ａなので，4.5〔Ａ〕－1.5〔Ａ〕＝3.0〔Ａ〕 

 (5) 図ⅡからＱはＰより２倍の熱量がある。１分後に１℃の差があるので，スイッチ②を入れたときには２℃

の差があったと考えられる。よってスイッチ②を入れたのはスイッチ①を入れてから２分後になる。したがっ

て，実際Ｑに電流が流れたのは３分間なので，図２より 6.0℃上昇したと考えられる。 

問３ (1) ろうそくの先端から凸レンズを通る２つの光を作図し，その交点がスクリーンの位置になる。 

レンズの軸に平行に入った光は，凸レンズで屈折し焦点を通る。凸レンズの中心を通った光は直進する。 

 (2) 入射角と反射角は等しいので，鏡の両端で入射光と反射光をかけばよい。２つの反射光の間に入っている

物体が鏡にうつっているものである。 
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【過去問 40】 

運動とエネルギーおよび電流の性質に関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2015 年度） 

問１ ［実験１］図１のような装置を用いて，小球Ｐから静か

に手をはなして小球Ｐを転がし，木片に当てると，転がし

始める高さにより，木片の移動距離が異なった。 

図１ 

 

(1) 次の文の①～④の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

小球Ｐのもつ位置エネルギーは，高さが高いほど①｛ア 大きく  イ 小さく｝，木片の移動距離は，

小球Ｐを転がし始める高さが高いほど②｛ア 大きい  イ 小さい｝。また，図１のレールのＡＢ間を小

球Ｐが転がっているとき，小球Ｐにはたらく重力の，レールに平行な分力の大きさは③｛ア しだいに大きくな

り  イ 一定であり｝，小球Ｐの速さは④｛ア しだいに速くなる  イ 一定である｝。 

［実験２］図２のように，0.35Ｎの重力がはたらいているおもりＸを

糸の一端に取りつけ，滑車Ｃ～Ｅを用いて，ⓐ0.20Ｎの重力がはたらい

ている金属球を１個入れた容器を水平な床からゆっくり引き上げた。滑

車Ｃ，Ｄはスタンドに固定されており，滑車Ｅは固定されていない。た

だし，糸の質量と金属球を入れる容器の質量，滑車の質量，糸と滑車の

間の摩擦，糸の伸び縮みは考えないものとする。 

図２ 

 

(2) 実験２で，５cmの高さにある容器を 15cmの高さまでゆっくり引き上げた。このとき，手が糸を引いた距

離は何 cmか。 

(3) 実験２の装置を用いて，容器の中の下線部 ⓐ の金属球の数を１個ずつ増やしていき，水平な床から容器を

ゆっくり引き上げる操作を繰り返した。この操作において，容器の中の金属球が     個になったときはじ

めて，容器は床についたまま，おもりＸが床から引き上げられるようになった。    に当てはまる適当な

数値を書け。 

問２ ［実験３］抵抗の値が 20Ωの電熱線ａと抵抗の値が分からない電熱線ｂを直列につないで図３のような

回路をつくり，点Ｐと点Ｑの間に加わる電圧と点Ｑを流れる電流の大きさとの関係を調べた。図４は，その

結果を表したグラフである。 

 次に，図３の回路の電熱線ａと電熱線ｂを並列につなぎ直して，図５のような回路をつくり，点Ｒと点Ｓ

の間に加わる電圧と点Ｓを流れる電流の大きさとの関係を調べた。図６は，その結果を表したグラフである。 

図３ 図４ 図５ 図６ 
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(1) 実験において，正確な電流の値を測定するときに，電流計に流れる電流の大きさが予想できなかったので，

電流計の 50mA，500mA，５Ａの
ﾏｲﾅｽ

－端子のうち，適切なものを正しい手順に従って選び，最終的に 500mAの－

端子につないだ。このときの，500mAの－端子につなぐまでの正しい手順を，「電流計の針の振れ」という言

葉を用い，解答欄の書き出しに続けて簡単に書け。 

(2) 図３で，電圧計の示す値が 5.0Ｖのとき，電熱線ｂの両端に加わる電圧は何Ｖか。 

(3) 次の文の①，②に当てはまる適当な数値を書け。 

図３の  の全体の抵抗の値は，図５の  の全体の抵抗の値よりも  ①  Ω大きい。また，図

３と図５の電圧計の示す値がいずれも 5.0Ｖのとき，図５の電熱線ａと電熱線ｂで消費する電力の和は，図

３の電熱線ａと電熱線ｂで消費する電力の和の  ②  倍である。 

 

問１ 

(1) 
①  ②  

③  ④  

(2)   cm 

(3)  

問２ 

(1) 

最初につなぐ－端子は 

 

(2)   Ｖ 

(3) 
①   

②   

 

問１ 

(1) 
① ア ② ア 

③ イ ④ ア 

(2) 20 cm 

(3) ４ 

問２ 

(1) 

最初につなぐ－端子は 

５Ａの－端子としたが，電流計の針の振れが小さかったため，

500mAの－端子につなぎかえた。 

(2) 1.0 Ｖ 

(3) 
① 21 

② 6.25 
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問１ (1) 位置エネルギーは基準面からの高さが高いほど大きくなる。力学的エネルギーの保存より，位置エネルギ

ーが小さくなると運動エネルギーは大きくなるので，木片が基準面にある小球Ｐから受ける力は最大になる。

レールの傾きが一定の場合，レールに平行な方向と垂直な方向に分解した力は一定であり，小球Ｐにはレール

に平行な方向の分力が一定の割合ではたらくため，速さはしだいに速くなる。 

 (2) 滑車Ｅは動滑車なので，糸を引く距離はつり下げた物体の移動距離の２倍である。５cmの高さにある容器

を 15cmの高さまで引き上げるので，物体の移動距離は，15〔cm〕－５〔cm〕＝10〔cm〕 

よって，糸を引く距離は，10〔cm〕×２〔倍〕＝20〔cm〕 

 (3) 容器には，滑車Ｅの両端にかかる糸にはたらく力の２倍の力がはたらく。おもりＸにはたらく重力が 0.35

Ｎなので，容器にはたらく力とつり合う力は 0.35〔Ｎ〕×２〔倍〕＝0.70〔Ｎ〕 

この力は，0.20Ｎの重力がはたらく金属球の 0.70〔Ｎ〕÷0.20〔Ｎ〕＝3.5〔個〕分である。 

容器は動いていないので，はたらく力はこれよりも大きい｡よって，金属球の個数は４個である。 

問２ (1) 電流の大きさが予想できない場合は，電流計の最も大きい値の－端子(５Ａ)につなぐ。電流計の針の振れ

が小さい場合は，１つ小さい－端子(500mA)につなぎかえて，正確な値を測定する。 

 (2) 図４より，5.0Ｖのときの電流の大きさは 0.20Ａである。電熱線ａにも 0.20Ａの電流が流れているので，

電熱線ａの両端に加わる電圧は，0.20〔Ａ〕×20〔Ω〕＝4.0〔Ｖ〕 

よって，電熱線ｂの両端に加わる電圧は，5.0〔Ｖ〕－4.0〔Ｖ〕＝1.0〔Ｖ〕 

 (3) 図４より，図３の  の全体の抵抗の値は，
 5.0〔Ｖ〕

 0.20〔Ω〕
＝25〔Ω〕，  

  電力は，5.0〔Ｖ〕×0.20〔Ａ〕＝１〔Ｗ〕 図６より，図５の  の全体の抵抗の値は， 

  
5.0〔V〕

1.25〔Ω〕
 ＝４〔Ω〕，電力は 5.0〔Ｖ〕×1.25〔Ａ〕＝6.25〔Ｗ〕 よって，図３の  の全体の 

  抵抗の値は，図５の  の全体の抵抗の値より，25〔Ω〕－４〔Ω〕＝21〔Ω〕大きくなり，電力は，6.25

〔Ｗ〕÷１〔Ｗ〕＝6.25〔倍〕となる。 

 



9 運動とエネルギー(中３) 力の合成・浮力・ 運動・ 仕事・ エネルギー 2015 年度 

121 

【過去問 41】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（高知県 2015 年度 A） 

問１ 高知県では，土佐一
いち

絃
げん

琴
きん

の奏法が無形文化財に指定されている。土佐一絃琴は，図のように，台に糸を張っ

て弦にした楽器で，蘆
ろ

管
かん

で糸を押さえて弦の長さを調節することで演奏する。このことについて，下の(1)・

(2)の問いに答えよ。 

 

(1) 蘆管で糸を押さえる位置を変えて弦の長さを短くすると，弦をはじいたときの土佐一絃琴の音はどのよ

うに変化するか。最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 音が小さくなる。 イ 音が大きくなる。 

ウ 音が低くなる。 エ 音が高くなる。 

(2) 土佐一絃琴の演奏をビデオカメラで１秒間に 30コマで撮影した。このビデオを分析すると，弦をはじい

た映像のコマからその音が録音されたコマまで，平均するとちょうど１コマ分ずれていた。土佐一絃琴とビ

デオカメラの位置は，およそ何ｍ離れていたと考えられるか。最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，

その記号を書け。ただし，音の伝わる速さは 340ｍ/sとする。 

ア 0.1ｍ イ １ｍ ウ 10ｍ エ 100ｍ 

問２ 金属の性質を調べるために，アルミニウム，鉄，銅のいずれかでできた３種類の針金Ａ，Ｂ，Ｃを使って，

次の実験Ⅰ～Ⅲを行った。表はこの実験の結果をまとめたものである。このことについて，下の(1)～(3)の

問いに答えよ。 

実験Ⅰ 針金の表面を紙やすりでみがき，光をあてて，みがいた部分のようすを観察した。 

実験Ⅱ 針金を磁石に近づけ，引きつけられるかどうかを調べた。 

実験Ⅲ 電子天びんを使って，針金Ａ，Ｂ，Ｃをそれぞれ 15.Oｇずつはかりとった。次に，その針金Ａ，Ｂ，Ｃ

をそれぞれ水の入ったメスシリンダーに完全に浸し，水面の位置の変化から針金Ａ，Ｂ，Ｃの体積を測定

した。 

 実験Ⅰ 実験Ⅱ 
実験Ⅲ 

質量〔ｇ〕 体積〔cm3〕 

針金Ａ 銀色に輝いた 引きつけられた 15.0 2.0 

針金Ｂ 赤色に輝いた 引きつけられなかった 15.0 1.6 

針金Ｃ 銀色に輝いた 引きつけられなかった 15.0 5.5 

(1) 実験Ⅰで観察されたように，金属には，みがくと光を受けたときに輝くという共通の性質がある。この輝

きを何というか，書け。 

(2) 実験の結果から，アルミニウムでできている針金はどれか，その記号を書け。 
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(3) 針金Ａ，Ｂ，Ｃを密度の小さいものから順に並べ，その記号を書け。 

問３ 図は，ヒトの各器官と血液が循環する経路を模式的に表

したものであり，図中の  は血液の流れの方向を示し

ている。このことについて，次の(1)･(2)の問いに答えよ。 

(1) 図中の①～⑧で示した部分の血管のうち，酸素が最も

多く含まれた血液が流れているものはどれか。また，食物

から吸収した栄養分が最も多く含まれた血液が流れてい

るものはどれか。正しいものを，図中の①～⑧からそれぞ

れ一つずつ選び，その記号を書け。 

(2) 肝臓には，血液中に含まれる有害な物質を無害な物質

に変えるはたらきがある。このことについて述べた次の

文中の  Ｘ  に当てはまる語を書け。 

タンパク質の分解によって生じた有害な物質であるア

ンモニアは，肝臓で無害な物質である  Ｘ  に変えられ

る。 
 

問４ 図は，北半球の中緯度の上空を一周する地球規模の大気の流れを模式的に表したものである。 

このことについて，下の(1)･(2)の問いに答えよ。 

 

(1) 図中の  で示した大気の流れを何というか，書け。 

(2) 図中の  で示した大気の流れが，日本列島付近の気象に与えている影響によるものとして，最も適

切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 冬は，日本海側で大量の雪が降る。 

イ 天気は，西から東へ変わることが多い。 

ウ 海に面した地域では海陸風がふき，その風向きは一日のうちで変化する。 

エ 夏は，太平洋からユーラシア大陸へ向かって，南東の季節風がふくことが多い。 
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問１ 
(1)  

(2)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

問３ 
(1) 

酸素が最も多く含まれた血液が流れている血管  

栄養分が最も多く含まれた血液が流れている血管  

(2)  

問４ 
(1)  

(2)  

 

問１ 
(1) エ 

(2) ウ 

問２ 

(1) 金属光沢 

(2) Ｃ 

(3) Ｃ ＜ Ａ ＜ Ｂ 

問３ 
(1) 

酸素が最も多く含まれた血液が流れている血管 ④ 

栄養分が最も多く含まれた血液が流れている血管 ⑤ 

(2) 尿素 

問４ 
(1) 偏西風 

(2) イ 

 

問１ (1) 弦の長さが短いほど音が高くなり，長いほど音が低くなる。音の大きさは変わらない。 

 (2) １コマ分ずれていたということは，
１

30
 秒分ずれていたということである。よって，340〔ｍ/ｓ〕×

１

30
〔ｓ〕

＝11.3…〔ｍ〕より，およそ 10ｍ離れていたと考えられる。 

問２ (1) 金属をみがくと，光を受けたときに輝くようになる。この輝きを金属光沢という。 

 (2) アルミニウムは，みがくと銀色に輝く。また，磁石には引きつけられない。赤色に輝くのは銅である。 

 (3) 質量が同じであれば，体積が大きいほど密度が小さい。よって，密度が小さい順に並べると，針金Ｃ，針

金Ａ，針金Ｂとなる。 

問３ (1) 酸素が最も多く含まれた血液が流れているのは肺静脈(④)。また，食物から吸収した栄養分が最も多く

含まれた血液は，小腸から肝臓へつながる肝門脈(⑤)。 

 (2) 有害なアンモニアは，肝臓で無害な尿素に変えられる。 

問４ (1) 北半球の上空では偏西風という西よりの風がふいている。 

(2) 偏西風がふいているため，日本列島付近では，天気は西から東へ変わることが多い。 
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【過去問 42】 

物体の運動を調べるために，長さ 120cmのレールと物体とを用いて，次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。このことにつ

いて，下の問１～問３に答えなさい。ただし，物体の大きさや空気の抵抗は考えないものとする。 

（高知県 2015 年度 A） 

実験Ⅰ 図１のように，まっすぐなレールを傾けて固定し，

その端ＡとＢの間に同じ素材でできた同じ形状の物

体を４つ置き，４つ同時に静かに手をはなしたとこ

ろ，物体はそれぞれ斜面を下り始め，やがて端Ｂから

飛び出た。４つの物体を置く位置をいろいろ変えて

実験を行い，それらの運動をストロボスコープを用

いて撮影した。 

図１ 

 

実験Ⅱ 図２のように，レールの端をＡ，Ｂとし，その中

点Ｍでなめらかに折り曲げた装置を作り，固定した。

レールの端Ａに物体を置き，静かに手をはなしたと

ころ，物体は斜面を下り始め，中点Ｍを通過して端Ｂ

から飛び出た。この運動をストロボスコープを用い

て撮影した。 

図２ 

 

問１ 実験Ⅰにおいてストロボスコープで撮影した画像を分析すると，４つの物体を置く位置によって，それぞ

れの物体がレールの端Ｂから一定の時間間隔で飛び出る場合があった。それはどのような位置の場合か。最

も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア イ ウ エ 

    

問２ 実験Ⅱにおいてストロボスコープで撮影した画像を分析すると，物体の平均の速さは，レールのＡＭの間

で 20cm/ｓ，ＭＢの間で 30cm/ｓであった。このことについて，次の(1)・(2)の問いに答えよ。 

(1) レールの中点Ｍを通過するときの物体の瞬間の速さは，何 cm/ｓか。 

(2) レールのＡＢの間における物体の平均の速さは，何 cm/ｓか。 

問３ 実験Ⅱの装置を使って，今度はレールの端Ｂに物体を置き，静かに手をはなした。物体が中点Ｍを通過し

たあとの運動について述べたものとして，最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 物体は，レールの端Ａから飛び出た。 

イ 物体は，レールの端Ａで静止したあと，中点Ｍに向かってすべり下りた。 

ウ 物体は，レールのＡＭの間で静止したあと，中点Ｍに向かってすべり下りた。 

エ 物体は，レールのＡＭの間で静止して，そのまま動かなくなった。 
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問１  

問２ 
(1)   cm/ｓ 

(2)   cm/ｓ 

問３  

 

問１ エ 

問２ 
(1) 40 cm/ｓ 

(2) 24 cm/ｓ 

問３ ウ 

 

問１ 端Ｂから飛び出る速さが最も大きいのは，端Ａにおいた物体である。したがって，４つの物体が一定の時間

間隔で端Ｂから飛び出るためには，置く高さが高い物体ほど物体間の距離を大きくしておかなければならない。 

問２ (1) 端Ａでは速さは０である。中点Ｍでの速さ x は，ＡＭの間の平均の速さが 20cm/ｓなので，
０〔cm/ｓ〕＋x〔cm/ｓ〕

２
 ＝20〔cm/ｓ〕より，x＝40〔cm/ｓ〕 

 (2) ＡＭの間を動くのにかかる時間は，60〔cm〕÷20〔cm/ｓ〕＝３〔ｓ〕 ＭＢの間を動くのにかかる時間

は，60〔cm〕÷30〔cm/ｓ〕＝２〔ｓ〕 よって，ＡＢの間 120cmを動くために必要な時間は５秒なので，120

〔cm〕÷５〔ｓ〕＝24〔cm/ｓ〕 

問３ 端Ｂから斜面を下り始めた物体は，端Ｂと同じ高さまでしか斜面を上がれない。 
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【過去問 43】 

250ｇの台車と 150ｇの物体Ａを糸でつなぎ，その糸を
かっ

滑
しゃ

車にかけて台車を
しゃ

斜
めん

面上に置いたところ，図１のよう

に静止した。滑車と糸，台車と斜面の
ま

摩
さつ

擦，および糸の重さは考えないものとし，質量 100ｇの物体にはたらく重

力の大きさを１Ｎとする。 

（福岡県 2015 年度） 

図１ 図２ 

  

問１ 図１のように，力がつり合っているとき，台車やＡは静止し続ける。物体のもつこのような性質を何とい

うか。 

問２ 図２は，斜面上で静止している台車にはたらく重力を，力の矢印で示したものである。台車にはたらく重

力を，斜面に
そ

沿う分力と斜面に
すい

垂
ちょく

直な分力に分解し，それぞれを解答欄の図２に力の矢印で示せ。また，

斜面に垂直な分力の大きさは，何Ｎか。 
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問３ 図１のときよりも斜面の角度を小さくすると，Ａは下がって床につき，図３のように静止した。このとき，

次の①，②の力の大きさは，図１のように静止したときと比べて，それぞれどうなるか。簡潔に書け。 

① 台車にはたらく重力 

② 台車にはたらく重力の斜面に沿う分力 

図３ 

 

 
 

問１  

問２ 
作図 

図２ 

 

力  の
大きさ   Ｎ 

問３ 
①  

②  
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問１ 慣性 

問２ 
作図 

図２ 

 

力の大きさ  ２ Ｎ 

問３ 

① 
例 

変わらない。 

② 
例 

小さくなる。 
 
 

問１ 静止している物体は静止し続け，等速運動をしている物体は等速運動を続ける。物体のもつこのような性質

を慣性という。 

問２ 重力の大きさを表す矢印を対角線とするような平行四辺形を考えると，斜面に沿う分力は３マス分，斜面に

垂直な分力は４マス分となる。３：４：５の直角三角形の比となっているので，重力の大きさを表す矢印は５

マス分の長さである。250ｇの台車にはたらく重力は 2.5Ｎで，2.5Ｎが５マス分に相当するので，１マス分の

力の大きさは 0.5Ｎである。したがって，斜面に垂直な分力の大きさは， 

４×0.5〔Ｎ〕＝2.0〔Ｎ〕 

問３ ① 台車にはたらく重力の大きさは，台車の高さには無関係で，一定である。 

 ② 斜面の角度が小さくなればなるほど，重力の斜面に沿う分力は小さくなる。 
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【過去問 44】 

次の問１，問２に答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを，１Ｎとする。また，おもりと

斜面との摩擦，定滑車や動滑車と糸との摩擦，およびおもり以外のものの重さは考えないものとする。 

（佐賀県 2015 年度 一般） 

問１ 次の文は，ピラミッドを作る過程で石を持ち上げる方法について，先生と生徒Ａさん，Ｂさん，Ｃさんが

会話している内容の一部である。この会話にもとづいて，Ａさん，Ｂさん，Ｃさんは，200ｇのおもりを 0.5

ｍ持ち上げる操作を，図１の【装置１】～【装置３】を用いて行った。(1)～(4)の各問いに答えなさい。 

〔先 生〕 みなさんは，エジプトにあるピラミッドを知っていますか。あのピラミッドは，約 4500

年前に，１個およそ 2000kg の石を持ち上げて作られています。では，エジプトの人々は

どのようにして 2000kgもの石を持ち上げたと思いますか。 

〔Ａさん〕 定滑車を使って持ち上げたと思います。 

〔Ｂさん〕 ゆるやかな斜面を使って持ち上げたと思います。 

〔Ｃさん〕 この時代には動滑車があって，それを使って持ち上げたと思います。 

図１ 

 

(1) 【装置１】を用いて，200ｇのおもりを 0.5ｍの高さまでゆっくりと持ち上げる。このとき必要な仕事は

何Ｊか，書きなさい。 

(2) 【装置２】を用いて，200ｇのおもりを斜面に沿って 0.5ｍの高さまでゆっくりと持ち上げた。おもりを

持ち上げているとき，ばねばかりの目もりの値は 0.5Ｎであった。おもりを斜面に沿って動かした距離は何

ｍか，書きなさい。 

(3) 【装置３】を用いて，200ｇのおもりを 0.5ｍの高さまでゆっくりと持ち上げているとき，ばねばかりの

目もりの値は何Ｎになるか，書きなさい。 
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(4) 次の文は，【装置２】，【装置３】について述べたものである。文中の( ① )にあてはまる語句として正

しいものを，下のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。また，( ② )にあてはまる適当な語句を

書きなさい。 

【装置２】，【装置３】では，おもりを直接真上に持ち上げる場合よりも小さな力で持ち上げること

はできるが，力をはたらかせる距離は長くなる。このときの力の大きさと力をはたらかせる距離の

( ① )は変わらない。このことを( ② )という。 

ア 和 イ 差 ウ 積 エ 商 

問２ 200ｇのおもりを，てこによって 0.5ｍの高さまで持ち上げる方法について調べるために，【実験】を行っ

た。(1)，(2)の問いに答えなさい。 
 

【実験】 
 

  

① 図２のように，軽い棒の端に 200ｇのおもりをのせ，Ｘが 0.5ｍになるように棒の位置を調整した。た

だし，Ｘは支点から棒の端(おもりをのせた側)までの距離である。 

② ばねばかりを下向きにゆっくりと引き，200ｇのおもりを 0.5ｍの高さまで持ち上げているときのばね

ばかりの目もりを読んだ。 

③ Ｘを１ｍにする場合，1.5ｍにする場合，２ｍにする場合のそれぞれについて，①，②と同様にばねば

かりを下向きにゆっくりと引き，200ｇのおもりを 0.5ｍの高さまで持ち上げているときのばねばかりの

目もりを読んだ。 

表は，それらの結果である。 

図２ 

 

表 

  Ｘ 〔ｍ〕 0.5 １ 1.5 ２  

 ばねばかりの目もりの値 〔Ｎ〕 0.4 １ ２ ４  
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(1) 【実験】の結果から，Ｘとばねばかりの目もりの値の関係を表すグラフをかきなさい。ただし，Ｘの範囲

は 0.5ｍから２ｍとする。 

 

(2) 図２と同じように軽い棒の端に 200ｇのおもりをのせ，Ｘが 1.8ｍになるように棒の位置を調整した後，

ばねばかりを下向きに引いておもりを持ち上げた。おもりを 0.5ｍの高さまで持ち上げるのに 10 秒かかっ

たときの仕事率は何Ｗか，書きなさい。 
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問１ 

(1)   Ｊ 

(2)   ｍ 

(3)   Ｎ 

(4) 
①  

②  

問２ 
(1) 

 

(2)   Ｗ 
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問１ 

(1) １ Ｊ 

(2) ２ ｍ 

(3) １ Ｎ 

(4) 
① ウ 

② 仕事の原理 

問２ 
(1) 

 

(2) 0.1 Ｗ 

 

問１ (1) 質量 200ｇの物体にはたらく重力は２Ｎなので，２〔Ｎ〕×0.5〔ｍ〕＝１〔J〕 

 (2) 仕事は１Jなので，移動した距離を xｍとすると，１〔J〕＝0.5〔Ｎ〕×x〔ｍ〕，より x＝２〔ｍ〕 

 (3) おもりにはたらく重力は２Ｎであるが，動滑車を使うと手で引く力が半分になるので，１Ｎになる。 

 (4) 直接手でするときの仕事の大きさと道具を使ってするときの仕事の大きさは変わらない。これを仕事の原

理という。仕事は力の大きさと力の向きに動いた距離の積で表される。 

問２ (1) (0.5,0.4)(１,１)(1.5,２)(２,４)の各点を通るなめらかな曲線をかく。 

 (2) Ｘの長さには関係なく，仕事の大きさは，２〔Ｎ〕×0.5〔ｍ〕＝１〔J〕である。 

よって，仕事率は，
１〔Ｊ〕

10〔ｓ〕
 ＝0.1〔Ｗ〕 
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【過去問 45】 

次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。 

（長崎県 2015 年度） 

Ⅰ 水平面上に物体Ｘを置くと，物体Ｘは静止したままであ

った。次に，物体Ｘに水平面と平行な２つの力Ｆ1 とＦ2 を加

えると，物体Ｘは動き出した。図１は真上から見た物体Ｘに

加えた２つの力Ｆ１とＦ２を示したものである。 

問１ 物体に力がはたらかないときや，力がはたらいてい

てもそれらがつりあっているときは，静止している物

体はいつまでも静止し続け，運動している物体は等速

直線運動をする。この法則を何というか。 

図１ 

 

問２ 図１に示したＦ1とＦ2の合力を解答用紙の図２に作図

せよ。 

問３ 物体Ｘは４秒間で 60cm 進んだ。この間の物体Ｘの平

均の速さとして最も適当なものは，次のどれか。 

ア 0.15ｍ/ｓ イ 2.4ｍ/ｓ  

ウ 15ｍ/ｓ エ 240ｍ/ｓ 

図２ 

 

Ⅱ 図３のように，なめらかな水平面上に置いた物体Ｙにばねばかりを取り付け，水平面と平行な 1.5Ｎの力で引

き続けた。物体Ｙは動き出し，速さはしだいに大きくなった。物体Ｙが図３のＡ点を通過し，
ま

摩
さつ

擦のある水平面

上を運動するときも，水平面と平行な 1.5Ｎの力で引き続け，そのままＢ，Ｃ点を通過させた。ただし，物体Ｙ

が摩擦のある水平面上を運動しているとき，物体Ｙには常に大きさ 1.5Ｎの摩擦力がはたらくものとする。また，

物体Ｙが運動しているとき，物体Ｙに空気による抵抗ははたらかないものとする。 

図３ 

 

問４ 下線部のとき，物体Ｙが２ｍ移動するのにかかった時間は３秒であった。ばねばかりが物体Ｙに加えた力

の仕事率として最も適当なものは，次のどれか。 

ア １Ｗ イ ３Ｗ ウ ６Ｗ エ ９Ｗ 

問５ 物体ＹがＣ点を通過するときの速さは，物体ＹがＢ点を通過するときの速さと比べてどうか，答えよ。 
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問１  

問２ 

図２ 

 

問３  

問４  

問５  

 

問１ 慣性の法則 

問２ 

図２ 

 

問３ ア 

問４ ア 

問５ 速さは変化しない。 

 

問１ 物体に力がはたらかないときや力がつりあっているときは，静止している物体は静止し続け，運動している

物体は等速直線運動をし続ける。これを慣性の法則という。 

問２ 合力は，Ｆ１とＦ２と２辺とする平行四辺形の対角線として表される。 

問３ 60cm＝0.6ｍなので，平均の速さは，
 0.6〔ｍ〕

 ４〔ｓ〕
＝0.15〔ｍ/ｓ〕 

問４ ばねばかりが物体Ｙにした仕事は，1.5〔Ｎ〕×２〔ｍ〕＝３〔Ｊ〕 

 よって，仕事率は，
 ３〔Ｊ〕

 ３〔ｓ〕
＝１〔Ｗ〕 

問５ 加えている力は一定で，摩擦のある水平面では常に一定の大きさの摩擦力がはたらくので，速さは変化しな

い。 
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【過去問 46】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2015 年度） 

問１ 晴美さんは，背面に鏡のついた水そうの中にいるキンギ

ョの像が，26 図のように鏡のついていない側面にもはっき

りとうつっていることに気づき，光の進み方について調べ

る実験を行った。 

 まず，27図のように，方眼紙に鏡Ａと鏡Ｂを向かい合わ

せにして垂直に立て，光源装置を置いた。次に，まち針を方

眼紙に垂直に立て，Ⓐ点Ｏの位置から，鏡Ａの点Ｘに向かっ

て光源装置の光を当てたところ，まち針の点Ｐの位置に光

が当たった。ただし，27 図は，実験装置を真上から見たも

のである。 

26図 

 

27図 

 

(1) 光の道すじは，｢鏡に当てた光は，鏡の表面で  ①  し

て進む。このとき，  ②  角と  ①  角は等しくなる。｣

という性質をもつ。  ①  ，  ②  に適当な語を入れな

さい。 

(2) 下線部Ⓐについて，光源装置の光が 27図の矢印の向きに

進み，鏡Ａの点Ｘに当たった後の点Ｐまでの光の道すじは，

どのようになるか。解答用紙の図中にかきなさい。 

次に晴美さんは，27図の光源装置の光の向きを変えて，Ⓑ点Ｏの位置から，鏡Ａの点Ｙに向かって光を当てた

ところ，まち針に光が当たらなくなった。 

(3) 下線部Ⓑについて，まち針を方眼紙に対して垂直にしたまま，点Ｐと点Ｑを結んだ線分にそって点Ｐから

点Ｑまで動かしたとき，まち針が光の道すじを横切るのは何回か，答えなさい。 

さらに晴美さんは，28図のように，水を入れた水そうの前面に光源装置で

矢印の向きに光を当て，水そうの中を進んだ光の道すじについて調べた。そ

の結果，Ⓒ側面から外に出る光は見られなかったが，前面から外に出る光は

見ることができた。ただし，28図は，水そうと光源装置を真上から見たもの

である。 

(4) 26 図について，キンギョの像が側面にはっきりとうつったのは，下

線部Ⓒのように，光が側面で  ①  したからであると考えられる。 

28図 

 

 インターネットなどの光通信に利用されている  ②  は，ガラスやプラスチックの繊維でできており，こ

の  ①  をくり返すことで光を伝えている。 ①  ，  ②  に適当な語を入れなさい。 
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(5) 28 図について，水そうの前面から外に出る光の道すじとして適当なものを，次のア～エから一つ選び，

記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問２ 隆雄さんは，滑車やてこを使った仕事について調べるため，実験Ｉ～Ⅲを行った。 

実験Ⅰ 29図のように，滑車をつなげた台車を高さ 10cmまでゆっくり引き上げ，このときの力の大きさと糸

を引いた距離を調べた。 

実験Ⅱ 30図のように，滑車をのせた台車を高さ 10cmまで斜面にそってゆっくり引き上げ，このときの力の

大きさと糸を引いた距離を調べた。 

実験Ⅲ 31図のように，滑車を使って台車を高さ 10cmまでゆっくり引き上げ，このときの力の大きさと糸を

引いた距離を調べた。 

 29図 

 

 30図 

 

31図 

 

32表は，実験Ｉ～Ⅲの結果を示したもの

である。ただし，糸の伸び縮みと重さは考

えないものとする。 

32表   

 力の大きさ〔Ｎ〕 糸を引いた距離〔ｍ〕 

実験Ⅰ 4.8 0.10 

実験Ⅱ 1.6 0.30 

実験Ⅲ 2.4 0.20 

(1) 32表から，実験Ｉ～Ⅲにおける仕事は，すべて  ①  Ｊである。このように，同じ仕事をするのに，

滑車や斜面などを使っても使わなくても仕事の大きさが変わらないことを  ②  という。 

   ①  に適当な数字を，  ②  に適当なことばを入れなさい。 

(2) 実験Ⅲにおいて，台車を引き上げるのにかかった時間は，15秒であった。この仕事率は何Ｗか，求めな

さい。 
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次に，隆雄さんは，てこを使った仕事について調べるた

め，33 図のように，実験Ｉ～Ⅲで用いた滑車と台車を，

支柱に連結させた棒で引き上げる実験を行った。ただし，

用いた棒はＡＢとＢＣの距離の比が１：４であり，棒と支

柱との摩
ま

擦
さつ

や，棒の重さ，糸の伸び縮みと重さは考えない

ものとする。 

(3) 33図において，滑車と台車を少し引き上げたとこ

ろ，台ばかりが示した数値から，台ばかりには下向き

に 2.8Ｎの力がはたらいたことがわかった。このとき

のＣを引く力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

33図 

 

(4) 34図のように，33図のてこと滑車を組み合わせた

装置をつくった。棒がこの状態で静止しているとき，

Ｃを引く力の大きさは，滑車と台車にはたらく重力

の何倍か，求めなさい。 

34図 
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問１ 

(1) ①  ②  

(2) 

(35図) 

 

(3)   回 

(4) ①ｚ 

 

 ②  

(5)  

問２ 

(1) ①  ②  

(2)   Ｗ 

(3)   Ｎ 

(4)   倍 

 

問１ 

(1) ① 反射 ② 入射 

(2) 

(35図) 

 

(3) ５ 回 

(4) ①

ｚ 

 

全反射 ② 光ファイバー 

(5) エ 

問２ 

(1) ① 0.48 ② 仕事の原理 

(2) 0.032 Ｗ 

(3) 0.5 Ｎ 

(4) 0.125 倍 
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問１ (1) 鏡に当てた光は鏡の表面で反射する。このとき，反射角と入射角とは等しい。これを反射の法則という。 

 (2) 入射角と反射角が等しくなるように，光の道すじをかいていけばよい。 

 (3) (2)と同様に，入射角と反射角が等しくなるように光の道すじをかき，ＰからＱに引いた直線と光の道す

じが交わる回数を数える。 

 (4) 光通信に用いられている光ファイバーは，全反射を利用した回線である。 

 (5) 水そうの外部は空気で，内部は水である。空気中から水中に入るときも，水中から空気中に出るときも，

光の道すじは屈折する。 

問２ (1) 実験Ⅰの仕事は 4.8〔Ｎ〕×0.10〔ｍ〕＝0.48〔Ｊ〕，実験Ⅱの仕事は 1.6〔Ｎ〕×0.30〔ｍ〕＝0.48〔Ｊ〕，

実験Ⅲの仕事は 2.4〔Ｎ〕×0.20〔ｍ〕＝0.48〔Ｊ〕であり，仕事の大きさは滑車や斜面を使っても変わらな

い。これを仕事の原理という。 

 (2) 
0.48〔Ｊ〕

15〔ｓ〕
＝0.032〔Ｗ〕 

 (3) 29図から，滑車と台車にはたらく重力は 4.8Ｎである。よって，33図でＡにはたらく力は，4.8〔Ｎ〕－

2.8〔Ｎ〕＝2.0〔Ｎ〕 棒の距離の比がＡＢ：ＢＣ＝１：４なので，Ｃを引く力を x〔Ｎ〕とすると，１×2.0

〔Ｎ〕＝４×x〔Ｎ〕より，x＝0.5〔Ｎ〕 

 (4) 34図は動滑車を用いているので，Ａには，4.8Ｎの半分の 2.4Ｎの力がはたらく。Ｃを引く力を y〔Ｎ〕と

すると，１×2.4〔Ｎ〕＝４×y〔Ｎ〕より，y＝0.6〔Ｎ〕 滑車と台車にはたらく重力は 4.8Ｎなので，0.6〔Ｎ〕

÷4.8〔Ｎ〕＝0.125〔倍〕 
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【過去問 47】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2015 年度） 

問１ 金属球のもっている位置エネルギーや運動エネルギーの大きさについて調べるために，次の実験を行っ

た。①～③の問いに答えなさい。 

 [図１]のような装置を組み立て，質量 33ｇの金属

球を，机の面から金属球までの高さが５cmの地点か

ら手を離して落下させ，木片にあてた。 

 速さ測定器の値を読み，木片に衝突直前の金属球

の速さを求めた。また，木片の移動距離をものさし

ではかった。 

 机の面から金属球までの高さを，10cm，15cm， 

20cmにかえ，  ，  の実験をくり返した。 

[図１] 

 

 質量 33ｇの金属球を，同じ大きさで質量 49ｇの金属球にかえ，同様に  ～  の実験を行った。 

 [表１]は，  ～  の結果をまとめたものである。 

[表１] 

質量 33ｇの金属球 質量 49ｇの金属球 

 金属球までの高さ〔cm〕 0 5 10 15 20  金属球までの高さ〔cm〕 0 5 10 15 20  

 金属球の速さ〔ｍ/ｓ〕 0 0.7 1.0 1.2 1.4  金属球の速さ〔ｍ/ｓ〕 0 0.7 1.0 1.2 1.4  

 木片の移動距離〔cm〕 0 3 6 9 12  木片の移動距離〔cm〕 0 4.5 9 13.5 18  
 

① [表１]をもとにして，質量 33ｇの金属球において，金属球までの高さと木片の移動距離の関係を，グラ

フに表しなさい。ただし，縦軸の（  ）内に適切な数字を書くこと。 

② 次の文は，  ～  の結果について考察しているときの，生徒と先生の会話である。正しい文になるよう

に，（ ａ ）～（ ｃ ）に当てはまる適切な語句の組み合わせを，ア～エから１つ選び，記号で書きな

さい。 

先生：①で表したグラフから，どのようなことがわかりますか。 

生徒：物体のもっている位置エネルギーは，物体の位置が高いほど（ ａ ）ことがわかります。 

先生：そうですね。では，物体の質量と位置エネルギーの大きさには，どのような関係があると考

えられますか。 

生徒：質量が（ ｂ ）金属球を，高さが（ ｃ ）地点から落下させたときの結果を比べてみる

と，物体の質量が大きいほど位置エネルギーは大きいことがわかります。 

先生：そのとおりですね。 

ア ａ 大きい ｂ 同じ ｃ 異なる 

イ ａ 大きい ｂ 異なる ｃ 同じ 

ウ ａ 小さい ｂ 同じ ｃ 異なる 

エ ａ 小さい ｂ 異なる ｃ 同じ 
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③ [表１]で，金属球の質量が同じとき，金属球の速さと運動エネルギーの大きさの関係として適切なもの

を，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア 速さが２倍になると，運動エネルギーは２倍より大きくなる。 

イ 速さが２倍になると，運動エネルギーはちょうど２倍になる。 

ウ 速さが２倍になると，運動エネルギーは大きくなるが，２倍より小さい。 

エ 速さが２倍になっても，運動エネルギーは変わらず，一定である。 

問２ 化学変化と熱の出入りを調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさい。 

 [図２]のように，鉄粉６ｇと活性炭３ｇを蒸発

皿に入れ，よくかき混ぜ，そこに食塩水を５mL加

えたところ，温度が上昇した。 

 [図３]のように，試験管に塩化アンモニウム１

ｇと水酸化バリウム３ｇを順に入れ，そこに水を

２mL加えたところ，アンモニアが発生し，温度が

下がった。 

[図２] [図３] 

  

 鉄と硫黄の混合物を試験管に入れ，混合物の上部を加熱すると，激しく反応した。 

① 次の文は，  ，  の結果をまとめたものである。文中の（ ａ ）に当てはまる語句を書きなさい。ま

た，文中のｂの（  ）に当てはまる語句として適切なものを，ア，イから１つ選び，記号で書きなさい。 

化学変化では，熱の出入りがあり，このような熱を（ ａ ）という。周囲に熱を放出する化学変化

と，周囲の熱をうばう化学変化に分けられ，  は，ｂ（ア 発熱  イ 吸熱）反応である。 

② あつしさんは，  ，  の化学変化と熱の出入りの関係を，次の手順１～３により模式的に表した。あつ

しさんの表し方を参考にして，手順１，２に従い，  の化学変化と熱の出入りの関係を，解答欄に模式的

に表しなさい。 

手順１…化学変化を物質名を使って式で表した。 

手順２…式の左辺から右辺へ書いた→の下のｃ（  ）に，周囲に熱を放出する場合は↓，周囲か

ら熱をうばう場合は↑を書いた。 

手順３…その下のｄ（  ）の中に熱と書いた。 

 の化学変化と熱の出入りの関係 

鉄 ＋ 酸素 → 酸化鉄 

 ｃ（ ↓ ） 

 ｄ（ 熱 ） 

 の化学変化と熱の出入りの関係 

水酸化バリウム ＋ 塩化アンモニウム → 塩化バリウム ＋ アンモニア ＋ 水 

 ｃ（ ↑ ） 

 ｄ（ 熱 ） 
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問３ 植物の細胞のつくりと動物の細胞のつくりの違いを調べるために，次の観察を行った。①，②の問いに答

えなさい。 

 タマネギのりん
けい

茎（食べる部分）の一片の内側に，カッターナイフで５mm四方の切りこみを入れ，表

皮をはがし，スライドガラスにのせた。染色液を１滴落として，３分間ほどおき，カバーガラスをかぶ

せた。 

 ほおの内側を綿棒でこすりとり，綿棒をスライドガラスにこすりつけた。染色液を１滴落として，１

分間ほどおき，カバーガラスをかぶせた。 

 ツユクサの葉の裏側にカッターナイフで切れ目をつけた。太いすじをつまみ，表皮をはぎとり，スラ

イドガラスにのせた。水を１滴落として，カバーガラスをかぶせた。 

  ～  のプレパラートを顕微鏡で観察し，スケッチした。 

 [図４]のＡ～Ｃは，  ～  のプレパラートのいずれかのスケッチである。 

[図４] Ａ Ｂ Ｃ 

    
 

①  ～  で，カバーガラスをかぶせるときには，[図５]のように片

方からゆっくりと下げながら行う。その理由を簡潔に書きなさい。 

② 次の文は，[図４]のＡ～Ｃのスケッチが，それぞれどの細胞のスケッ

チであるかを考察したものである。文中の（ ａ ）～（ ｃ ）に当

てはまる語句として適切なものを，それぞれ書きなさい。 

[図５] 

 

Ａ～Ｃのスケッチを見ると，細胞には１個のまるい（ ａ ）というつくりがある。しかし，ＡとＣ

には，Ｂにない特徴があり，細胞膜の外側に（ ｂ ）とよばれる丈夫なつくりが見られる。さらにＡ

では，Ｃにはない細長い２つの細胞が向かい合ってできた（ ｃ ）とよばれる穴が見られる。これら

のことから，Ａはツユクサの葉の裏側，Ｂはほおの内側，Ｃはタマネギのりん茎のスケッチとわかる。 
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問４ 四季の星座の移り変わりを調べるために，次の実習を行った。①，②の問いに答えなさい。 

 [図６]のように，四季を代表する星座絵を４枚つくり，教室の四方に立った。Ａの位置で太陽を背に，

日本が真夜中になるように立ち，見える星座を調べた。真夜中に南の方向には，さそり座が見えた。 

 地球儀を移動させ，同様にしてＢ～Ｄの位置で調べた。 

 [図７]は，  ，  のようすを模式的に表したものである。 

[図６]  [図７] 

  

① 次の文は，星座の移り変わりについて考察しているときの，生徒と先生の会話である。正しい文になるよ

うに，ａ，ｂの（  ）に当てはまる適切な語句を，ア～エからそれぞれ１つずつ選び，記号で書きなさい。 

生徒：昨日の午後６時ごろ空を見たら，南の方向にペガスス座が見えました。 

先生：そのことから，昨日の地球の位置は，[図７]のどの位置だったと思いますか。 

生徒：ａ（ア Ａ  イ Ｂ  ウ Ｃ  エ Ｄ）の位置だと思います。昨日の真夜中に南の方向

にｂ（ア さそり座  イ ペガスス座  ウ オリオン座  エ しし座）が観察できたこ

とも，理由の１つです。 

先生：そうですね。では，１か月後の午後６時ごろに，ペガスス座はどの方向にあると思いますか。 

生徒：地球が太陽のまわりを公転しているので，１か月後の午後６時ごろには，昨日見えた方向より

も      移っていると思います。 

先生：そのとおりです。実際に継続観測して確かめてみましょう。 

② 文中の      に当てはまる最も適当な語句を，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア 東に 15° イ 東に 30° ウ 西に 15° エ 西に 30° 
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問１ 

① 

 

②   

③   

問２ 

① ａ  ｂ  

② 

（   ）＋（   ） → （     ） 

 ｃ（   ） 

 ｄ（ 熱 ） 

問３ 
①  

② ａ  ｂ  ｃ  

問４ 
① ａ  ｂ  

②   

 

問１ 

① 

 

② イ 

③ ア 

問２ 

① ａ 反応熱 ｂ イ 

② 

（ 鉄 ）＋（ 硫黄 ） → （ 硫化鉄 ） 

ｃ（ ↓ ） 

ｄ（ 熱 ） 

問３ 
① 空気の泡が中にできないようにするため。 

② ａ 核 ｂ 細胞壁 ｃ 気孔 
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問４ 
① ａ ウ ｂ ウ 

② エ 

 

問１ ① [表１]の金属球までの高さと木片の移動距離との間には，比例の関係がある。 

 ② 物体のもつ位置エネルギーは，物体の位置が高いほど大きい。[表１]では，質量が異なる金属球を高さが

同じ地点から落下させたときの結果を比べている。 

 ③ 金属球の質量が同じとき，金属球の速さが 0.7ｍ/ｓのときと 1.4ｍ/ｓのときを比べると，木片の移動距離

は３cmと 12cmで４倍になっている。 

問２ ① 化学変化にともなって出入りする熱を反応熱といい，温度が下がる化学変化を吸熱反応という。 

 ② 鉄と硫黄の反応では，加熱をやめても激しく熱が発生する。その熱によって反応が続く。 

問３ ① スライドガラスとカバーガラスとの間に空気が入ると観察しにくくなるので，空気の泡が入らないように

する。 

 ② 細胞には，核がふつう１個ある。植物の細胞は細胞膜の外側に細胞壁をもつ。細長い２つの細胞が向かい

合ってできた穴は気孔である。 

問４ ① 地球は反時計回りに自転している。Ｃの位置からは，午後６時ごろに南の方向にペガスス座が，真夜中に

は南の方向にオリオン座が見える。 

 ② 1 年間で 360°回転するので，１か月間では 30°移動する。地球が反時計回りに自転しているので，星座

は東から西へと移動しているように見える。 
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【過去問 48】 

力と物体の運動との関係について調べるために，斜面と水平面をなめらかにつないで，次の実験を行った。下

の問１～問３に答えなさい。ただし，まさつ力や空気の抵抗は考えないものとする。 

（宮崎県 2015 年度） 

〔実験〕 

① 図Ⅰのように，１秒間に 60回打点する記録タイマーを斜面の上部に固定して，記録テープを記録タイ

マーに通し，一端を台車にはりつけた。 

② 台車を斜面上のある位置に静止させ，記録タイマーのスイッチを入れると同時に，静止させた台車か

ら静かに手を離し，台車を運動させてそのようすを記録した。 

③ 斜面の傾きは②より大きくし，台車を静止させる位置の水平面からの高さは②と同じにして，①，②と

同様の操作を行った。 

図Ⅰ 

 

問１ 実験の②において，斜面上の台車にはたらく重力の向きを表したものとして，適切なものを次のア～エか

ら１つ選び，記号で答えなさい。ただし，「  」は作用点である。 

ア イ ウ エ 
    

問２ 図Ⅱは，実験の②で記録されたテープを，打点が重なりあわず，はっ

きりと判別できる点から６打点ごとに切りとって，グラフ用紙に左から

順に下端をそろえてはりつけたものであり，次の文は，実験の②の結果

をもとに，まとめたものである。下の(1)～(3)の問いに答えなさい。た

だし，はりつけたテープの打点は省略してある。 

図Ⅱ 

 

〔まとめ〕 

 斜面を下りる台車の速さは，しだいに  ア  なることがわかった。ま

た，斜面を下り終わった後，水平面を運動する台車は，一定の速さで一直

線上を動く  イ  運動をしていることがわかった。 

(1)   ア  ，  イ  に適切な言葉を入れなさい。 

(2) 図ⅡのＡのテープの長さは，8.2cmであった。Ａのテープを記録している間の，台車の平均の速さは何 cm/

ｓか，求めなさい。 
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(3) まとめの下線部に関して，このときの台車にはたらく力について説明したものとして，適切なものを，次

のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 台車にはたらく力はつり合っている。 

イ 台車に力はまったくはたらいていない。 

ウ 台車にはたらく力の合力の向きは，運動の向きと同じである。 

エ 台車にはたらく力の合力の向きは，運動の向きとは反対の向きである。 

問３ 実験の③における，台車が斜面を下りるときの速さの変化する割合と，水平面を運動しているときの速さ

は，実験の②と比べて，それぞれどうなるか。簡潔に書きなさい。 

 

問１  

問２ 

(1) 
ア  

イ  

(2)   cm/ｓ 

(3)  

問３ 

斜面を下りるときの速さの変化する割合 

 

水平面を運動しているときの速さ 

 

 

問１ ウ 

問２ 

(1) 
ア 例  大きく 

イ 等速直線 

(2) 82 cm/ｓ 

(3) ア 

問３ 

斜面を下りるときの速さの変化する割合 

例 

大きくなる。 

水平面を運動しているときの速さ 

例 

同じ速さになる。 

 

問１ 重力の向きは，常に鉛直下向きである。 

問２ (1) 同一の時間で切りとったテープの長さがだんだん長くなっているので，台車の速さはしだいに大きくな

っている。また，一定の速さで一直線上を動く運動は等速直線運動である。 

 (2) 使用した記録タイマーは，１秒間に 60回打点するので，６打点は 0.1秒間を表す。よって，平均の速さは，
8.2〔cm〕

0.1〔ｓ〕
 ＝ 82〔cm/ｓ〕 

 (3) 水平面を運動する台車は等速直線運動を行うので，台車には力がはたらいていない。よって，台車にはたら

く力はつり合っている。 

問３ 斜面の傾きを大きくすると，斜面を降りるときの速さの変化する割合は大きくなる。台車を静止させる位置
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の水平面からの高さは実験の②と同じなので，台車のもつ位置エネルギーは等しい。位置エネルギーが運動エ

ネルギーに変換されるので，水平面を運動しているときの速さは，実験の②も③も同じになる。 
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【過去問 49】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2015 年度） 

問１ 質量が無視できる 2.0ｍの棒と支えを

使い，図のようにおもりを持ち上げる実験

を行った。最初，棒の中点の位置を支点に

し，棒の右はしから 25cmの位置を力点に，

棒の左はしから 25cm の位置を作用点に設

定した。 

図 

 

１ 棒のある１点を支点にして，棒の一部に力を加え，物体を持ち上げたり，動かしたりするものを何という

か。 

２ 最初の状態から，棒の位置は動かさずに支点，力点，作用点の位置をそれぞれ左右どちらかに 20cm動か

したとき，最も小さな力でおもりを持ち上げることができるのはどの場合か。 

ア 支点，力点，作用点を全て右に動かす。 

イ 支点と力点は右に，作用点は左に動かす。 

ウ 支点は左に，力点と作用点は右に動かす。 

エ 支点と作用点は左に，力点は右に動かす。 

３ 最初の状態から，支点の位置を左右どちらかに動かし，おもりを持ち上げた。手で棒の力点の位置を 40cm

おし下げたとき，おもりは 20cm持ち上がった。支点の位置は，棒の左はしから何 cmの位置か。 

４ 図は，支点が力点と作用点の間にある。次の道具のうち，支点，力点，作用点の位置関係が，図と同じも

のはどれか。 

ア 

 

イ 

 

ウ 

 

エ 
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問２ 電熱線ａと電熱線ｂを使って，次の実験を行った。 

実験１ 図１のような回路をつくり，電源装置の電圧を 8.0Ｖにした。電圧計と電流計を使って，それぞれの

電熱線に加わる電圧と流れる電流の大きさを測定し，表１の結果を得た。 

図１ 表１ 

 

 電圧〔Ｖ〕 電流〔mA〕 

電熱線ａ 6.4 80 

電熱線ｂ 1.6 80 

   

実験２ 図２のような回路をつくり，電源装置の電圧を 8.0Ｖにした。電圧計と電流計を使って，それぞれの

電熱線に加わる電圧と流れる電流の大きさを測定し，表２の結果を得た。 

図２ 表２ 

 

 電圧〔Ｖ〕 電流〔mA〕 

電熱線ａ 8.0 100 

電熱線ｂ 8.0 400 

   

１ 電熱線ａの抵抗の大きさは何Ωか。 

２ 実験２のとき，回路全体の抵抗の大きさは何Ωか。 

３ 実験１と実験２のときのそれぞれの電熱線を，一定時間の発熱量が大きい順に並べよ。 

ア 実験１のときの電熱線ａ イ 実験１のときの電熱線ｂ 

ウ 実験２のときの電熱線ａ エ 実験２のときの電熱線ｂ 

 

問１ 

１   

２   

３   cm 

４   

問２ 

１   Ω 

２   Ω 

３ →    →    → 
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問１ 

１ てこ 

２ ウ 

３ 75 cm 

４ エ 

問２ 

１ 80 Ω 

２ 16 Ω 

３ エ → ウ → ア → イ 

 

問１ １ 棒のある１点を支点にして，棒の一部に力を加えて物体を持ち上げたり動かしたりするものを，てことい

う。 

 ２ 支点から力点までの距離が長いほど，支点から作用点までの距離が短いほど，小さな力で持ち上げること

ができる。 

 ３ 作用点での移動距離と力点の移動距離の比は１：２なので，支点から作用点，支点から力点の長さの比も

１：２である。棒の右はしから 25cmの位置が力点，左はしから 25cmの位置が作用点なので，支点を動かせる

範囲は 200〔cm〕－50〔cm〕＝150〔cm〕 

  支点はこれを１：２に分けた点なので，150〔cm〕×
１

３
 ＝50〔cm〕左に動かしたことになる。 

  左はしから作用点までは 25cmあるので，75㎝である。 

 ４ 力点，支点，作用点の順に並んでいるのはペンチである。ピンセットは支点，力点，作用点の順で，空き缶

つぶし機と穴あけパンチは支点，作用点，力点の順に並んでいる。 

問２ １ オームの法則より，
6.4〔Ｖ〕

0.080〔Ａ〕
＝80〔Ω〕 

 ２ 電圧は 8.0Ｖ，回路全体の電流は 0.1〔Ａ〕＋0.4〔Ａ〕＝0.5〔Ａ〕なので，
8.0〔Ｖ〕

0.5〔Ａ〕
＝16〔Ω〕 

 ３ 発熱量〔Ｊ〕＝電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕である。それぞれについて求めると，アは 0.512J ，イは 0.128J，

ウは 0.8J，エは 3.2Jとなる。 
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【過去問 50】 

ばねののびを調べる<実験Ⅰ>と力の合成について調べる<実験Ⅱ>を行った。次の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2015 年度） 

<実験Ⅰ> 

1. ばねとものさしをスタンドに固定して図１のような装置をつくった。 

2. ばねの下端におもりを１個つるして，静止したときのばねののびを測定

した。 

3. おもりの個数を増やしていき，それぞれ静止したときのばねののびを測

定した。 

4. ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を表１にまとめた。 

図１ 

 

表１ ばねを引く力の大きさとのびの関係 

おもりの個数〔個〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

ばねを引く力〔Ｎ〕 ０ 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 

ばねののび〔cm〕 ０ 2.0 3.8 6.0 8.2 10.0 

問１ 表１の結果をもとに，縦軸にばねののび〔cm〕，横軸に力の大きさ〔Ｎ〕をとり，測定値を点で記入

してグラフを書きなさい。 

問２ 実験結果に関する次の文の（ ① ），（ ② ）に適する語句を答えなさい。 

グラフから，ばねののびは，ばねを引く力の大きさに（ ① ）することがわかる。これを（ ② ）

の法則という。 

問３ ばねにおもりを６個つるした場合，ばねののびは何 cmになるか答えなさい。 

<実験Ⅱ> 

1. 水平に置いたときに針が０を示すように，ばねばかり

を調整した。 

2. 金属の輪に３本の糸をつけ，それぞれの糸にばねと２

本のばねばかりを取り付け，ばねのはしを固定した。 

3. ２本のばねばかりで力Ａと力Ｂを加え，金属の輪の中

心が点Ｏにくるようにばねを引きのばし静止させた

（図２）。 

4. 力Ａ，力Ｂの大きさ（ばねばかりの値）を読み取った。 

図２ 
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5. ばねばかりの値にあわせて力の矢印の長さの基準を決

め，力Ａ，力Ｂの大きさにしたがって点Ｏから力の矢印を

記入したところ，図３のようになった。 

問４ 力Ａと力Ｂの合力を図３に矢印で記入しなさい。 

問５ 実験からわかったことを文章にまとめた。文中の

（ ① ），（ ② ）には当てはまる語句を，（ ③ ）に

は数値を答えなさい。ただし，図３の１マスは１Ｎとする。 

図３ 

 

金属の輪が静止していることから，ばねが金属の輪を引く力と，力Ａと力Ｂの合力はつり合ってい

ることがわかる。２力がつり合う場合，２力は互いに（ ① ）向きで，同じ直線上にあり，大きさは

（ ② ）。したがって，<実験Ⅱ>でばねが金属の輪を引く力は（ ③ ）Ｎであるといえる。 

 

問１ 

 

問２ 
①   

②   の法則 

問３   cm 

問４ 

 

問５ 

①   

②   

③   Ｎ 
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問１ 

 

問２ 
① 比例 

② フック の法則 

問３ 12 cm 

問４ 

 

問５ 

① 反対 

② 等しい 

③ ５ Ｎ 

 

問１ 表１のそれぞれの数値をとり，直線で結ぶ。 

問２ ばねののびは，ばねを引く力に比例する。これをフックの法則という。 

問３ 表１より，おもり１個でばねは 2.0cmのびるので，おもりが６個の場合は，2.0〔cm〕×６＝12〔cm〕のびる。 

問４ 力Ａと力Ｂを二辺とする平行四辺形の対角線が合力になる。 

問５ ２力がつり合う場合，２力は互いに逆向きで，同じ直線上にあり，大きさは等しい。問４より，合力が５Ｎ

であるので，ばねが金属の輪を引く力も５Ｎである。 

 

 


